
        
            
                
            
        

    






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あー、彼氏ほしいなー！　ほしいなぁあッ!!」

「……」

　大学の一限前の準備時間。

　姫ひめ乃のはＳＮＳアプリ、一言やメッセージ、画像、動画、ＵＲＬの投稿ができるTwittetツイツトに触れながらこんな声を耳に入れる。

「彼氏！　彼氏！　かーれーし！」

「…………」

　その嘆き声は真隣に座っている親友の亜あ美みから。すごく気持ちをこめてるけど正直うるさい。このセリフはたくさん聞いてることだから。

「いやぁ、ホンットに青春したい！　どこにいけばそんな出会いがあるんだろうねー、ひめの!?」

「知らない」

「知らないって……！　そんなツレないこと言わないでさー、ひめのだってほしいでしょ？　彼氏」

「ほしくない」

　この流れになるのはいつも一緒。でも亜美はいつも言ってくる。

「はー？　ひめのは絶対その意識変えた方がいいからね!?　ＪＤの青春は絶対楽しいはずだし！　車でドライブに連れていってもらったりとか、お部屋デートでいろいろしたりー！」

「ん、別にいい。姫乃には趣味ある」

「バ、バッサリ切るじゃん！　ひめの可か愛わいいのにもったいないのー。その武器があるのに使わないとかウチからしたらホント宝の持ち腐れだって！　先輩からも噂うわさされてるんだからすぐ作れるはずなのに……。どんな噂されているか教えようか？」

「いい」

「ふーん、それじゃあその噂を教えてしんぜよう！　ちっちゃくて童顔でお人形さんみたいに可愛い！　その無表情が可愛い！　銀髪美少女を隣に連れて歩きたい！　もう抱きつきたい！　彼女になってほしい！　はい復唱！」

「姫乃言わないでいいって言った」

「あははっ、ごめんごめん」

　姫乃は亜美みたいに喋しやべるのが苦手。表情に出すのも苦手。だから言葉が少なかったり、笑顔を作れなかったりで不機嫌になってるとか思われたりする。でも亜美は違う。姫乃のこといろいろわかってくれる。うるさいけど、うるさいけどすごくいい友達。

「でさぁ、謝ってから言うのはなんだけど……実際のところひめのも彼氏ほしいでしょ？　ウチと一緒で」

「なんでそうなるの」

　姫乃はビクッて上がりそうな肩を頑張って抑えた。今のは危なかった。

「これずっと前から思ってたんだけどさー、ひめのって女の子らしさ全開じゃん？　薄化粧にカチューシャにブレスレットもして前髪も整えて綺き麗れいな触角も作って……あ、甘い香水もしてるし」

「かわいく見られたいのは、みんな同じ」

「それを言われたら確かにその通りなんだけどー、ここまで頑張れるかねぇってね？　彼氏ほしいウチより頑張ってる気がするんだけど」

「気のせい」

「気のせいじゃしっくりこないレベルで頑張ってるからさ？　それはもうしつこく聞いちゃうレベルでもあって」

「勘ぐりすぎ」

「そう？」

「そう」

　姫乃はここで話を終わらせる。ちょっと強引に椅子から立ち上がる。もうこれ以上は危ない、あのことがバレるかもって思った。姫乃はうそをつくことが下手。追及されたくないから。

「あっ、どこいくの!?」

「お手洗い。一人でいく」

「一人で……ね。了解！　ちゃんと手は洗うんだよー」

「亜美に言われたくない」

「ちょっとぉ!?　それだとウチが洗ってないみたいじゃん！　変な噂立てるようなことは言わないッ！」

「悪いのは亜美」

「ええっ!?」

　これは冗談。ほんとにそんなことは思ってない。でもこのくらい攻撃しないと教室に戻ってきた時にまた追及されることは姫乃わかってるから。

「じゃあいってくる」

「あははっ、わざわざ挨拶しなくていいって」

「ん」

　報告したことを笑われたのはちょっと恥ずかしかった。




　用を済ませたあと姫乃は液体石せつ鹸けんで手洗いをする。周りには誰もいない。水が流れる音だけが聞こえる。

　姫乃はさっきのお話でずっと我慢してることがあった。ずっと噓をついてた。今、お手洗いに一人しかいないから言える。

「彼氏、ほしくない人なんていないよ……」

　じゃあさっき『いらない』って言ったのは？　って聞かれたらただ見み栄えを張ったから……。

　姫乃には趣味があって、それを仕事にもできてる。充実した生活をしてると思う。

　それでも、やっぱり彼氏はほしい。それに友達の話を聞いてるとすごく羨ましくなる。姫乃もほしいって嫉妬する。

　姫乃はもう大学一年生、一八歳。彼氏に興味が出てくるのは当たり前……。それでも勇気がなかなか持てない理由がある。

　それは姫乃が中学一年生の時、三年生の先輩から初めて告白を受けたから。嬉うれしかったけどその人と喋ったのは初めて。顔を見たのも初めて。

　全然知らない人と付き合うことに抵抗があるのはみんな同じだと思う。だから『ごめんなさい』って断った。

　その翌日、こんなことが広まってた。

『いやぁ、罰ゲーム告白で振られると逆にスッキリするもんなんだなー！』

　それは、姫乃に告白してくれた先輩の言葉。本当のこととして広がったこと。

　言葉は悪くなるけど、最低って気持ちでいっぱいだった。それなら告白してこないでって強く思った。

　それ以来、罰ゲームかもしれないって不安で告白が怖くなった。生意気だけど、本当のことだから……。

　だから今でも告白を受ける勇気が出ない。誰とも付き合ったこともない。大学生になってそのことを言うのは恥ずかしいから、彼氏には興味がないって誤ご魔ま化かしてる……。

　姫乃は蛇口の水を止めてハンカチで手を拭きながらお手洗いを出る。そのまま教室に向かっている途中、廊下の窓際でカップルが仲良く会話をしてた。

「今日も一緒に帰ろうね？　今日もなにか作ってあげるから」

「マジ!?　ならカレーがいいんだが」

「えっ？　カレーは昨日作ったはずだけど……って、もしかして全部食べたの!?」

「だってお前が作るやつなんでも美味うめぇもん。オレ一人暮らしだから本当助かってるわ」

「ちょっ、いきなり褒めるのはやめてって言ってるでしょ……」

「お前ってすぐ照れるよな。それされるとオレまで恥ずかしくなるだろ」

「う、うるさいなぁ……！　嬉しいんだからしょうがないじゃん！」

　彼女が照れてるところを見て、彼氏は嬉しそうにしてる。すごく距離が近くて二人の世界にいるように楽しんでる。

　羨ましい……。

　じっと見たら失礼だからこっそり見ながら心の中で思う。でも、意識はそっちに向いたまま……。姫乃はカップルに気を取られて前を見ていなかった。タイミングが本当に悪かった。

『ドン！』

「うっ!!」

「うおっと！」

　体に強い衝撃。男の人の声も一緒になって聞こえる。手に持ってたハンカチを落とすくらいに痛い……。

「ごめーん！」

　続けて聞こえたのはそんな言葉。姫乃にぶつかった男の人はそのまま走り去っていった。

　もぅ……。前を見てなかった姫乃も悪いけど、こんな対応をされるのはすごく嫌な気持ちになる。こんなに痛かったのに。

　じんじんする痛みを我慢して廊下に落ちたハンカチを拾おうとしたその時、さっき姫乃が見てたカップルの、男の人が歩み寄ってきてくれた。

「おいおい、大丈夫かよ」

「ん……」

「ひでぇな、今のヤツ。ぶつかったら普通止まるべきだろ。なあ？」

　男の人は姫乃をフォローしてくれた。姫乃よりも先に落ちたハンカチを拾ってくれて、ホコリを払って姫乃に渡してくれた。

「あ、ありがとう……」

「別に礼を言われるようなことじゃねぇよ。今度は気をつけてな」

「ん、気をつける……」

　その男の人は姫乃に注意して彼女さんの下もとに戻っていった。

　姫乃が彼女さんにも頭を下げると、ちょっと嬉しそうで誇らしい顔をしてた。

　彼氏のそんな姿を見たら誰だってそうなると思う。羨ましくてずるいって気持ちでいっぱいになったけど、顔には出さないようにして教室に戻った。




「おかえりー、ひめの！」

「ん、ただいま」

　中に入るといつものように亜美が声をかけてきた。さっきよりちょっとテンションが高い気がする。……その理由はすぐにわかった。

「ねぇねぇ、突然なんだけどこれ見て！　ふーこからいきなり送られてきた写真なんだけどさ！」

　亜美が興奮しながらスマホを見せてくる。そこに表示されていたのは──。

「恋人代行……サービス？」

「そうそう！　恋人の疑似体験をさせてもらえる会社があるんだって！　会社を通してるから安心らしくて評判もいいらしいんだよー！」

「……」

　姫乃は亜美の言葉に返事することを忘れてた。それくらいに集中してスマホの液晶を見てた。

「一八歳以上って年齢はクリアしてるし、今度電話してみよっかなーって思うんだよね！　彼氏作れないウチにとってはこのサービスは神！」

「…………」

「ひ、ひめの？　おーい」

「な、なんでもない」

「それならいいんだけど……それでね！　一時間二〇〇〇円と会社の仲介料を一万円で利用できるらしいんだけど、今はクリスマスシーズンだから仲介料が八〇〇〇円になってお得なんだって！　つまり一時間分が無料ってことだからこれなら全然ありじゃない!?」

「亜美にはそうかも」

「ウチにはとかいうんじゃないーッ！　はぁー、ホントに興味がないのかねぇ、ひめのは」

　ため息を吐かれた。でも、話題を出してくれてるのにこんな対応をしたらそうなるのは仕方がない。見栄を張っていることに罪悪感はあるけど、いまさらほしいなんて言えない。彼氏を作ったことがないなんて言えない。そして、もうすぐ講義の時間にもなる。

「亜美、そろそろ講義始まる。準備しよ」

「嘘うそっ!?　もうこんな時間か！　教えてくれてありがとう！」

「ん」

　その日の大学、講義に集中してても姫乃は『恋人代行サービス』のワードが頭から離れなかった。




　その夜、姫乃はお家のベッドに寝転がりながらスマホで検索をかけていた。亜美から見せてもらった『恋人代行サービス』のホームページを調べてみた。

　亜美の言う通り会社を通すから安心。それに、これなら姫乃は怖くないと思った。告白なしにデートができるから……。

　姫乃は仕事をしてるからお金には少し余裕がある。一回くらいお試ししてもいいかなってそんな気持ちになってた。亜美と同じくらいに体験したかった。

　姫乃はホームページに記されてるサービスの仕組みを調べて、一応、電話番号の画面をスクリーンショットする。

　今日の下調べはこれくらい。明日は時間を作ってもっと調べてみる。

　一区切りをつけて、姫乃は次にツイットを開く。一日の日課、今日の嬉しかったできごとを仕事用のアカウントで投稿した。

『今日男の人にハンカチを拾ってもらった。嬉しかった』

　これが今日一番嬉しかったこと。顔文字も絵文字もつけてないけど、これが姫乃の基本。

　投稿して同業者さんの投稿にいいねと拡散をしてると通知が表示される。

　これも姫乃が楽しみにしてること。すぐに確認していく。

『ちょ！　その男は誰!?　でびるちゃんのハンカチに触れたとか羨ましすぎるんだが！』

『いい匂いするだろうなぁ』

『その男エライ！　ワイならハンカチ拾って即逃げ』

　ネタを含んだ返信がリアルタイムでくる。

　姫乃のアカウント、名前は恥ずかしいけど……でびるちゃんのフォロワーは三〇万人まで増えてる。

　今日の投稿もたくさんの反応があった。すごく嬉しかった。




　　　　＊＊＊＊




　中東国立大学、経済学部二年の斯し波ば龍りよう馬まは昼休憩中にもかかわらずスマホから求人アプリを漁あさっていた。

「やっぱり目ぼしいバイト先はそうそう見つからないよなぁ……」

「ん？　龍馬って書店で働いてるだろ？　また新しいバイト始めるつもりなのか？」

「それが半年後に移転することを昨日知ってさ。だから今のうちに新しいバイト先を探してるんだよ。新しいバイトに慣れることを考えたら今のうちから探してた方がいいと思うから」

「移転!?　そりゃあキツイな……。引き続きそのバイト先に勤めることはできねぇの？」

　そして、龍馬と親しく会話をするのはこの大学で一番最初に親しくなった中なか村むら雪ゆき也やだ。

「俺も最初はそう考えたんだけど、移転先が電車で一時間かかる場所らしくて」

「なるほどな。往復で二時間かけるくらいなら新しい場所探した方がマシだわな」

「うん。他の店よりも時給が高いなら考えものだけど、そんなことはないからね」

「まー、収入に関わってくるし早めにバイト先を探すその行動に間違いはねぇと思うぜ。大学の学費はクソ高ぇしな」

「俺、いっそのこと夜勤で働こうと思うんだけど……雪也はどう思う？　夜勤だと時給も高いしもう一一月に入ってるから今のうちに稼ぎを増やしたくもあるんだよね。冬休みは稼ぎ時にもなるから」

「夜勤はガチでやめとけって。生活バランス崩れるし、それで勉強についていけなくなってみろ。一年分の学費がパーの留年もあるんだぜ？」

「そ、それはそうだよね……」

　大学では珍しくない事実。青白くなった顔で苦笑いを浮かべる龍馬だ。

『留年しても平気！』という人間も中にはいるだろうが龍馬はそっち側の人間ではない。絶対に留年することはできないのだ。

　それは龍馬の複雑な家庭環境にあった。

　体の弱かった母親は龍馬が幼少の頃に他界している。そして思春期の頃、父親も過労により他界してしまった。その結果、金銭面を考えた姉は大学進学を諦め進路を就職に切り替えることになったのだ。

　姉が稼ぎを優先してくれたからこそ、汗水流して働いたお金があるからこそ今現在、龍馬はこの大学に通えているのである。

　龍馬はバイトをしているおかげでお金を稼ぐ大変さやその辛さを十分に理解している。

　だからこそ姉のカヤにはできる限り苦労をかけさせたくない。少しでもお金を稼いで楽にさせたい。そんな気持ちが前に出ているのだ。

　仮に、龍馬が留年したとしてもカヤは嫌な顔をせずに『次は頑張ってね』と、次の学費を出してくれるだろう。二〇年という時を同じ屋根の下で過ごしているからこそどのような行動を取るのか簡単に理解できる。その優しい気持ちを無下にするような真似まねはできないのだ。

「昼休憩中に求人探すってことは結構ピンチなのか？　金の方は」

「正直、去年よりピンチかな……。店の事情で俺のシフトも減っててさ。去年の貯金分に追いつくにはもう高時給のバイトをやるしかないって感じで」

「ほう、なかなかのヤバさじゃねぇか」

「雪也はなにかオススメのバイト先知らない？　もしアテがあるなら紹介してほしいんだけど……」

「無理いうなって。龍馬が希望してるバイトってのは高時給でなおかつ夜勤帯を外した条件だろ？　ねぇよ！」

「あはは、そんなバイト先があればみんなしてるよね……」

「イベントスタッフとか事務所移転の手伝いなら高時給で夜勤帯も外れてるとは思うが、それはどうなんだ？」

「贅ぜい沢たくいうんだけどそっち系のバイトって一日限定の仕事でしょ？　やっぱり会社に登録してもらえるようなところがいいんだよね。継続的にバイトができるみたいな」

「はぁ……」

「そ、そんなに呆あきれないでよ」

　なんて言うものの、贅沢を口にしていることは龍馬が一番わかっている。しかし、雪也がため息を吐いたのは龍馬の発言に呆れたからではなく、とある提案の前置きだった。

「そんなに切羽詰まってんなら……一応あるぜ。高時給で夜勤外れて〝能力によっては〟継続的にできるバイトが」

「ほ、本当!?」

「友達に勧めるのはマジで気が引けるけどな。一般的なバイトじゃねぇし」

「一般的じゃないって、それまさか危ないやつとか言わないよね？　法に触れるっていうか……」

「なわけあるか！　合法、合法だ。と言ってもオレに言わせてみれば倫理的にはどうかとは思うが」

「倫理的？」

　疑問符ばかり浮かべる龍馬だがそれは仕方のないことだろう。ぼかして話を続けている雪也なのだから。

「焦じらしても時間もったいねぇし説明するが──恋人代行サービスってやつだよ。龍馬は聞いたことねぇだろ？」

「うん、なにそれ」

「オレの幼おさな馴な染じみがつい最近までやってたんだが、まー言葉通りだ。依頼主から金をもらう代わりにその恋人役になるってバイト」

「へ？」

　雪也の声を最後まで聞き入れた途端、頓とん狂きような声を出して眉をひそめる龍馬だ。

　先ほども言っていた通り、これは一般的なバイトではない。恋人代行なんてワードを聞いたこともない龍馬は当たり前の反応。

「初めて聞く人間はそうなるわな。でもまー、説明したまんまのバイトなんだよこれが」

「紹介してもらっているところ本当に申し訳ないんだけど、それってかなり胡う散さん臭くさくない……？　率直にいうと怪しいっていうか」

「実際にこのバイトやってた幼馴染いわく、会社がかなりしっかりしてるらしくて特に問題はなかったらしいぜ？　金も一時間で二〇〇〇円もらえるらしいしな」

「えっ!?　そ、そんなにもらえるの!?」

「それに依頼主によってはプラスの報酬ももらえたりするらしいぜ？　追加の金やらプレゼントやら」

「なにその天国のようなバイト……。凄すごすぎるって」

「まー、依頼主の当たり外れはすげぇらしいが、当たりを引いた時にゃあ役得だよな。可愛い子とデートできて金までもらえるんだから」

「そ、それは否定しないけど……」

「そうだなあ。当たり枠をここの学生で例えるとロリリンレベルの女がくるらしいぜ。ニワカには信じられねぇが」

「あぁ……そのあだ名は聞いたことがあるよ。確か一年生だよね？」

「この大学の超有名人なのになんで知らねぇんだよ……。彼女のいるオレがいうのもなんだが人形みたいでガチ可愛いぜ？」

「雪也はその子と会ったことあるんだ？」

「ふーちゃんが世話になってる友達でもあるからな。まー、ロリリンは口数少ねぇし表情筋死んでるから、なに考えてるかわかんねぇけど」

「ひどい言い草……」

　ロリリン。それがこの大学の有名人であり、学内で一番可愛いと言われている女の子である。

　そして、雪也の口から自然と出た『ふーちゃん』。これが雪也の彼女でもある。

「でも悪口を言ってるわけじゃねぇぞ、これ。ロリリンにはコレがあるから人気があるわけだしな。レベル高ぇ童顔に低身長に基本真顔で超落ち着きがある性格っていうの？　言葉だけでもいろいろと際立ってるだろ？」

「まぁ……そんな人とデートできて時給二〇〇〇円もあるって単純に破格だよね」

「だがこのバイトは固定シフトじゃねぇんだよな。依頼主を楽しませてそこから客を獲得していくみたいな感じらしいからな。キャバとかホストとか、そこら辺と同じ仕組みだ。要は手腕が大事ってな」

「今のセリフ聞いて諦めようと思ったよ、そのバイト」

「いやいや、それはねぇだろ。なんだかんだでお前はコミュ力あるし、そのオフ状態でいかなけりゃ普通に通用すると思うぜ？　プライベートの容姿でいえばオレの幼馴染よりもカッケェぞ？」

「お世辞をどうも」

「マジだって！　それじゃあ試しに大学でもプライベートと同じようにダサいメガネをコンタクトに変えて、そのなっげぇ髪をセットしてみろよ。オレからしたら宝の持ち腐れってやつだぜ？　龍馬は」

　人差し指で頬ほおを掻かきながら心底呆れている雪也。

　雪也はなに一つとして龍馬のことを誇張しているわけではない。冗談を口にしていないからこそ、こうした本気の反応を取っているのだ。

「それは嫌だよ……。ワックスって高いし毎日使ってたらすぐなくなるし、それにメガネの方がコンタクトよりも楽だから」

「そんなんだからお前は……。まーオフ状態の龍馬でいてくれた方が隣にいるオレが際立つからいいんだがな？」

「はいはい」

　ニカッと白い歯を見せて気持ちのいい笑顔を見せてくる雪也に対し、龍馬は軽く流す。

　こうしてお互いに失礼なことができるくらいにはいい友情関係を築けているのである。

「とりあえず龍馬に代行ホームページのＵＲＬを送っとくから気が向けば電話してみろよ。クリスマスシーズン対策で人材を募集してるらしいから受かる率は高ぇと思うぜ？　あ、ちゃんと髪とかセットしたらな？」

「そう言ってもらえるのは嬉しいけど……って、なんで雪也はそのＵＲＬを持ってるの？」

「割のいいバイトってことで幼馴染からずっと勧められてたんだよ。ふーちゃんと付き合ってるからちゃんと断り続けたけどな」

「なるほど。さすがは彼女想おもいの雪也」

「当たり前よ。そうしねぇと殺されるし」

　冗談を交えながらも顔は真顔の雪也である。

「んじゃ、そろそろ次の教室移動しようぜ？　余裕持って行動ってな」

「賛成」

　そうして二人はいつも通りに学業に励んでいた。




　大学の講義も無事に終わり、その放課後である。

　昼休憩時と同様に求人に目を通していた龍馬は雪也から送ってもらったＵＲＬをタップする。恋人代行サービスのホームページに飛び、記載された文を読み進めていた。

　龍馬の脳裏には雪也から教えてもらったこのバイトがずっと記憶に残っていたのだ。

『時給二〇〇〇円』、『依頼主によってはプラスの報酬』。このワードは魅力的すぎる。お金を稼ぎたいと焦っている龍馬にとっては宝石のような言葉なのだ。

　このバイトを調べた結果、代行者側が先に代行を行える時間を指定し、そこに依頼主が合わせる流れになるらしい。つまり、雪也の言っていた通り夜勤帯になることはなく生活バランスが乱れることもない。大学の勉強に影響が出ることはないのだ。

　龍馬が探し続けていた好条件のバイト。このようなバイトは他にない。

「こ、怖いけどやってみても損はないよなぁ……。雪也の幼馴染もしてたってことはそれなりに安心なんだろうし、どうしても合わなければ辞めればいいんだし……」

　お金を稼ぐために手段は選んでいられない。そんな直線的な思考になっていた。

　本日は電話対応時間が終わっているため、龍馬は明日電話をかけることを決め──面接にこぎつけた。

　その、面接時である。

　ＰＣを使ったリモート面接が始まったが急募しているだけあり、あっさりすぎるほど簡単に採用が決まった。

　あとは氏名や年齢、職業や住所などの必要不可欠な個人情報や、趣味や特技などの個人的特徴をＷｅｂページに記入し、キャストとして会社に登録を行った。

　その流れで希望条件の確認や人柄を確認するための簡単なカウンセリングを行った結果、五日後の土曜日、予想以上の早さで龍馬にマッチする依頼が届いたのである。




　　　　＊＊＊＊




　恋人代行サービス会社、ファルファーレの利用目的は名の通りに一貫している。引っ越しの手伝いや、コンパのパーティーの数合わせなどには対応しておらず、サービスの用途はデートただ一つ。異性とかかわり合いたい、デートをしたい相手にサービスを提供している会社だ。

　もちろん、恋人代行をする際には依頼主にも代行者にもルールが定められている。

　依頼主に対するルールが大きくわけて三つ。

　初めに指定した時間に遅れないこと。事情により遅れる場合には必ず会社に連絡を入れること。

　次にデート費用は全額負担すること。

　最後に依頼主は代行者と手を繋ぐ、または腕を組む以外の過剰な接触はしてはならないこと。




　代行者側に対してのルールも依頼主と同様に三つ。

　指定の時間に遅れないこと。会社を背負ったその責任もある恋人の代行者であるためこれは厳守とされている。

　他にはツーショットの写真の保存や連絡先の交換は禁止。特殊なサービスを提供しているだけにさまざまなトラブルが起きる原因を減らすためである。

　代行者は依頼主に、異性としての好意を抱いてはならないということ。恋人の代行なのに？　と、矛盾している点ではあるが、これは仕事の一環として括くくられていること。言葉を悪くすれば好意があるような演技をしろとの意味合いがある。

　代行者の使命は依頼主を楽しませること。楽しませることでまた指名したいとリピーターがつく。結果、お金をたくさん稼ぐことができる仕組みになっていた。
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　ガチャ──ドン。聞き慣れた玄関の開閉音が響き、リビングに足音が近づいてくる。

　その人物は龍馬が一番に知っている相手。

「ふぅ～」

「おかえりカヤ姉。仕事お疲れさま」

「ただいま。リョウマも大学お疲れさま」

「今日寒くなかった？　俺が帰ってくる時にはもう肌寒かったから」

「普通に寒い！　今日は一段と風が冷えてたよ」

　龍馬がオープンキッチンに立ち夕食作りをしている時間、一九時四〇分。

　一一月の気温に当てられた龍馬の姉、カヤは冷えているだろう手をさすりながらリビングに入ってきた。当然ながら代行の件は秘密にしている龍馬である。

「今日はカヤ姉が好きなカレー作ってるから元気出してよ。お鍋いっぱいに作ってるよ」

「本当!?　それは嬉しいことしてくれるねぇ！」

「でもまだ作り終えてないから先にお風呂に入ってきてほしいな。上がってくる頃にはちょうど完成してるだろうから」

「了解！　でも別に急がなくていいからね？　慌てた拍子に怪け我がでもしたら大変だから」

「心配ありがとう」

　両親がいない暮らしにはもう慣れている。

　龍馬が二〇歳でカヤが二四歳。お互いが成人を迎えていることもあり、喧けん嘩かをすることもなく落ち着いた関係を築けている。

「お風呂は溜ためてあるからゆっくり入ってきてね。ラベンダーの入浴剤も置いてるから」

「あいっかわらず気が利くねぇ。さすがはアタシの弟！　じゃあお言葉に甘えて堪能してくるよ」

「いってらっしゃーい」

　仕事用のカバンをソファーの上に置いたカヤはバタバタと足音を響かせて風呂場に向かっていった。熱々の風呂が大好きなカヤは、浴槽に張った湯が少しでも冷めないように時間短縮しているのである。

「やっぱり凄いな……カヤ姉は」

　カレーをかき混ぜながら一人になったキッチンで龍馬は独り言を呟つぶやいていた。

　龍馬にとってカヤは目標にしている人物であり、尊敬する人物。

　カヤの勤めている企業は朝九時からの出勤で残業も少なくはない。時には二二時前後の帰宅になることもある。

　疲労が溜まっているのは間違いないのだが、それを顔や態度に出したことは一度もない。仕事に対して嫌なことや不満があるだろうが、家で愚痴をこぼしたりすることもないのだ。

　表情も声色もいつも通りに『今日も頑張った～！』なんて明るく振る舞い、ネガティブな言葉を出さないことで龍馬を心配させないようにしている。一生懸命に働いたお金は龍馬の学費と二人の生活費に回してくれている。

　そんな頭の上がらないカヤに対し、料理、洗濯、掃除、家事の負担をかけさせないようにサポートしているがそれでもまだ足りないと感じている。

「俺も頑張らないとな……」

　なにを頑張るのか。一番はお金を貯ためること。

　今の稼ぎ口は書店。そして五日後に迫る恋人代行のバイト。金額のことだけを考えたのなら優先順位は短時間で高収入を稼げる後者になる。直接の収入にかかわってくるために失敗は絶対に許されない仕事。

　どうすればリピーターをつけることができるのか、ほんの少しでも依頼者に気に入ってもらうために料理の味付けをしながら考えていた。




「え？　異性から好意を持ってもらう方法？」

「そ、そうなんだよね。いきなりなんだけどアドバイスがあれば教えてほしくて……」

　夕食のカレーライスを食べ終えたあとのこと、龍馬はこんな質問をカヤに投げかけていた。

　今の今までずっと熟考していた龍馬であるが、情けないことにいい案は全く浮かばなかった。このような話題を血の繋がりがあるカヤに聞くのは恥ずかしいばかりである……が、聞かざるを得ないほどの危機感に襲われていたのだ。

　龍馬にとって初めての恋人代行のバイト。一般的なバイトとは違い職場の先輩に指示を受けるわけでもなく、なにかを教えられることもなく、全て一人で考え行動に移さなければならない。

　不安を拭い、安心を獲得するには恥を捨てる以外に方法はなかったのだ。

「えっと本当にどうしたのよリョウマは。もしかして好きな人でもできた？」

「……う、うん。実はそうなんだよ」

　苦笑いを作りながらぎこちない返事をする。『好きな人がいる』なんてのは真っ赤な嘘。全ての目的は恋人代行のバイトでリピーターをつけるため。女性のことは女性が一番わかること。龍馬にとって身近に相談できる相手はカヤしかいなかったのだ。

「ははぁん、そっかそっか。アタシに恋愛相談をしてくるだなんてかなり本気なんだ？」

「は、恥ずかしいんだけど……ね？　あはは……」

　世の中、二〇歳の弟が姉に恋愛相談をすることはなかなかに珍しいだろう。こんなアドバイスを求めるのも今日が初なのだ。

「んー、別に教えないこともないけど常識的なことしか教えられないよ？」

「ありがとう、それで十分だよ。じゃあさっそく教えてもらえる？」

　龍馬はポケットからスマホを取り出し、すぐにメモアプリを起動させる。

「え？　まさかのメモ取るの？」

「うん。聞くだけじゃ吸収できないから」

「必死じゃん。目もガチだし」

「本気にならないと結果はついてこないから」

「いうねぇ。確かにその通りだ」

　恋愛に対してここまで本気になるのは不思議ではないだろうが、その中でも龍馬は特殊な部類に入っているだろう。龍馬は代行で依頼主に気に入ってもらうために真剣に聞こうとしているのだから。恋愛感情とは全くの別ものであり、リピーターをつけてお金を稼ぐ、ただそれだけしか視野に入れていない。

「それじゃ、異性から好意を得る方法を簡単に挙げていくけど……」

「うん」

「褒められるところは褒める。服装や髪型の変化に気づく。他には……そうだね、見返りを求めない小さな親切とかも大事かな。仕事終わりにコーヒーをどうぞくらいの」

「ちょ、いうの早いよ！　もう少しゆっくりお願い」

　早口でまくし立てるカヤ。今のところでメモを取れたのは、『褒められるところは褒める』と『服装や髪型の変化に気づく』だけ。

「だから、カリギュラ効果とかザイオンス効果とか認知的不協和理論、類似性の法則、吊つり橋ばし効果──」

「さっきと言ってること全部変わってるけど!?　なにその難しい言葉！」

　一応、今カヤが述べたことは好意を掴つかむための心理学的なもの。

　もしこれを全て説明できたのなら『お前はなんなんだ!?』とツッコミを入れられることは間違いないだろう。

「リョウマ、女性から好意を得る方法なんて三つ四つがわかっていればいいのよ。コレを強調したかったからさっきいろいろ言ったわけだけど」

「えっ？　三つ四つでいいの……？　もっとたくさんありそうだけど」

「アタシがいうのもなんだけど女性ってのはめんどくさい生き物なのよ。好意を持ってもらう方法なんて細かなところを挙げたらキリがないわけ。だからみんなこういうでしょ、女心を理解しろって」

「あぁ……それはいうかも」

「それは説明したところで男性が飲み込めないくらいの情報量があるから。だからみんな『女心を理解しろ』の一言で終わらせるのよ。実際にはあんな風にこんな風に動いてほしいのに説明するのはめんどくさいとか、説明する気になれないとかそんな理由でね」

　女性のカヤが言うからだろうか、説得力の塊をぶつけられているようである。

「アタシの感覚的にはさっきも言った二つ、褒められるところは褒めると服装や髪型の変化に気づく。あとは清潔感を出して空気を読んだ話題を振ってあげれば普通にイケるかな。男は単純っていうけど、女も似たようなとこはあるからまずはそこを意識して頑張ればいいと思う。それができたらまた追加で教えてあげるから」

「わ、わかった。ありがとう」

　最初にメモを取った『褒められるところは褒める』と『服装や髪型の変化に気づく』の他に、『清潔感を作る』と『空気を読んで話題提供』を追加した龍馬。カヤの言葉を信じてまずはこの四点を目標にする。

「まぁ、自分の持つ特技をどこで見せて落としにかかるかが一番重要なんだけどね。リョウマの場合は相手と親密になってからじゃないと使うことができないけど、その家事スキルを見せるのが一番強いから……んーそうだね、相手さんが風邪で寝込んでる時に白身魚のおかゆを作って看病でもすればイケるだろうね」

「え？　なんで白身魚のおかゆって断定なの？　卵のおかゆの方が当たり障りがないと思うんだけど」

　こう聞いてしまう辺り龍馬はまだまだ未熟である。カヤが白身魚をチョイスするのにはちゃんとした訳があるのだ。

「手間暇かけて相手を気遣う。コレを見せるためよ。卵のおかゆだったらパカッてして終わりだけど、魚だったら小骨を取る手間が入るでしょ？　ここで大事なのは抜いた骨はゴミ箱に入れずにあえて三角コーナーの中に入れておくこと」

「それだと相手に労力をかけさせるって。相手は風邪引いてるんだから放置しないでゴミ箱にちゃんと捨てないと」

「確実に好感度を上げるためには仕方がないことなのよ。台所って必ず目に入る場所だから小骨を取ってくれたことに気づくでしょ？」

「あっ」

「そうそう。つまり相手はこう思うのよ。『風邪を引いてるアタシのために一生懸命小骨を取ってくれたんだ。食べやすくなるように気を遣ってくれたんだ』ってね」

「い、いくらなんでも策士すぎじゃない、それ!?」

「恋愛ってのは知識戦なのよ。知識があればあるほど好感度を上げられるし、相手がウブなだけ効くし。風邪なら特に狙い目。弱ってる時に感じる優しさは言葉にできないくらいに強力だからね」

「もう単純に怖いんだけど……」

　計画的に好意を抱かせる方法。『怖い』なんて口にする龍馬だが、お金を稼ぐには一番必要な術。

「もう一つ、靴をプレゼントしようと考えた時はまずボウリングセンターに連れていくことかな。これはすぐにでも使えるから覚えてた方がいいよ」

「もう意味がわからないけど、なんでボウリングなの？」

「まずボウリングシューズをレンタルする時にある程度足のサイズがわかるでしょ？　そこから自然に『足小さいねー、サイズどのくらいなの？』とか言えば簡単に情報聞き出せるから」

「っ!?」

「それ以外で靴のサイズの話題を出したらプレゼントされるんだろうなって察するし、そうなったらもらう時の嬉しさも半減するでしょ？　中身がある程度わかってるわけだから。反応に気を遣わせた時点でそれはもう失格」

「……」

　龍馬はこの瞬間に思い知る。恋愛の奥深さを。

「カヤ姉……。カヤ姉は今までどんな恋愛経験してきたの？」

「アタシ？　それは内緒。とりあえずリョウマはリョウマなりに頑張りなさいな。アタシレベルになるとこうした知識を使ってある程度の男は簡単に落とせるから」

「…………」

　簡単に言ってのけるカヤに絶句である。口を半開きにしながらもこの情報もしっかりとメモに追加する。

　そうして濃密な時間を過ごすことができた龍馬は、依頼日である土曜日まで必死に復習を繰り返していたのだった。
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　午前中のみの講義が組まれた土曜日の大学。現在、ちょうど講義が終わったばかりである。

　ガヤガヤとした教室。帰宅準備を始めている学生と一緒に姫乃は教材をカバンの中に移していた。

　だが、そんな姫乃は普段とは様子が違った。周りをキョロキョロ見渡したり、両手を重ね合わせたり、紫水晶の瞳を何度も時計に向けたりと落ち着きがないように──。

　こうなってしまっている理由はただ一つ。数日前、姫乃は恋人代行サービス、ファルファーレに予約をしていたからだ。

　今日の土曜日、一六時に。

　代行の予約は至って簡単だった。

　ファルファーレのホームページのトップから依頼受付のページに飛び、代行者の希望の年齢や容姿を指定する。もちろん会社にお任せにすることも可能である。あとはデート時間の希望、待ち合わせ場所を決め、こちらがデートに着ていく服を会社に伝え、先に仲介料を支払う。当日、待ち合わせ場所に着いたら会社に連絡。デートが終わったあと、一時間以内に再度連絡を入れ、代行者の印象や評価のアンケートが行われる。

　恋人代行サービス、ファルファーレの特徴は会社が依頼主に合った人材を派遣すること。通常の仲介料は一万円と高めだが『ご満足いただけなければ仲介料全額返金』なんて安心を大いに出した会社である。

　代行とはいえど初対面の相手と時間を過ごすことになるのだ。派遣に自信を持っているというのは姫乃にとっての大きな安心点ではあるが、デートまで残り三時間ほど。着々と時間が迫っているためソワソワしているのである。

「ねー、ひめのは一体どうしたの？」

「っ、なに」

　その時である。隣席に座る亜美が唐突に声をかけてくる。

「なに、じゃなくってさっきからどうしたの、ソワソワして。あ、もしかしてトイレ我慢してる？　講義終わってるし早くいってきなよ」

「お手洗いじゃない」

「じゃあどうしたの？　いつもと全然様子が違うじゃん」

「……亜美の勘違い」

「えー、絶対勘違いじゃないって。そのくらい見ればわかるし」

　姫乃がこの大学に入学して初めてできた友達、それが亜美である。

　そんな亜美の観察眼は人並み以上に優れていた。その能力があるからだろうか、寡黙な姫乃の感情を察知することができるほど。

「まあ体調方面で悪くなければいいんだけどね？　ここだけは正直に答えてほしいなー」

「体調は普通」

「ならよかった！」

　端的な物言いになにかしらあることは見抜かれている。それでも亜美は姫乃の体調を心配して声をかけてくれたのだ。その気遣いを無下にしないようにコクリと頷うなずいた。

「あっそうそう！　体調が悪くないなら聞いちゃおっと！　ひめのってこれから用事入ってたりする？」

「どうして」

「あのね！　イヨンの中にあるタピオカ屋さんに和わ栗くりのスムージーが出たらしいんだよ!!　この時期限定らしくて、これはもう飲みにいくしかないって思うわけ！」

「……っ!?」

　亜美の言葉を聞いたとたん、狼ろう狽ばいを顔に漂わせた姫乃。紫のまあるい瞳を見開いてまばたきを数回繰り返す。

「え？　どうしたの、その反応。今日ホントにおかしくない？」

「おかしくない。平気」

「じゃあ今日の予定はどんな感じ？　予定ない？」

「……ある」

「あ、あるんかいッ！　マジかー。くそぉ……あるのかぁ！　ならもう別の友達を誘うしかないかぁ……」

　ガーンという擬態語が聞こえてくるくらいに肩を落とす亜美だったが、すぐ別の思考に変えた。

『今日絶対に和栗のスムージーを飲むんだ！』なんて強い意志が伝わってくるほどである。

「……亜美はいくの？　今日」

「いやぁ、ずっと気になってたし今日はお出かけ日和の土曜日だし！　ウチの大好きな和栗スムージーにタピオカまでトッピングできるってなったら、もういくしかないよね！」

「亜美、タピオカは太る」

「運動するから平気平気！」

「タピオカはとんこつラーメンのカロリーと一緒。太る」

「珍しく饒じよう舌ぜつだねぇ。え？　もしかしてウチがその店にいくとマズいことでもあるのかね？　うーん、その店ってよりもイヨンに、かな？」

「そ、それは……別にない」

　ぼそりと呟く姫乃は、頬まで伸びた銀髪の触角を人差し指で巻きながら視線を逸そらしていた。なんともわかりやすい反応である。

「ふーん、あるんだ。不都合なこと」

「……ない」

　勘の鋭い亜美でなくてもこればかりは簡単に気づくことができるだろう。だがしかし、この件は絶対に内緒にすると決めている姫乃なのだ。彼氏が要らないと言い続けていた姫乃は今日、そのイヨンでデートをする予定なのだから。

「へぇ、その不都合なこととは一体なんですかねぇ」

「なんでもない」

「なるほどなるほど。教えられないって感じかぁ～」

「…………」

　立場が悪くなった時に有効な技、黙秘を使用する姫乃。これ以上の情報を与えないように立ち回ったのだ。

「あのさー、もしかしてだけど、今日イヨンにいけばひめのと会えたりする？　ひめのってゴスロリファッションだからすぐに見つける自信あるんだけど」

「あ、会えない」

「じゃあウチがイヨンにいってもダメじゃないよね？」

「だめとは言ってない」

「それはそうだけどさー、『イヨンには絶対くるなー!!』みたいな雰囲気出してるんだもん」

「……そ、そんなことは、ない」

　口では否定するも『なんで今日なの……』と不満を言いたい姫乃だった。

　もしデート現場を見られたら、なにを言われてしまうのか想像するまでもない。彼氏だと誤解されるか、はたまた代行を利用しているとバレるか、どちらにしても由ゆ々ゆしき事態に陥ってしまうのだから。

「まあいろいろとショックだなー。ひめのはウチよりもそっちの友達を優先してるってことだしー」

「先に予定してた。優先はそっちになる」

「そっかそっか！　確かにそれなら仕方がないっか！」

「ん」

　そうして亜美に納得させるも姫乃の不安は拭い去れない。恋人代行会社、ファルファーレにはデート先も当日の服装も伝えてしまっている。

　いまさら変更するなどという連絡ができるはずもなく、デート自体が未経験な姫乃は大型商業施設、イヨン以外のデート先に心当たりはなかった。亜美と会わないようにと願う他なかったのだ。
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　時刻は一五時五一分。代行の依頼時間まで残り一〇分を切っていた。

　龍りよう馬まは白シャツのインナーに革ジャンを羽織り、黒のスキニージーンズに白のスニーカー、主張の激しくない紺のマフラーを巻いて、緊張の面持ちのまま歩みを進めていた。

　カヤのアドバイスはしっかりと聞き入れ、白色を採用して清潔感のあるファッションを意識した龍馬だ。

　今回の集合場所はランニング場所としても有名な東公園の噴水前。

　会社からは一六時ぴったりに到着するようにとの指示を受けているだけでなく、依頼主の情報も伝達されている。

　名前は柏かしわ木ぎ姫乃。年齢は一九。身長は一四七センチ。銀の髪色に黒を基調としたワンピース、リボンのカチューシャを着用していると。

　龍馬が一番に驚いたことは依頼主の年齢が一九歳であったこと。二十代から三十代を相手にするだろうとばかり思っていたので、会社からのメールを数十回と見返したほど。ようやく状況を理解すれば『ませてそう……』なんて失礼な感想を抱いてしまっていたが、代行目前になればその件すら頭の中には入ってこない。いや、その件を考えられるほどの余裕はなかったのだ。

「……」

　表情が硬くなるのがわかるもカヤから受けたアドバイスを脳裏で反復させながら東公園に入っていく。

　ここから噴水前までは一〇〇メートルほど。待ち合わせ場所に到着するまでの間にスマホを内カメラにして容姿に乱れがないか最終確認をする。

「よし……」

　大学時の容姿とは違い、コンタクトを通した視界の中でワックスとスプレーでセットした髪に乱れは見られなかった。そうして噴水前に到着した時刻が一五時五四分。

　予定よりも少し前に着いた龍馬は遠目から一人の女の子を視界に入れていた。

　その女の子は噴水前のベンチにポツンと座り、黒のワンピース姿でスマホをいじっていた。情報通りの服装で銀髪の頭には黒のリボンカチューシャがつけられ白のストッキングを穿はいている。会社からの情報通りあの女の子こそ依頼主の柏木姫乃である。

　女の子を全開に出した服装。そんな姫乃の横顔を見た瞬間に龍馬は感じた。──初めての代行にして大当たりを引いたと。

　顔は幼いが色素の薄い白の肌。細い眉にかかった長さでぱっつんに切った銀髪。長いまつ毛に紫色の大きな瞳。端整な顔立ちからは彼氏がいないという方が信じられないほど。

『レベルが違う』と即判断してしまう相手に生唾を飲み込む龍馬。心臓は破裂しそうなほどに激しく鼓動し息苦しさを感じる。

　差を感じれば感じるだけ『役得だ』なんて言葉も『嬉うれしい』だなんて感情も湧き上がらない。

『こんな女の子とデートって立場悪すぎる……』『むしろ罰ゲームだよこれ……』と思ってしまうのが不思議なところだろう。

　立ち尽くすほどの不安に包まれる龍馬は今すぐにでも現実逃避をしたくなる。打ちひしがれるように目元に手を当てたその矢先──タンッ。

「ん？」

　なにかが地面に落ちたようなそんな軽い音が龍馬の耳に届いたのだ。無意識に音の根源に目を向ければ、原因をすぐに見つけた。

　依頼主、姫乃が両手に持っていたスマホを落としたのだと。

　なにごともなくスマホを拾い上げた姫乃だが、そこからは様子は打って変わっていた。

「え……」

　小さな肩を縮こませると首をキョロキョロと動かしたり、モジモジと体を動かしたり、両手で頬ほおを触ったりしている。

　集合時間である一六時に近づけば近づくだけ挙動のおかしさが増しているのだ。

「ぷっ」

　こうして吹き出してしまうのは大変失礼だが、緊張が取れたからこそ笑うという感情が前に出る。

　態度に出るほど相手も強く緊張している。それがわかっただけで肩の重荷が取れた気分だったのだ。

「そろそろ……か」

　大きく息を吸いこみ、吐く。深呼吸をすること三回。腕時計が示す時刻は予約された一六時になる。

「よし、いくよ」

　独り言で気合いを入れ、今着いたことを装うようにして噴水前のベンチ、姫乃の下もとに近づいていく。

　距離が縮まったところで小さく咳せき払ばらい。その後、親しみやすさを感じ取ってもらえるように明るさを意識して声をかけた。

「すみません。柏木姫乃さん……で合っていますでしょうか？」

「っ!!」

　スマホをいじっていた姫乃はいきなり声をかけられたことで肩をビクつかせた。透き通った紫色の瞳を見開いて龍馬に視線を送ってくる。

　近くで見れば見るだけ見み惚ほれてしまいそうなほどに整った小顔。庇ひ護ご欲よくが湧き出るくらいの可か愛わいらしさがある。

「あ、は、はい。……姫乃、です。あなたが……シバさん？」

　ボソボソと小さな声だが、澄みきった綺き麗れいな声色がスッと耳に入ってくる。

「はい、初めまして。私、斯し波ば龍馬と申します。この度は代行をご利用いただきありがとうございます。よろしくお願いいたします」

「ん、よ、よろしく……おねがいします」

　チョコレート色のぺたんこ靴を地面につけて姫乃はゆっくり立ち上がる。二人の身長差は二〇センチ以上あるだろう。見上げるような形になってしまう分、自然と上目遣いになる姫乃である。

「それで……えっと、まずは口調を変えた方がよろしいですよね？　このままでは姫乃さんが接しにくいと存じまして」

「ん。口調、崩してほしい」

「で、では…………う、うん。こんな感じでいいかな？」

　これは恋人の代行。距離を感じるからと堅苦しい口調を嫌がる依頼主は多く、代行者側から先にこの件を促すのが暗黙のルールとなっている。
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　初対面の相手にフランクな口調を使うのはなかなかに勇気のいることだが、仕事として割り切らなければならない。龍馬は口角を意識的に上げ、なんとか自然な笑みを浮かべる。慣れないことばかりで神経をすり減らしていることに変わりないが、このバイトを成功させたあかつきには報酬として大金をもらうことができる。龍馬が意地になるのは当然。

「……すごい」

「え？」

「距離縮めるの、すごいと思った」

「あ、あはは。それはどうも。不快だったらいつでも教えてね。要望にはできるだけ応えるから」

「ん、大丈夫。……それがいい」

「ありがとう。それじゃあこのままでいかせてもらうね」

　寡黙で表情もあまり変えない。そんな独特な個性を持つ姫乃だが少ない言葉で気持ちを伝えてくれる。扱いにくいとは感じない龍馬である。

「えっと、それで……姫乃さん」

　そんな龍馬が今日の行き先を聞こうとした最中、最初の壁にぶち当たることになる。

「……姫乃のことは姫乃って呼んで」

「ん!?」

　突如として難易度の高い要求をしてくる姫乃だが、おかしなことはなにも言っていない。恋人の雰囲気を感じられるよう呼び捨ては当然のように行われるのだから。

「どうしたの？」

「あぁ、ごめん。なんでもない、なんでもない」

「なら、姫乃って呼んで」

　今一番にしてほしくない追撃。それでもお金をもらうためにはこちらが合わせるしかない。

　姫乃のまるっこい瞳を見る龍馬は勇気を振り絞って口を開いた。

「ひ、姫乃。……でいいかな？」

「ん……。姫乃はシバって呼ぶ」

「あ、あれ？　俺のことは名前呼びじゃないんだ？」

「……」

「ど、どうかしたの？」

　その疑問に対し無言になった姫乃に冷たい汗をかく龍馬。なにか気に障ることを言ってしまったのではないかと不安になるが、それは杞き憂ゆうだった。

「名前で呼ぶの、姫乃は恥ずかしい……から」

「そ、そっか。それなら仕方がないね」

「だからシバだけ、呼んで」

「わかった。じゃあそうするよ」

　視線を外して顔をほんのり赤らめる姫乃に快諾する龍馬だが、内心は少し荒れていた。

『俺も恥ずかしいんだよ!?　ずるいよ！』と。しかし姫乃は今回の依頼主、文句を言う権限はこちらにない。

「今日は、イヨンにいく」

「イヨンっていうとバイキングが目の前にあるところだよね？」

「そう」

「了解。それじゃあ時間ももったいないし、そろそろいこっか」

「ん、いこ」

　代行には慣れている風に接した方が姫乃も安心するだろうと個人的見解を持つ龍馬は、どうにかこうにかリードをして話を進められていた。

　安あん堵どの思いを心に浮かべながら姫乃と共に歩き出そうとしたその時、またしても要望が出されることになる。

「シバ……はい」

　唐突に姫乃が名を呼び──龍馬が首を動かせば目に入れるのだ。差し出された雪色の小指を。

「小指……？」

「いきなり手を繋つなぐの恥ずかしい……から、まずは小指を繋ぐ」

「あ、会っていきなりだけど姫乃は大丈夫？」

　こうして確認してしまうあたり龍馬は不慣れさを大いに出したも同然。慣れた代行者なら一つ返事で小指を握っていることだろう。しかし、姫乃は今回の利用が初めてなのだ。このような確認は当たり前にされることだと解釈したからこそ龍馬が代行に慣れていないとは気づかない。

「だ、大丈夫」

　そして自ら要求したことでも確認をされたら羞恥に襲われる。特に姫乃は今までに彼氏を作った経験もないのだから。

　耳まで真っ赤にしてぎこちない声を出しながら顔を伏せるも小指をひっこめたりはしない。

　恋人という体験を満喫するためには当然の行動。依頼者として今日はどうしても手を繋ぎたい姫乃だったのだ。

「そ、そっか。そう言ってくれると嬉しいよ。じゃあ繋ぐね？」

「……ん」

　そのセリフを最後に龍馬は差し出された小指を優しく握った。姫乃の指はしっとりと柔らかい感触。この気温のせいか、ひんやりと冷えてもいた。

「ぁぅ……、あ、ありがとう……」

「いやいや、お礼をいう必要はないよ。それじゃこのままイヨンに向かおっか」

「いこ……」

　手を繋いですぐのこと、姫乃が固くなったことを見抜いた龍馬はリードするように動いた。すぐにその思考に切り替えられたのは代行者として合格だろう。仕事のスイッチを早速入れた龍馬はカヤのアドバイスをどこで活いかそうか考えていた。
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　男の人と手を繋いだの、いつぶりだろう……。多分、小学校の遠足以来だと思う。

　心臓の音、シバに聞こえてないかな。姫乃から手を繋ごうって言ったけど、すごく緊張してる……。こんなになるくらいならって後悔してる……。でも、気まずいことはなにもなかった。シバがすごくリードしてくれるから。

「姫乃の好きな食べ物はなにかある？」

「……好きなのは甘いの全部」

「じゃあパンケーキとか好きなんだ？」

「ん、パンケーキはふわふわしてるのが好き」

「あー、テレビとかでよく紹介されてるやつだよね」

「そう。あれとってもおいしい」

　シバはとても頼もしい。姫乃がしゃべるのは苦手ってすぐにわかったんだと思う。だからたくさん話題を出してくれて、姫乃が緊張しないようにしてくれてる。

　初めて会った人なのに気まずくないのはおかしい。だから、シバは本当にすごい……。

「じゃあ逆に嫌いな食べ物はなにかある？」

「嫌いなのはしいたけ」

「しいたけ!?　えー、それはもったいないなぁ」

「シバはしいたけ好き？」

「それはもう大好き。ちょっと食い意地の張る話になるんだけど、すき焼きの中に入ってたら一番先に箸を伸ばすくらいだよ」

「バッテンになってるしいたけ？」

「そうそう、飾り包丁入れられたやつ。しいたけを食べるなら丸々一個ある方が嬉しいかな」

「……」

「え、なにその無言!?　なんかありえないって顔してない!?」

「ううん、してない」

「本当かなぁ。なんかバケモノを見たような顔をしてた気がするけど」

「それは……したかも」

「ちょ、ちょっと!?　もー、最初からからかってくるなんて」

「ふふ」

「笑うところじゃないからね!?」

　失礼なこと言ってみたけどやっぱり怒らなかった。優しく返して盛り上げてくれた。

　代行者さんってみんなこうなのかな……。でも、みんながみんなこうじゃないとは思う。姫乃がただ当たりの代行者さんを引いただけだと思う。

「シバ」

「ん、どうしたの」

「シバは学生さん？」

　いきなりの質問で変だけど、ちょっと聞きたかった。学生さんなら姫乃と共通の話題になるから。

「正解。これでも大学二年。姫乃は十代って会社から聞いてるんだけど……姫乃も学生？」

「ん、姫乃は大学一年生」

「おっ！　やっぱり高校と比べたらいろいろ大変でしょ？　大学って」

「ん、課題がいっぱい。講義も長い。単位も厳しい」

　姫乃は学生だけど仕事をしてる。その仕事には締め切りがあって絶対に守らないといけないからとても大変。大学の試験がかぶっていたりする時は睡眠時間がなくなるくらい。

「いやぁ、その気持ちわかるよ。二年になってもその大変さって慣れないから」

「ほんと？」

「大学にもよるとは思うんだけど、学年を重ねるごとに必須科目も増えるからどんどん課題も増えるって感じなんだよね」

「聞きたくなかった」

「はははっ、それはごめんね。でもこれはさっき俺のことをバケモノのように見た仕返し」

　してやったりの顔をしてるシバ。すぐにいじわるされたけど、ちゃんと考えてくれてる。いじわるで姫乃の手を離したりはしなかったから。

　もう一回指を繋ごうって言う勇気は出ないから、このままにしてくれて嬉しかった。

「まぁでも、姫乃が課題とかの心配する必要はあんまりないと思うけどね。俺がなんとかついていけてるくらいだし姫乃だって大丈夫」

「そうだと、いいな」

「まだ出会って間もないからあれだけど、姫乃って一生懸命な性格だと思うんだよね。すぐに投げ出さないっていうか芯が強いっていうか。だから平気平気」

「……な、なんでわかる？」

　心当たりはいっぱいある。だからビックリした。

「超能力って言ったらどうする？」

「シバの小指、痛くする」

「[image: え゛]!?　ご、ごめん！　そんなに気に入らなかった!?」

「いじわるしたお返し」

「なっ、え、ちょ……。はぁ、やられた。これはやられた」

「ふふ、シバちょろい」

「あーあ、年上にそんなこと言っちゃうんだ」

「シバは年上だけど……彼氏だからいう」

　今、姫乃は羨ましかったことが少しずつできてる。手を繋げたこともそう。でも、彼氏って言ったのは言いすぎたかも。すごく恥ずかしくなってくる……。

「それじゃあ姫乃の彼氏として俺から一つ言わせてくれる？」

「なに？」

「姫乃の服、とっても似合ってるよ」
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「……っ!?」

「伝えるのが遅れてごめんね。最初から思ってたことなんだけど、タイミングがなかなか掴つかめなくて」

「へ、平気……。ありがとう……」

　シバがこんな風に直接褒めてくれるなんて思わなかった……。それに今まで男の人に褒められたことはなかったからすごく嬉しかった。すごく顔が熱くなった。

「あれ、もしかして姫乃照れてる？」

「っ、照れてなんかない」

「じゃあこっちに顔向け──」

「──ない」

　シバの言葉に姫乃は声を被かぶせた。

　もしかして姫乃が言われたいことわかってて、ここまで焦じらしてた？

　代行者さんだから、デートの経験がない姫乃の心を読むことは簡単だと思う……から。

　姫乃、ずっとドキドキしてるのに、シバに余裕があるのはずるい。

　もう撤回。シバは全然ちょろくない。姫乃と一つしか変わらないのに経験値が違う。これが代行者さんの力だってわかる。

　でもこれ以上は手玉に取られないようにする。やられっぱなしは恥ずかしいから。

　そんなことに気をつけて二〇分。

「よしっと……最初はどこにいこうか？」

　イヨンに着いてシバが聞いてくる。こんなに人がいるのに手を繋いだまま。全然嫌じゃないけど、すごく注目集めてる……。たくさん見られてるのに、シバは堂々としてる。ありえない。バケモノ……。

「え、えと……まずタピオカ屋さんにいく」

「お！　了解」

　本当はタピオカを買うのは最後だったけど姫乃は予定を変えた。

　それはシバと会う前、『和わ栗くりスムージー美味しかっダァッッ！』このメールが亜あ美みから送られたから。だから最初にタピオカ屋さんで時間を使ったらデートを見られる可能性は下がると思った。

　亜美は友達とイヨンにきてるはずだからバレないように工夫する。

「タピオカ屋っていうとあの一階の隅っこにある店だよね？」

「そう。今は和栗のスムージーが出たらしい。この時期限定の」

「じゃあ今日はそれを飲みにきたんだ？」

「ううん、姫乃が飲むのは黒糖ミルクタピオカ」

「おぉ……あくまで限定には左右されないと」

「ん」

　これが姫乃が一番好きな飲み物。和栗よりも甘い黒糖が好き。

「買ったあとは近くの椅子に座って、休憩しながらおしゃべりする」

「いいね！」

　シバは姫乃以外にたくさんの女の人とデートをしていると思う。こんなにリードしてくれるからシバは人気の代行者さんに違いない。

　それなのに姫乃は初めてのデート。男の人にも慣れてない姫乃だから、こんなデートはあんまり楽しくないと思う。

『いいね』って言ってくれたけど、代行者さんだからその気持ちを偽ることは難しくない……。

　どうせならシバにも楽しんでほしいけど、姫乃には経験値が足りないから我慢してもらう。

　その代わり、おいしいタピオカ屋さんのタピオカを姫乃はご馳ち走そうすることにする。




「ありがとうね、姫乃。和栗のスムージー奢おごってもらって」

「平気。それよりもシバはだめなことしたの反省して。お金を出さないのはルール」

「あ、あはは……。ごめんね、つい反射的にやっちゃって……」

「気持ちは嬉しかった。でも次は我慢する。いい？」

「ごめんね。反省してるよ」

　ドリンクを買ったあと、側にある椅子に座って休憩をしながらお話しする。

　最初、ビックリした。お会計の時、シバが代行のルールを無視してお金を払おうとしたから。気づいたから止めたけど、姫乃がなにも言わなかったら本当に払ってたと思う。ルールは守らないとだから厳しくしないとだめ。でも、その気持ちは嬉しかった。

「ん、わかったらいい。じゃあ一緒に飲もう？」

「あははっ、そうだね。ありがたくいただきます」

　手を合わせたシバは和栗のスムージーを飲んだ。

「シバ、おいしい？」

「ん……！　美味しいっ！」

「ふふ、よかった」

　ここのタピオカ屋さんは美味しいお店で有名。シバみたいに目を大きくして喜ぶ人も多い。姫乃も手を合わせてシバに続くように飲む。

「ん、おいしい……」

　濃い牛乳に黒糖シロップが混ざってる。大きくてもちもちしてるタピオカ。一日に一回は飲みたくなるくらい本当に美味しい……。

　口を動かしてゆっくり味わう。

「ふっ」

　タピオカを噛かんでるといきなりシバが笑った。よく見ればどこか嬉しそう。

「……姫乃の顔、なにかついてる？」

「あっ、ごめん。姫乃はそんな顔もするんだって思って」

「そんな、顔？」

「好物を口にしてるんだなぁっていうか、幸せそうな顔してるから俺もそうさせられるようにしたいなって思って」

「～～っ！」

　こんなこと平気で言ってくる。本当におかしい。わざとドキドキさせてくるみたいでずるい……。

「見ないで」

　真顔で言う。

「デートだからいいでしょ？」

「だめ。命令」

「命令!?　そ、それは……従うしかない……のかなぁ？」

　デートに慣れてない姫乃だからこうして命令する。

　シバがこんなこと言われたのは初めてなんだと思う。すごく困惑した顔してるから。

「からかわないなら、見てもいい」

「別にからかったつもりはないよ？　ただ素直にそう思っただけで」

「なら見ちゃだめ」

「わ、わかった！　もうさっきのことは言わない！　これでいい？」

「ん、いい」

　いっぱい褒めてくれたり、気持ちを教えてくれるのはすごく嬉しい。でも、シバみたいには慣れてないから少しずつしてほしいくらい。

「シバ」

　だから今度は姫乃から話しかけてみる。あんまり攻められないように。

「シバが初めて。この服見て驚かなかったり、褒めてくれたの」

　ずっと思ってたことだから、すぐ声に出せた。

　姫乃は可か愛わいい服が好き。だからお家にもたくさんあって私服でも着てる。でも、他の人と比べて浮いているのはわかってるつもり……。だからお礼を言いたかった。シバはそんなことを気にしないで姫乃とデートをしてくれてるから。嫌な顔しないで隣を歩いてくれてるから。

　恋人代行を依頼してるから当たり前のことかもしれないけど、姫乃は最初不安だった。好きな服を着てもいいのかなって。今まで『もっと普通の服を着ろ』とか『正直、隣を歩きたくない』とか言う友達も多かったから。

「いやぁ、本音を言わせてもらうと最初は驚いたよ？　ゴシック系？　の可愛いファッションをする友達はいないからね」

「ほんと？」

　意外だった。最初に会った時、シバは驚いてなかった気がしたから。

「うん、驚きはしたんだけど姫乃のファッションが似合ってたから顔には出なかったんだと思う。気持ちが強い方が前に出るものだから」

「……ん、あ、ありがとう」

　変な空気。思わず間を空けて返事してしまう。

　また褒められた……。絶対、シバは狙ってる。姫乃が嬉しくなることわかってるんだと思う。心がすごく軽くなる。すぐにニヤけそうになる。

「……ぁ」

　でも、こんな時に余計なことを思い出してしまった。シバが優秀な代行者さんだったからすっかり呑のまれてた。初めてのデートで浮かれてた。

　シバはデートをするのが仕事。姫乃を気分良くさせるのが仕事。そんな仕事だから姫乃を褒めているんだって。狙って喜ばせようとしてるんだって。

　シバは代行者さんとして当たり前のことしてる……けど、姫乃の好きなことを、趣味をこんな理由で褒めてほしくはなかった。褒めるなら本心で褒めてほしかった。

　そうわかったら、すぐに落ちこむ。

　でも、早く切り替えないとだめ。これだと全部自分勝手だから……。

　気持ちを隠すために姫乃はタピオカを飲む。

「あっ、誤解のないように言わせてもらうけど、俺って器用な人間じゃないから、仕事だからとかそんな理由で褒めたりしないからね。ちゃんとそう思って褒めてるから」

「っ！　こほっこほっ」

「えっ!?　だ、大丈夫!?」

「こほこほっ。ん、大丈夫……こほっ」

　むせて咳せきが出る。こんなこと言われるとは思わなかった。タピオカ飲んだタイミングでそれはいじわるだよ……。

「ごめんね、飲んだタイミングで話しかけちゃって。もう少し気をつけるべきだったよ」

「ん……」

　シバはバケモノ？　本当にそう思う。ありえないことだけど人の心が読めるんじゃないかって。姫乃は顔に出してないはずなのに、すぐに言葉を増やしたから。

「それで話を戻すんだけど、なんていうか俺は姫乃が羨ましいと思うよ」

「羨ましい？」

　シバは頬ほお杖づえをついて見てくる。

　姫乃からしたら、シバの方が羨ましい。明るくて、話すことも得意で、お友達もいっぱいいそうで。

　そんなシバが姫乃に羨むところがあるだなんて思えない。

「いやだって姫乃って趣味を表に出せてるでしょ？　今で言ったらその可愛い服装になるけど」

「ん」

「俺は姫乃と真逆だからさ。趣味があってもそれを前に出す勇気はないし、好きなことも正直見つけられてなくってね」

「そう？」

「うん。だから趣味を見つけられて表に出してる姫乃の生き方は羨ましいし格かつ好こいいよ。俺もいつかはそうなれるようにって思ってるくらいだから」

「……」

「もうここまできたら包み隠さずにいうんだけど、姫乃のファッションはちょっと特殊な部類には入ってるから気分が悪くなることも言われたりしてると思うんだよね……？　もしくはこれから先に言われたりするかもしれないけど姫乃にはそんな言葉は無視してほしいな。『どんな趣味でも素晴らしくないものはない』って名言が拡散されてたけど本当にその通りだと思うから」

「…………」

　返事をしなきゃいけない。なにか反応をしなきゃいけない。それはわかってるけど唇を強く結んでた。口を開きたくなかった。だって、口を動かしたら変な顔になるから。顔が緩むから……。

　姫乃は反応できなかったから無言になる。

「あ、あはは……ごめん！　ちょっと熱が入っちゃった。恥ずかしい恥ずかしい。ちょっとお手洗いにいってくるよ」

「…………ま、待ってる。そのまま逃げたりしないで」

「そ、それはもちろん。すぐに戻ってくるよ」

　貴重品のお財布をテーブルに置いたシバは頭を掻かいて本当に恥ずかしそうにしてる。苦笑いを見せてお手洗いに歩いていった。

　姫乃はここで一人になる。心を落ち着けるためにタピオカミルクを飲もうとする。でも、口に力が入らなくてうまく飲めなかった。

「……シバは姫乃を信頼しすぎ……」

　また帰ってくるって示すためにシバは財布を置いていったと思う。でも荷物は置いてあるから貴重品は持っていくべき。姫乃がお金を取る可能性だってあるのに。

「でも、今はそれどころじゃ……」

　我慢の限界。周りの目があるのに口角が上がる。一人で笑っちゃう。早く戻さないと。反則なことばかりするシバが戻ってくる前に……。姫乃は冷たい容器を両手で持って真顔を作った。

　でも、姫乃の顔はすぐに変わる。

　逃げたいくらいに嫌な光景を見たから……。

「おっ、あぁああー!!　ひめのいるじゃーんっ！　ウチだよぉおお！」

「えっ、おー！　姫乃っちだぁああー！」

「……」

　声が出なかった。正面から姫乃の親友、亜美と風ふう子こが手を振りながら近づいてきてたから……。
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　龍馬がトイレから戻れば目の前には騒がしい光景が広がっていた。

「ち、違う……から」

「ええー？　これのどこが違うのかなぁ！　男物の荷物あるしぃ！」

「姫乃っちやるーっ！　デートだデート！」

「だ、だから……」

　依頼主である姫乃を二人の女子が囲んでいたのだ。なにやらちょっかいをかけて盛り上がっている様子で友達との予想が簡単にできるほど親しそうだ。

　こればかりは予想もしてなかった展開。

　見るからに明るそうな性格の姫乃の友達。このままあの席に戻ればたくさんの質問を受けることだろう。一難去るまで身を隠したい龍馬だが長いトイレは印象良く映らないだろう。二人に挨拶をする以外に龍馬には選択肢が残されていなかった。

　勇気を振り絞りながら歩みを進めた矢先、

「あっ……」

　偶然に目が合い、姫乃は目を丸くして固まった。その一方、龍馬は手を左右に振る。

　こんなあからさまな対応をすれば友達には一発でバレる、デート相手が戻ってきたと。

「えっ!?　姫乃のデート相手ってアレ!?　普通にヤバくない!?」

「イケメンだね。ガチの、うん」

　そんな会話がされていることは声量と距離の関係で聞こえない。会話するに適した距離に近づいた龍馬は、遠慮気味に自己紹介を兼ねた声かけをする。

「ど、どうも初めまして。龍馬といいます。二人は姫乃のお友達ですかね？」

「初めまして！　ウチは亜美です。実はこの三人同じ大学に通ってまして！」

「あたしは風子でーす！　あの、早速聞いちゃうんですけど姫乃っちとデート中なんですか!?」

　間を置くことなくスタタッと龍馬の前まで接近し、興味津々に見つめてくるのは風子である。初対面にもかかわらずよくこうもグイグイこられるものだ。

　予想外の詰め方に気が動転してしまう龍馬だが、唇を強く噛んで立ち回るプランを冷静に思い描く。偽の恋人だとバレるわけにはいかない事態がやってきているのだ。

　おどおどしてしまえば姫乃を不安にさせかねない。そうなれば頼りなさも覚えさせることだろう。それはつまり代行の満足度を下げ、リピーターになってもらうチャンスを潰すことになる。ここは意地でも上手うまく切り抜けなければならないところだ。

「あ、姫乃って今日のこと内緒にしてたんだ。てっきり話してるって思ってたよ」

「っ!?」

　誤ご魔ま化かそうとの意図を持った促しだが、姫乃にとってはキラーパスを受けたようなものである。なんといっても『彼氏に興味ない』と訴え続けた相手と対面しているわけでもあるのだから。

「じゃあやっぱりデートなんですね!?」

「あ、亜美……うるさい」

「あららぁ、姫乃っちってば照れちゃってかわいー！」

「ぅ……」

　一つ言い返せば左右からからかいのパンチを浴びせられ、姫乃は顔を赤らめながら黙ってしまう。正しく一瞬のＫＯというところだろう。

　女の子っぽい可愛い反応だが、今この状況において頼りになるとはいえない。龍馬一人で切り抜けるしかないのだ。龍馬は試験同様に頭をフル回転させながら言葉を繋いでいく。

「いやぁ、まさかこんなところを姫乃のお友達に見られるなんてね……。お願いになるんだけどこの件は内緒にしててくれないかな？」

　先ほどから口を閉じ、下を向いている姫乃の気持ちを汲くみ取とる龍馬は人さし指を口に近づけてジェスチャーをする。

　正直な気持ち、龍馬だってデートをしているところをバレたくはなかったのだ。

　真の恋人であるなら言いふらされても特に問題はないが、これはお金が絡んだデート。この話題を広められるのはお互いに不利益なのだ。

「それはもちろんです！　だけど……ははぁ、なるほどねーひめの。彼氏がいらないとか言ってた理由ってりょうまさんって彼氏がいたからなんだねぇ？　いろいろと納得がいったよ」

「う……うるさい」

　点と点が繋がったようにニヤニヤと姫乃をいじり倒している亜美。見ているだけでも物もの凄すごく楽しんでいる様子が窺うかがえる。

　姫乃がさらにいじられる結果になったが、バレないためには仕方のないこと。

　とりあえず誤魔化すことができたと安堵の息を吐こうとする龍馬だが──まだそれは早かった。もう一人、風子という伏兵が潜んでいたのだから。

「あの、龍馬さーん！　姫乃っちとはどこで知り合ったんですか!?　ちょっとそこが気になってまして！」

「えっ!?　どこで出会ったって……？」

「そうです！」

　質問内容も龍馬にとって悩ませるもの。無意識に攻められている龍馬だがなんとか躱かわすことに成功する。

「んー、本当は教えたいところなんだけど姫乃と秘密にしてることだから」

　秘密にすることに疑問を持つだろうが、違和感ない出会い先を思い浮かべられるほど龍馬は器用ではない。打ち合わせもしていない分、嘘うそをつけば墓穴を掘る可能性が高いだろう。この場合、情報を閉じることが一番正しい選択なのだ。

「秘密……ですかぁ。それなら仕方がないですね……！　あっ、すみません！　龍馬さんにもう一つ！」

「う、うん？」

「正直、タイプです！」

「ッ!?　え、え……？　お、俺……？」

「はい！」

「……あははっ、それはありがとうね」

　姫乃の嫉妬を煽あおりたいのだろうか、風子は龍馬にニンマリ顔を向けていた。冗談だとわかっていてもこのようなアタックにはドキッとしてしまう。

「もー、言っていい冗談と悪い冗談があるって。りょうまさんは真面目に相手しなくていいですよー。ふーこにも彼氏がいるので」

「この際にダブル二股なんていかがでしょーか!?」

「バカなこと言ってないでさぁ……。りょうまさんもなにか言ってあげてください」

　良いバランスが取れてるのか、亜美がクッションになり助け舟を出してくれる。この対応は龍馬にとってありがたい限りである。

「えっと、つまらない返しになっちゃうんだけど、俺には姫乃がいるからごめんね……？」

「それはつまり龍馬さんは姫乃っちのこと好きってことですね!?」

「もちろんお付き合いさせてもらってるから」

「じゃあ姫乃っちのことが……」

「う、うん。大好きだよ」

「シバ……っ！」

　姫乃の友達に会わなければ絶対に言わなかっただろうセリフ。

　心構えをしていなかっただけに噛んでしまう龍馬だが、その印象を上書きするほどに動揺する姫乃。この反応のおかげで〝付き合っている〟ことに信しん憑ぴよう性せいが増す。

「よかったねぇひめの。ふーこのおかげで気持ち聞けたじゃん」

「ねー！　姫乃っちのことが大好きだってー！」

「っっ～……」

　雪のように白い肌を持っている姫乃は真っ赤に頬を染めながら華きや奢しやな体を震わせる。そんなあからさまな照れに伝染気味の龍馬。

「も、もう。タピオカ買いにきたならもういって。そのまま帰ってっ！」

　からかいすぎた結果がこれ。姫乃は羞恥を露にしながら思いを述べた。普段からここまで強い反応をすることはないのか、予想外というようにまばたきを何度も繰り返す亜美と風子である。

「そ、それもそうだね……。もう随分とデートのお邪魔しちゃったし……。ふーこ、そろそろ退散しよ。彼氏持ちなら気持ちわかるでしょ？」

「わかります！」

「なら早くいく。帰って」

「いくけどぉ……じ、じゃあ今日のデートがどうだったか教えてね!?　楽しみにしてるからね、姫乃っち！」

「うるさい」

「ほら、ふーこはしつこい。早くいくよ」

「気を利かせてくれてありがとうね、亜美さん、風子さん。それじゃあまた」

「はいっ！　失礼しました！」

「バイバーイ！」

　姫乃の言葉が決め手となり、亜美と風子はタピオカ屋の列に並びにいった。

　この流れを見るに二人はタピオカを買いにきたところで姫乃を見つけたのだろう。運が悪いとしか言いようがない。

「な、なかなかクセのある友達だったね……。パワーがあるっていうか、とっても楽しい大学生活が送れそうで」

「ごめんなさい……。姫乃会うと思わなかった……」

「会っちゃったものは仕方がないよ。お友達も足を運ぶくらいに人気なんだね、このタピオカ屋って」

「亜美と風子、二回目」

「二回目……？」

「タピオカおかわりにきたらしい」

「お、おかわり!?　一杯だけでも結構お腹なかに溜たまるのに……それは凄いなぁ」

　人並み以上に食べる龍馬でもタピオカのおかわりをしようとは思わない。それほどに満腹感を得られる飲み物がタピオカなのだ。

「シバ、怒ってない……？　姫乃が迷惑かけたから……」

　責任を感じている姫乃はしゅんとしているが、こればかりは誰のせいとも言えないだろう。

「怒ってないから安心して。逆に姫乃は俺を怒ってない……？」

「な、なんで姫乃が怒る？」

「言いにくいんだけど、友達に恋人って誤解させちゃったから……。余裕がなかったからあんな誤魔化し方をしたんだけど、今思えば仲のいい友人でも十分通用したんじゃないかって思ってね……」

「シバの対応はなにも間違ってない。姫乃を守ってくれたの、すごく嬉しかった」

「そ、そう？　そう言ってもらえると助かるよ」

　今になってミスをしたと感じていた龍馬だが、今回は恋人という体ていでこの大型商業施設を訪れている。

　もしあの場で『友達です』なんて答えていたのなら恋人という体は一瞬で崩れただろう。難はあったが龍馬の対応に姫乃は不満を抱いてはいない。むしろ満足しているくらいだった。

「シバ、もう逃げよ。亜美と風子が……特に風子はまたちょっかい出してくる」

「あははっ、了解」

　タピオカ屋の列に並んでいる亜美と風子はどんどん注文口に近づいている。

　もしタピオカを買い終わったのなら、なにかしらの行動を取ってくると予想している姫乃なのだろう。

「ばかっ」

　そんな亜美と風子を牽けん制せいするように悪口を漏らす姫乃だが、隣にいる龍馬は怖いの『こ』の文字も感じない。むしろ可愛さが増すようで……対象の相手に聞こえるはずのない小声であった。そんな別れ言葉を残した姫乃の指示に従い、和栗スムージーを手に持った龍馬は早々と移動するのである。
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「シバ、手……繋ぐ」

　亜美と風子からの視線を切った瞬間である。ぼそっと伝える姫乃は上目遣いで手を差し出してきた。

　歩く時はこうすると姫乃の中でプランが決まっているのだろうか、この機会を窺っていたようなタイミングだった。

「あー、えっと、繋ぐのは全然嫌じゃないんだけど今は両手が塞がるから危ないかも。ほら、お互いにタピオカ持ってるし姫乃に怪け我がをさせちゃったら俺が責任を取れないから」

　手を繋げばお互いに自由に動かせる手はなくなる。もしもの時の対処ができなくなる。その危険性を伝える龍馬だが姫乃らしい言葉が返ってくる。

「姫乃はこけない。だからシバもこけないようにして」

「そ、その意識だけで大丈夫かなぁ」

「ん、平気。だから繋ご……？」

「わかったよ。姫乃を信じるからね？」

「ん」

　その返事を聞き、初めと同じように小指を出した龍馬だが──姫乃は細い首を左右に振った。

「シバ、違う。今度は、パーで繋ぐ……」

「あっ、普通の握り方？」

「そう」

　小指繋ぎから今度はスタンダードな繋ぎ方を要求する姫乃。小さな手をパーの形にしたまま華奢な手をさらに近づけてくる。こんなにもわかりやすく求めてくる姿はなんとも可愛らしい。

「じゃあ握るね、はい」

「……ん」

　要求通りに手を開いて、出された手を優しく握った龍馬である。手のサイズが大きく異なっているからか、意識せずとも包み込むような形で繋ぐことになる。子どものようなちっちゃい手はもちもちとしたマシュマロのような感触だった。

「これずっと思ってたんだけど、姫乃の手って小さいよね」

「ううん、シバの手が大きいだけ……。ばけもの」

「えっ!?　それを言ったら姫乃の手の小ささだってバケモノだよ？」

「そんなことない」

「そんなことあるって。ほら、こうできるくらいだし」

「ぁぅ……」

　包み込んだ手にぎゅっと力を込めれば、変な声を漏らす姫乃だ。

　友達バレをして以降、一番の危機を乗り越えたと言ってもいい龍馬は緊張もなにもかもが吹っ切れていた。それが今の余裕に繋がっているのだ。

「シバ、ぎゅって握るの禁止……。姫乃、しゃべれなくなる……」

「緊張してる？」

「普通の人は緊張する」

「な、なにその俺が普通じゃないみたいな言い方は……。そんな意地悪をいうならずっとこのまま繋いでおこうかなぁ」

「だめ」

「そんなに？」

「ん、命令」

「出た……」

　命令は忠実に守る龍馬だ。意地悪を止めるようにすぐに力を抜いて握り変える。正直に言えば龍馬はこんなことに慣れていない。さっきの一件を無事に乗り越えたその安心感がこの余裕に変わっているだけ。

「さて、それで次はどこにいく？」

「……」

「え？」

　返ってきたのはまさかの無言である。
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「シバ、やっぱりぎゅってしてもいい」

　それはつまり、喋らない口実を作りたいということ。

「もしかして次の場所は決まってなかった？」

「ん、考えてたプラン全部忘れた……の。さっきのことがあったから……」

「あー、なるほど。それじゃあ、ぶらぶら歩きながら気になったお店があれば覗のぞくって流れにしない？　お店たくさんあるから三つくらいは見つかるはずだから」

「いい？」

　こくりと首を縦に振る姫乃は言葉を繋げる。

「姫乃、また迷惑かけてる……から」

「姫乃は責任感が強いな。俺には迷惑なんてかかってないし、ぶらぶらするのもデートの楽しみ方の一つだから気にすることはないよ。気楽にいこ。気楽に」

「……気楽」

「うん。俺のことを気にしてくれるのは嬉しいけど、俺、姫乃とのデート本当に楽しんでるんだよ？」

「ぶらぶらしてるだけなのに？」

「これ聞くのは本当に恐ろしいんだけど、姫乃は今のデート楽しくない？」

　ここで肯定されたりしたのなら地獄の門が開かれるが、姫乃の様子を見るにそれはないとの予想ができている。

「ん、楽しい」

「あはは、ちょっと無理に言わせちゃったけど……ほら、お互いに楽しめてるからこうした形でいいと思うんだよね。俺たちは俺たちなりのデートを楽しもう？　それが一番だよ」

「わかった……。ありがとう、シバ」

「こちらこそ。まだ終わってないけど楽しいデートをありがとうね」

　お互いに礼を伝え、なんとも良い雰囲気に包まれる。

「今日、シバが彼氏でよかった……」

「っ!?　そ、そう言われるのは素直に嬉しいなぁ」

　その返事をした最中、『ぎゅって握るの禁止』と言った姫乃がぎゅっとその攻撃をしかけてきた。

　思いもしない攻撃に息が詰まる龍馬である。

「姫乃ね、今日が初めてのデートだったからすごく心配だった。でも、シバが優しいからすごく安心した」

「心配したのは俺も同じだって。それに俺よりも優しい人はいっぱいいるけどね……って、ん？」

　そこで引っかかったことが一つ。

「ひ、姫乃……？　今、姫乃って初めてのデートって言わなかった？」

「ん、そう。人生で初めて」

「さすがにそれは嘘でしょ？」

「ほんと」

「本当に本当？」

「ん」

「……」

「恥ずかしいからずっと黙ってた……」

　健けな気げな性格を抜きにしても、可愛い容姿で男を惹ひきつけられるだろう姫乃だ。そんな姫乃がデートをしたことがないと言うのはにわかに信じられなかった。

「ってことは今の俺って責任重大だね!?　とりあえず満足してもらえるようにするから！」

「姫乃は満足してる」

「そ、それならもっと満足してもらえるように頑張るよ。姫乃は俺にしてほしいこととかない？」

「ある」

「お！　それはなに？　俺にできることならなんでも協力するよ」

「姫乃の手……離してっていうまで、ずっと繋いでて……」

　淡白に、それでも強いお願いなのだろう、またぎゅっと力を入れてくる姫乃だった。

「そ、そのくらいならもちろん。他にはない？」

「ん、今のところは大丈夫」

「じゃあなにかしてほしいこととか見つかったら遠慮せずに教えてね。やり残しがないようにしたいから」

「わかった」

　そこからは手をずっと繋いだまま、人波に任せてぶらぶらと屋内を回っていく。すれ違う他のカップルに劣ることなく楽しく雑談を続けていたその時である。

「あ……」

　突然足を止めた姫乃はとある店に視線を送った。龍馬も促されるようにそちらを見れば──昔っぽい風情の駄菓子屋が凜りんとして立っていた。四畳ほどの広さの駄菓子屋には天井から下げたフックに引っ掛けられて販売されている商品や、商品や菓子などの入った箱やビンが見られる。店内には親子連れの客が三名ほどいた。

「駄菓子屋さん気になるの？」

「ん、甘いのありそう……。シバ、ちょっと見ていい？」

「もちろん。ゆっくり見ようか」

「ありがとう……」

「お礼を言われるようなことじゃないよ。正直、俺も気になってたから早くいこう？」

「んっ」

　無意識なのだろうが語尾を上げた姫乃だ。顔に変化はないが、瞳には大好物を目に入れたような輝きがあった。

　そうして駄菓子屋に寄った二人は、そこから書店、ペットショップ、雑貨屋と楽しくデートを続けるのであった。
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　時は過ぎ、一八時五五分。

「シバ、今日は楽しかった」

　代行終了まで残り五分を切っていた。日はすでに沈み、上弦の月が星々と共に浮かび上がっている。

　ここは最初の待ち合わせ場所だった東公園の噴水前。

　冷たい風に当たりながら姫乃と龍馬は恋人繋ぎをしたままベンチに座り、最後の時間を過ごしていた。

「シバも最後まで楽しかった？」

「もちろん。姫乃が依頼主で本当によかったよ」

　この会話で別れがすぐそこまで近づいていることを感じる両者だ。代行のルールによって連絡先の交換をすることもできないため、こうした空気になるのも仕方がないこと。

「あっ、もう少し時間があるけど姫乃は最後にやり残したことはない？」

「一つ、ある。シバと写真撮りたい」

「お、いいね！　じゃあ姫乃のスマホで撮ろっか。俺のスマホで撮ったらいろいろと問題が出るから」

「代行のルール、もやもやする」

「あはは……こればっかりは仕方ないよ。その分俺は、楽しく写真に写らせてもらうね」

「わかった」

　刻々と時間が迫っている。姫乃はそそくさとショルダーバッグの中からサボテンのシリコンカバーをしたスマホを取り出した。

「写真はスノウで撮っていい？」

「全部姫乃に任せるよ」

「ん」

　スノウとは加工されたまま写真を撮ることのできる珍しいアプリである。顔認証スタンプというシステムを使って動物やキャラクターの顔になれる若者に人気のアプリだ。

「スタンプは猫にした」

「猫好きなんだ？」

「動物は全部好き。ヘビとかトカゲも好き」

　と、口を動かしながら腕を斜め上に伸ばす姫乃。内カメラが二人の顔を認証したと同時に猫耳と逆三角になった猫鼻、左右の頬に三本ずつヒゲが生え、動画のように滑らかに動いていた。

「もう少し近づいた方がいいよね……？」

「ん、きて」

「了解」

　恋人繋ぎした手を少し宙に浮かせた龍馬は、その空いたスペースにお尻をつけて肩が触れ合うくらいに距離を縮める。

「じゃあ撮る」

「いつでもどうぞ」

「……ん。三、二、一」

　そのカウントダウンで親指でシャッターボタンを押すと内カメラの画面が止まり、撮った写真がスマホの画面いっぱいに表示される。二人はすぐに顔と顔を近づけ仲なか睦むつまじく確認を始める。

「おぉ！　いい感じに撮れたね」

「ん、シバがかわいく撮れた」

「姫乃も可愛く撮れてるよ」

「っ……、シバはかわいいっていうの禁止。恥ずかしくなる」

「あはは……俺も今恥ずかしいかも」

「しっかりして」

　写真を撮ったこの至近距離で目を合わせながら会話を続ける。周りから見たら完全にカップルとして誤解されることだろう。今日一日で随分と打ち解けたものだ。

「……この写真、大切にする」

「そうしてくれると嬉しいよ」

「写真見たい時は教えて。いつでも見せる」

「あははっ、それはどうも」

「そ、それで次にシバが空いてる日はいつ……？」

「空いてる日っていうと代行ができる日で合ってる？」

「ん」

　今日が初めての代行だからこそ龍馬は今の段階でなにも気づいていない。次の予定を聞かれた時点で、リピーターになってくれる可能性が高いということに。

「えっと、木曜と土曜日以外ってところかな。あとは俺に用事がなければって感じだね」

「え、今日は土曜日……だよ？」

「土曜日は二週間に一回、午後が空くことになってて、今日がその日だったんだよね」

　龍馬は代行バイトだけでなく書店のバイトもしている。そのシフト日が木曜と土曜の二回なのである。

「わかった。木と土……」

　姫乃は小さな声で復唱しながらサボテンカバーのスマホを両手で持って文字を打ち込んでいる。

「えっと……なにしてるの？」

「シバの空いてる日、メモ取った」

「それは……ありがとう、でいいのかな？」

「ん、次もシバとデート……したい」

「本当っ!?　それはありがとう、本当にありがとう！」

　空いてる日を聞かれた理由。話が繋がった瞬間でもあった。そしてリピーターを獲得した喜びは言葉に表せないほど。

　そんな喜びも束つかの間ま、腕時計の針は一九時を示す。恋人代行の終了時刻だ。

「シバ」

　姫乃もスマホで時間を確認していたのだろう。そんな一言を漏らす。龍馬も腕時計を見る動きを見せて一息。

　契約時間が終われば恋人の関係も終わる。

「コホン……。それでは姫乃さん、一九時になりましたので代金の方を頂戴いたします」

「ん」

　その言葉に姫乃の反応は早かった。

　ハイブランドのロゴが入った黒エナメルの長財布を開け、すぐに渡してくる。小さな手に握られた一万円札を。

「ありがとうございます。三時間の代行となりますのでお釣りが四〇〇〇円ですね」

「違う。全部あげる」

「え？　ぜ、全部……？」

「ん、これはシバの。取っておいて」

「えっと……」

　龍馬が困惑するのも無理はない。今日の代行は三時間。

　このバイトの時給は二〇〇〇円。姫乃の支払い金額は六〇〇〇円だが、お釣りなしで受け取るように言っているのだ。

　お金は一銭でも多くほしい。その気持ちがあれど年下相手にはどうしても遠慮が前に出てしまう。

　しかし、これが恋人代行というバイト。雪ゆき也やが言っていたこと。

『依頼主によってはプラスの報酬ももらえたりするらしいぜ。追加の金やらプレゼントやら』と。今回の四〇〇〇円は追加のお金に当たるわけである。

「遠慮しないで。姫乃、学生だけどお仕事してるから。これは楽しませてくれたお礼」

「そ、その言葉信じるよ？　無理はしてない？」

「うん」

「じゃあ……ありがとう姫乃。お言葉に甘えさせてもらうね」

　通常金額以上のお金を出された驚きでデート時の口調に戻っていることに気づいていない龍馬。姫乃の手から一万円を受け取って頭を下げた。

「シバ、そろそろ姫乃は帰る」

「送らなくても大丈夫？」

「平気。もうお金も払った」

「わかった」

　ベンチから立ち上がった姫乃を見て、龍馬も立ち上がる。

　いよいよ別れの時。

「それじゃあ気をつけて帰ってね、姫乃」

「シバも。ばいばい」

「バイバイ」

　片手を振った姫乃は少し笑みを浮かべて公園から去っていく。その小さな背中が見えなくなった瞬間、龍馬の仕事のスイッチはプチンと落とされる。

「はぁ～～……。めっちゃ疲れたぁぁ……」

　崩れるようにベンチにへたり込む龍馬は、月が光る夜空を見上げながら疲労を含んだ大息を吐く。足をだらしなく伸ばして困こん憊ぱいを露あらわにしていた。

「やっぱり金を稼ぐって楽じゃないよ……」

　デート中は口調や態度を偽っていた。今までずっと素を隠し続け、話題を探し、気を遣い、代行者としてふさわしく思われるように振る舞いにも気をつけていた。

「あぁ、疲れた……」

　楽しかったのは事実だが、それ以上に心身的な負担が襲いかかっていた龍馬だった。
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　白の絨じゆう毯たんに薄ピンクのカーテンが下ろされた一室。

　茶色のＬ字型机には二〇インチ弱のデスクトップＰＣと一三インチのノートパソコン、ペンタブレットの三つの機械が置かれ、ピンクのゲーミングチェアが備えられている。

　壁の一面には縦一二五センチの本棚が二つ並び、片方には小説、もう片方には漫画がびっしりと入れられている。その他にあるのは大きなシャチのぬいぐるみが置かれたシングルベッド、衣服が収納されているクローゼットである。

　この必要最小限のものしか置かれていないシンプルな部屋が、姫乃の仕事部屋兼寝室である。

「ふぅ……」

　お風呂上がりのこと。もふもふのパジャマに着替えた姫乃はベッドに横になる。いつも使ってるシャチのぬいぐるみを抱いてスマホに触れる。

「あれが、デート……」

　姫乃は今日のことを忘れない。ううん、忘れられない。だってすごく楽しかったから。

　もともと羨ましく思ってたカップル。でも、あんなデートができるってわかったらもっと羨ましくなった。もっと彼氏がほしくなった。

　姫乃はシバと撮ったツーショットの写真を見る。

　もう二、三枚写真を撮りたかったな……。そう思ったのはお風呂に入ってた時。やっぱりデートに慣れてないと、こんな後悔をする。それでも、この写真があるから不満はなかった。

「変……なの」

　彼氏がいないのに、男の人とのツーショット写真を持ってる。こんなのをしたのも初めてだからすごく変な気分。

　まじまじとその写真を見てたら姫乃のスマホにツイットからの通知が届く。姫乃はこのツイットに仕事用のアカウントとプライベートのアカウントの二つを登録してる。仕事上の連絡かもしれないからすぐに確認を始める。

　でも、仕事用のアカウントにはメールは届いていなかった。姫乃はプライベートのアカウントに切り替えてもう一度確認する。

　通知の相手はすぐにわかった。

『ひめのー！　今日のデートどうだったー？』

『お持ち帰りされてない!?　いや、されてる!?　されてるのか！』

「……」

　メールを送る時間を決めてたんだと思う。同じ時間にグループのダイレクトメッセージが二件。それはデート中に会った亜美と風子からだった。

『しつこい』

　それだけ送るとすぐに既読のマークがつく。

『お、返信きた！　ねーひめのってばやっぱり彼氏いたんじゃん！　ずっと秘密にするのよくないよ!?　結局、彼氏持ちじゃないのはウチだけってことだし！』

『アミどんまーい！』

『どんまいじゃないっての！』

　亜美と風子らしく最初から盛り上がってる。でも、本当は姫乃には彼氏がいないから会話に入りづらかった。

『あのさー、ひめのと別れてからずっとふーこと話してたんだけど、彼氏のりょうまさんめちゃめちゃカッコよくない!?』

『ね！　本当思ったー！　スタイルもよかったしオシャレだし、あれと付き合えてたら勝ち組じゃん』

『シバを狙うのはだめ』

　なんでこんなメール送ったのか姫乃はわからない……。でも、狙われてるって思ったらモヤモヤした。

『いやいや、ふーこじゃないんだから狙わないって！　親友の彼氏を取ろうとするとかどう考えてもヤバいし！』

『はぁー!?　あたしだって狙わないんだけど！　そもそもカレシいるんだから狙う以前の問題だし』

『ふーこはいちいちマウント取るな！』

『マウントじゃなくて事実なんだよーだ』

『へー！　ならふーこが彼氏よりりょうまさんの方がカッコよかったとか言ってたのバラそうかなー』

『ちょ、それ反則！　ケンカになっちゃうじゃん！』

　カッコいい。そんな文字はすぐ目に入る。

「亜美と風子も……思ってたんだ」

　姫乃も思ってた。シバがカッコいいって。だから、最初はすごく緊張した。こんな人と今日はデートするんだって……。

　シバは気づいてたかな。手を繋いでた時、姫乃がすれ違う女の人から嫉妬されてたこと。姫乃が女の人から睨にらまれたりしたこと。

　でも、シバの彼女をしてた姫乃はちょっと気分がよかった。

　代行者さんをシバにできて本当に運が良かったと思う。シバとデートしてわかる。シバは人気の代行者さんだって。今日は偶然選べたんだって。

　木曜日と土曜日に代行ができないのは、もう固定で依頼をする人がいるからだと思う。

　姫乃以外ともデートしてる女の人がいるって思うと、それもモヤモヤする……。でも、シバとデートしたくなる気持ちは今日わかった。

『って、そろそろ真面目な話に戻すけど、龍馬さんレベルになると狙ったところで落とせないから安心してよ姫乃っち。アミもあたしも狙ったらいけるみたいな感じで話進めてたけどまずそこからおかしいし』

『ウチならまだしもふーこならチャンスあるでしょ？　その持ち前の勢いで今の彼氏だって落としたんだし』

『姫乃がいるところでする話じゃない』

　シバは姫乃の彼氏じゃないから怒らないけど、もしシバが彼氏だったら姫乃は怒ってる。好きな人を取るのは絶対だめ。取っていいのはフィクションの世界だけ。

『いや、あのレベルは本気でムリだから。あたしなんかが攻めたら逆にカウンターもらうって』

『ふーこが無理とかいうの珍しいじゃん。いつもなら余裕とかいうくせに』

『冗談でも余裕とかいえない相手なんだってー姫乃っちのカレシは。あたしがいうのもなんだけど、初対面なのにあの勢いに普通に対応してくるとかマジでおかしい！　アミには言ってなかったけどあの時、軽くあしらわれたと思うし』

『え？　それどういう意味？』

　シバの話で持ちきり。姫乃は少ししか返信してないけど既読を続ける。風子の言いたいことも気になってたから。

『確証はないんだけど龍馬さんってあたしの狙いに気づいてわざと乗ってきたんだと思うんだよねー』

『ごめんもう少し詳しく』

『だから！　あたしが龍馬さんをからかって姫乃っちのことを大好きって言わせたやつだよ』

『ん？　ますます意味がわからないんだけど』

『メールで伝えるの難しいなぁ。簡単に説明すると大好きって言わせたのは、あたしのおかげじゃないってこと！　龍馬さんがあたしを上手く利用しただけ！　からかおうとしたのにレベルの違い見せられたのマジで悔しい。あれはバケモノの域いってる。今までやばいくらいモテてたタイプ』

『めっちゃ長文で送ってくるじゃん』

『それくらい悔しかったわけ！』

『あとまだ理解できてないんだけど、りょうまさんならふーこを利用しなくてもよくない？　バケモノレベルなんだから一人で思い通りの展開に転がせるでしょ』

『アミはまだまだだなぁ。姫乃っちの印象を落とさないように、そしてデート時間を削られないようにするためにはあたしが適材だったわけ』

「ん？」

　亜美と一緒。姫乃も風子の言ってることがわからない。

　でも、『姫乃もわからない』って送るのはやめる。送らなくてもすぐに教えてくれるから。

『アミは思わなかった？　龍馬さんがきてから姫乃っちと別れるの早かったなーって』

『それを言われたら確かに早かったけど、デート中だったしひめのに言われたからじゃん？　どっかいけーって』

『アミわかってるじゃん！　それが答え！』

『いやいや、それがわからないんだって』

『龍馬さんはあたしが大好きって言わせたいことを察した→察したからわざとその流れに持っていきやすくするためにあたしを調子づかせる→その流れで姫乃っちに大好きっていう→姫乃っちが照れるのは計算済み→結果、姫乃っちがあたし達を追い出した。これを龍馬さんが一人で作ったってわけ』

『いやいやいやいや、それはどう考えてもありえないでしょ。それだと行動から考えまで全部読んだってことになるし』

『多分そうだよね姫乃っち？　これは姫乃っちが一番わかると思うけど』

「……っ」

　促されて考える。風子の言ってることは間違ってないかもしれない。だってシバは代行者さんだから。デートをするのがお仕事でプロの人だから……。

『そう、かも。可能性はある』

『ひめのまで!?』

『だよねー！　親友のあたし達にデートの邪魔だからとか文句言えば姫乃っちからの好感度が下がるかもだし、そのあと喧けん嘩かするかもだし。そうなることを考えたら姫乃っちを動かす方がリスクもないだろうしね。プラスでデート時間まで確保できるし』

『なんか、ホントのことみたいに思えてきたんだけど』

『とりあえず姫乃っちは愛されてるよ、龍馬さんに。デートの時間を一秒でも伸ばしてくれたってこれ以上に羨ましいことないしさ。あたしだったらみんなに自慢するレベル』

『風子、恥ずかしいこと言わないで』

　なんだか、デートの時みたいにまた顔が熱くなる……。

　シバが姫乃に教えてくれたのは本当のことだったんだ。ぶらぶらしてお話しかできなかったけど『姫乃とのデートが楽しい』って……。

『ぶっちゃけあたしのカレシは龍馬さんに完敗してるわー』

『はい出ました！　それは雪也さんに報告しよーっと！』

『もういいよーだ！　負けてても大好きだしー！』

『あ、クソッ！　またマウント！　なにこの二人！　もうこのリア充グループ抜けよっかな！』

『隙を見せる方が悪い』

『隙なんて見せてないじゃん！』

　そこからのメールを姫乃は見なかった。その代わり今日のことを深く思い出してた。

「……」

　シバの手。ゴツゴツしてて大きくて、安心した。最初は小指しか繋げなかったけど、最後には恋人繋ぎができた。

『手を繋ごう』って勇気を出してよかった。

　また……手、繋ぎたいな。

　なんだろう、不思議な感じがする。でも、嫌な感じじゃない。ほわほわする。どんどん顔が緩んでる気がする。

　誰にも見られないのはわかってるけど、恥ずかしい……。姫乃はシャチのぬいぐるみに深く顔を埋める。

「なに……これ」

　彼氏がいる人ってみんなこんな気持ちになるのかな。

　今日のこと、ここまで引きずるなんて思わなかった。今度はいつシバに会おうかなって無意識に考えてた。
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『キーンコーンカーンコーン』

「ハァ……」

　一日にめっちゃ聞くこの音。高校のチャイムって鬱陶しいよね。

　アーシは高校二年。卒業まであと一年もこんな時間が続くなんて考えたら本当鬱になりそ。そもそも学校自体がつまんないし。平日は朝から夕方まで勉強。しかも二週間に一回は土曜日も学校入れられてるし本当疲れる。

　でも、今日はもうちょいで終わるからマシな気分ではあるけど。

「あと一〇分……ね」

　ＨＲホームルームもやっとここまできた。あとはテスト返しして帰れるから楽ちん。

「それじゃあ宣言通り、九月末に受けた全国模試返すぞー」

「ぅおおおおおおおお！」

「キタァああああああ！」

「うっしゃあああああ！」

　九月末にした全国模試の成績表を教卓の上で整えてる担任の先生。クラスメイトはこれだけでめっちゃ興奮してる。アーシ以外にも思ってる人いると思うんだけど、この時はマジでうるさい。少しくらい静かにしろっての。

「じゃあまずはお前だ。天あま野の一いつ輝き」

「ほいさーァ！」

　先生から名前を呼ばれた瞬間に飛び出す一輝。全国模試は出席番号一番から順に成績が返される……って、うっわ、絶対成績下がってるじゃんアイツ。

　席に戻った一輝はいきなり机に打うっ伏ぷした。最初の『ほいさー』みたいな勢いはなんだったのかわかんないね。不幸を笑うつもりはないけど、こんなのはちょい面白い。

「次、伊い野の翔しよう二じ」

「おっしゃあ！」

　次は出席番号二番。でも、威勢があるのは声だけ。

　アイツもじゃん。

　打ち合わせしてたかは知らないけど翔二も一輝と同じように机に打っ伏した。

　その次、出席番号三番、江え藤とう三さぶ郎ろうも同じ行動を取った。もう完全に打ち合わせしてる感じだね。あいかわらずかよ、あの三人は。

　結構珍しいと思うんだけど、一輝、翔二、三郎、この三人は自分の出席番号と同じ漢字が入ってる。だいたいわかると思うんだけど、あの行動の通りあれはクラスの陽キャでバカのスリートップ。

　いちお、アーシもあのグループに入らされてるけどオンナはアーシ一人だからちょっと不便。って、呑のん気きにしてる場合じゃない。アーシの成績どうなんだろ。今になって不安になってくる。成績落ちたりしたらママとパパに心配かけるしさ……。

　クラスメイトの様子を見ながら数分後、ようやくアーシの番がきた。

「次、神じん宮ぐう愛羅」

「ほーい」

　名前を呼ばれてアーシは前にいく。先生の前にいったら毎回思うんだよねー、身長の違いってやつを。アーシの身長って高校二年の平均、一五七センチ。先生は一七〇くらいって言ってたっけな。

「なんだ愛羅、ジロジロ見て」

「なんでもないよ？」

「それならいいんだが……テストよくやったとだけ言っておこう。日頃の授業態度から考えると意味わからん成績だが」

「ウチで自習やってんで」

「そんな真面目なら授業態度を改めてほしいところなんだがなぁ。あとその派手さもだ。大学推薦取れんぞ？」

「別にいいし」

「別にいいし、じゃないだろ。敬語使え」

「面接とかになれば口調を変えるけど、今はいいでしょ。個性を重んじるガッコじゃなかったっけ、ここは」

「はぁ……。これだからお前は」

　別にアーシは先生を舐なめてるわけじゃない。ただ敬語を使うのが恥ずいだけ。マ、このキャラ的に崩せないってのが本音だけど。

　こんなんだから他の先生からは嫌われてるけど別に気にしてない。アーシもつまらない授業する先生嫌いだし、家で自習してついていけてるし。

「お前が優等生をしてくれたらオレの鼻も高いってのに」

「このくらい生意気なほうが可か愛わいっしょ？　まだＪＫだし」

「そんな世の中がくることを切に願う。苦労せんしな」

「じゃあアーシがそんな世の中にする」

「馬鹿言ってないで早く席につけ」

「うい」

　アーシは成績表を見ながら席に座る。

　なんだかんだ先生はいいヤツ。アーシのことよく見てくれてるし、個性も理解してくれてる。もしかしたら敬語を使うのが恥ずいってこと察してるかも。

　この学校には容姿に関する校則はない。だからアーシは金髪にしてるし、ネイルもしてる。薄くメイクもしてるしピアスもしてる。肌もちょっぴり焼いてる。マ、簡単に言うとギャルに寄せてるってわけ。

　ギャルってカッコよくない？　好きなものちゃんと前に出してて人生も楽しそうで。

　でもさ、そんな容姿にしてるからかウザいことも起きてるんだよね。

　アーシに頼めば簡単に股を開いてくれるとか、お金出せばなんでもしてくれるとか。

　まずアーシがそんな性格だとか思われてるのにイライラする。噂うわさを流したヤツをぶっ飛ばして急所に三発くらい蹴りかましたい。

　簡単に股開くとか妄想酷ひどすぎでしょ。アーシはそんなこと一度もしたことないし、軽い女でもないっての。ってか高校で卒業してるとか早すぎだし。別に大好きなヤツとするなら良いと思うけど、遊びでするもんじゃないっつーの。

　と、こっそり文句言いながら成績表見てたらクラス全員に成績が回った。これでようやく帰れる。

「先生！　このクラスで誰が一番いい成績取れてますかー!?」

「ん？　そうだなぁ。一番派手な生徒と言っておこうか」

「センセ、それ隠す気ないじゃん。顔までこっちに向けてきてるし」

　一輝が聞いたせいでこうなった。個人情報を言わないようにしてるのはさすがだけど、その内容じゃ普通にバレる。敬語使わなかったとかでアーシに罰を与えてきたんだろうけど重すぎだって。

「やるなぁ愛羅！」

「さすがじゃん！」

「見た目スッゲェ馬鹿そうなのになぁ……」

「センセ、アーシのことイジメる人いるんだけど校長室連れてかなくていいの？」

「血の気の多いお前を虐いじめるやつはどこにもおらん」

「ははははっ！」

　クラスメイトが一斉に笑う。ツッコミ入れられて笑い者にされたけど、こんな空間は明るくて好きなんだよね。

「それじゃあ……少し早いがこれで終わるか。廊下は静かに出るように頼むぞ」

「おっしゃあああ！」

「うりゃああああ！」

「さすが先生！　大好き──！」

「コラ、調子に乗るな」

　呆あきれた顔してるセンセだけどこればっかりはクラスメイトに同意するかな。いつもより早く帰れるのは嬉うれしいしさ。アーシは今のうちにカバンに荷物を入れて早く学校を抜ける準備をする。

「よし、それじゃあ委員長！　挨拶！」

「はい！　起立！　気をつけ、礼！」

「ありがとうございましたー！」

　全員で揃そろえて最後の挨拶で学校も終わり。教室は雑談だらけでうるさくなる。

　普通ならアーシも話に交ざるんだけど、今日は用事があるからパスする。

　早く行こーっと。

　アーシには一週間に二回めっちゃ楽しみにしてることがある。それに時間使いたいからこんなとこで時間を無駄にはしたくない。カバンを肩に担いで即帰ろうとする。

「んじゃ、また明日ね」

「あ！　愛羅ちんお疲れー！」

「おつおつー！」

　近くにいた友達に挨拶して教室を出ようとする。でもタイミング悪く声をかけられた。

「お、おーい愛羅！　今日カラオケどうだ？　奢おごるぜ！」

「アイラ誘うとかセンスあるじゃん、イッキ！」

「やっぱカラオケには女子ほしいよね一輝！」

「ハァ……」

　勝手に盛り上がってるんじゃないっての、陽キャグループ。その流れ作られてもいくつもりもないし。繰り返すけど楽しみにしてることに時間使いたいし、正直、カラオケの三倍くらい今からいくとこの方が楽しいし。

「誘ってくれてあんがと。でも用事あるからパース」

「おいおい用事ってなんだよー。付き合い悪ぃな愛羅！」

「用事あるんだから仕方ないっしょ」

　一輝を躱かわしたら翔二に口を挟まれる。

「とりあえず体は大切にしろよ？」

「別にそんなんじゃないって」

　冗談だろうけどちょい気に障る。ちょい派手だからってそんな風に思うなっての。案外傷つくんだって。

「じゃ、アーシはもういくから。カラオケ楽しんで」

「また明日ね！」

「ういうい」

　三郎は引き止めないからホント助かる。マ、この三人はしつこくはないしすぐ解放してくれるからムカつかない。

　マ、早くあそこにいきたいって気持ちが先行してるからかもだけど。

　アーシは学校の制服を着たまま駆け足で目的地に向かうことにする。やっばい、センパイに会えるって思うとニヤニヤしてくる。
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「はぁー、また愛羅にフラれたよ……」

　愛羅が教室を去ったあと、黒い影を全身にまとう一輝は肩を落としていた。

「アイラはレベル高いんだからしょうがないだろ。それが普通だって、普通。諦めずに挑戦する以外にないって」

「元気出していこう？　男だけのカラオケも楽しいし！」

　出席番号一番、一輝。

　出席番号二番、翔二。

　出席番号三番、三郎。

　陽キャグループの翔二と三郎は、あからさまに落ち込んでいる一輝を慰めていた。

「なんで愛羅はあんなに可愛いんだろうなぁ……」

「ハハハッ、アイラのこと好き過ぎかよ！」

「ピュアだ……」

「いやいや、逆に愛羅のこと嫌いなやついるか!?　笑顔とかめっちゃ可愛いし……。あー、マジでやばい」

　話の流れからわかる通り、一輝は愛羅のことを好いている。大好きでいる。

　元より一ひと目め惚ぼれしているのだ。

「カラオケの誘い断るってことは、オレのことあんまり興味ねぇのかなぁ……」

「普通に考えたらそうなるんじゃね？　アイラの性格なら気になってる男からの誘いには絶対乗るだろ」

「翔二……少しはフォロー入れようよ。どうして追い打ちかけるようなことを……」

「本当だよ。今のオレには優しくしてくれ」

　と、一輝。今の状態で正論を言われるのは心にくるものがある。

「だけどさ、イッキもなんとなーくわかってるだろ？　帰り際のあのアイラの表情を見たらさ」

「そ、そこまで言っちゃうのかぁ……」

「はぁぁ……。やっぱり彼氏いんのかな愛羅は。そんな話聞かないんだけどなぁ……」

　この三人は見ていたのだ。愛羅が教室を出る瞬間の横顔、嬉しそうに顔を緩ませていたあの姿を。

「でもアイラならいてもおかしくないよな。高校じゃ見ての通り人気者だし、先輩の友達も後輩の友達もめっちゃ多いし」

「特に後輩からの人気がやばいよね。道に迷ってた新一年生を案内したのが始まりで」

「それそれ。しかもアイラ自身はずっと黙ってたしなぁ。俺、どうして黙ってたかってアイラに聞いたんだよ。そしたら『当たり前のことしただけだし、自慢する方がダサいっしょ』って返されたわ」

「愛羅完璧すぎだろぉ……」

　敬語を使わない。容姿も浮いている愛羅だが、こうした性格だからみんなから好かれている。三さん角かく錐すいの頂点のポジションを獲得しているのだ。

「ライバル多すぎるんだよアイラは。振ったらしいが昨日も告白されたらしいし」

「モテてんじゃねぇよぉ愛羅ぁ……」

　声を震わせどうしようもない不満をぶちまける一輝。悔しいという感情が溢あふれている。

「多分だけど、アイラの用事ってデートって可能性はあるぜ？　三郎もそう思うだろ？」

「え、えっと……うん。正直に言えば賛同」

「出たぁ、三郎の賛同！」

「盛り上がってんじゃねぇよ！」

『三郎の賛同』これは身内ネタ。韻を踏んでいるためリズムが良いのである。

「めっちゃ嬉しそうに廊下に出ていったし、あの様子だと待ち合わせしてるとかそんな感じだろ」

「彼氏がいるとしたら大学生とかそこら辺になるんじゃないかな。年上好きとか聞いた気がするから」

　カラオケに誘った時の愛羅と教室を出て行った時の愛羅を見比べればそのような予想をしてしまう、いや確信気味になってしまうのは仕方がない。

　簡単に説明をするなら、『暗』と『明』くらいの差があった。

「はぁ……。マジでショックだぁぁ……」

「よし、そうきたら？」

　泣き崩れそうな一輝に促す翔二。

「…………愛羅が幸せならＯＫです……」

「はははっ！　ナイスゥ!!」

　これは受験期に携帯の待ち受けをとある女性にしていた、ファンの鑑かがみのお方のネタをもじっている。

「今日は俺と三郎がカラオケ奢ってやるよ。元気出していこうぜ！」

「うんうん。奢るからいこう！」

「ありがとうな……。喉が嗄かれるまで歌ってやる……ぐすん」

　一輝だけは表情優れず陽キャグループは教室を去っていった。

　だが、それで良かったのかもしれない。

　愛羅の用事……それはデートではないが、とある男がかかわっているのだから。




　その三〇分後のこと。

「ヤッホー！　センパイ」

「……」

「ねー、なんで無視するわけ？　アーシちゃんとしたお客さんなんだけど」

「いや、厄介な客が目に入ったからなんだけど」

「にしし、そのウザったそうな顔めっちゃ面白いね」

「そこで笑うのは愛羅だけだよ本当……」

　書店内でのこと。愛羅はとある男性店員に絡んでいた。

　店員の胸元には『龍りよう馬ま』の名前が書かれたネームプレートが留とめられている。そう、龍馬は数ヶ月前からずっとバイト先で絡まれているのだ。目の前にいる女子高生ギャル、神宮愛羅に。

「ってか、ヤッホーって出迎えてよセンパイ。アーシ漫画買ってこの店の売り上げに貢献してんだからさ」

「仕事中に邪魔してこなければ大歓迎してるよ」

「言っとくけど邪魔してるつもりはないかんね？　そんな迷惑かけたくないし」

「それは絶対に嘘うそ」

「ホントだって！　ただセンパイと話したいだけ」

「それが邪魔してるって言ってるんだよなぁ……」

「にしし、ごめんごめん」

　翡ひ翠すいの猫目を細めてご機嫌そうに微笑ほほえみを浮かべれば白色の尖とがった八重歯が顔を出す。小麦色の肌をしているからだろうか、より一層白い歯が目立つ。

「ね、それでさ、今日のアーシ可愛い？」

「またいきなりそんなこという……。毎度毎度このやり取りして飽きない？」

「飽きないからしてるんだし。で、どお？」

「可愛くない」

「……ハ？　もう一回チャンスあげる」

　思っていることと逆を述べた瞬間に圧のある瞳に変えた愛羅だ。

　一〇回、二〇回、三〇回とこのやり取りをしているだけに返事を変えればバレるのは当然。
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　肩まで届き毛先まで整った金髪。小麦色の肌に端整な顔。澄んだ緑の大きな瞳。丁寧に塗られた薄緑のネイルに銀のピアス。短めのスカートに薄く化粧もしている。

　高校生として見たら派手だが、もう少し年を重ねたらそうも見えなくなるだろう。

　学校では絶対モテているだろう容姿に性格。そんな愛羅が一週間に二回、龍馬がバイトがある日に限ってやってくる。やってきてはこうして絡んでいるのだ。

「一つ言わせて。これ『可愛い』っていうまで話が進まないよね？」

「そう思うならセンパイが取る行動は一つっしょ？　いつもの言ってよ」

「はいはい……可愛い可愛い」

「もう一回」

「可愛いなー」

「うい、あんがとっ！」

　適当に返していることは理解しているはずなのに慣れたウインクをしてくる。冗談を抜きにして嬉しそうにしている愛羅は薄緑色をしたネイルでツンツンと龍馬を突いてきた。

「そう言えばさ、今日テスト返ってきてクラス一位だったんだけど」

「その褒めてって顔されると褒めたくなくなるなぁ」

「なにそれ酷すぎー。センパイに褒められるためにも頑張ったのに」

「ま、まぁ……一位ってのは誰にでも取れる数字じゃないからちゃんと努力したんだね。よく頑張ったよ愛羅」

「にしし、最初からそうやって褒めてくれればいーの」

「……それで本題は？　愛羅のことだから他にあるんでしょ？」

「もちろんご褒美に決まってるじゃん。一位取ったからなにか奢ってよ」

「そんな約束をしてなかったからパス」

「パスをパスするし」

「パスをパスのパスする」

「ならパスパスパスのパスするし」

「うん、とりあえず不毛な争いはやめようか。プライベートならまだしも俺バイト中だから」

「じゃあ奢ってくれる？」

「なんでそうなるんだよ……」

『少しくらい奢ってやれよ』と思うかもしれないが、今年は稼ぎの少ない龍馬は財布のチャックがキツくなっている。約束をしているならまだしも突然の要求にはなかなか応えられないのである。

「んー、じゃあご褒美は一旦保留にして……とりあえずセンパイ、今本の整理中でしょ？」

「見ての通り」

「ならさ、純文学コーナーじゃなくて漫画コーナーの整理をしてよ。時間的にまだしてないでしょ？」

「とりあえず理由を聞く」

「だってアーシが好きな漫画探しながらセンパイと話せるじゃん？　一石二鳥つってね」

「えっと、俺にメリットがなくない？」

「ふつーにあるでしょ。センパイが可愛いっていうＪＫと話せるんだから」

「うん、遠慮しておくよ」

　一石二鳥なのは愛羅だけであろう。頑固さを出して否定するがこんなことで簡単に引くような相手じゃないのは龍馬が一番に知っている。半ば諦めながら抵抗しているのだ。

「ふーん、なら最終手段使おっと。口コミでこのお店に低評価つける」

「『ガッコの友だちと協力して』……でしょ？　毎回いうから覚えちゃったよ」

「ねー、ぶっちゃけお世話になってるお店にそんなことできないからさ！　ね、いこ！　お願い！　もしテンチョに怒られたらアーシが謝るから！」

「……」

「うっし！」

「間違いなく幻聴が聞こえてるんだよなぁ。俺返事してないし」

「とりあえずいこいこ！」

「はぁ……」

　愛羅は龍馬の仕事着を掴つかみ、ずるずると漫画コーナーへと引きずっていく。

　もちろん力を出せば愛羅の思い通りにはならないのだろうが、龍馬は口でしか抵抗することができなくなっている。それは愛羅がこの書店の名物になっていることが原因であった。

　愛羅がこの書店に通い始めたのは三ヶ月前のこと。たった九〇日という短い間にこの書店には可愛いギャルがやってくるとの噂を作った人物なのだ。

　その結果、男性客数が増加し移転前に売り上げがアップしているわけである。

　単純すぎる話ではあるが、店長からすれば愛羅は招き猫のような存在。移転する寸前まで金のなる木を逃がさないために『あのお客さんの要望は断らないでほしい！』と店長に頭を下げられている龍馬なのだ。

　客としても可愛い愛羅を見られるのは嬉しいのか、今までにクレームも入っていないらしい。

　そんな店長の願いを拒否できるわけもなく素直に従っているわけでもあるが、愛羅は愛羅なりに一応の気は遣ってくれている。ちょっかいをかけてくる時間を決めていたり、仕事が詰まらないように居座り続けない……など。

　そんなことがあり、今に至っては龍馬と愛羅のやり取りまでこの店の名物と化しているのだ。

　漫画コーナーにはすぐに着く。

「ね、でびるちゃんの新刊出てる？　学園ラブコメのやつ」

「新刊は一ヶ月後だった気がするよ」

「センパイそれ長すぎ」

「俺に文句言われても困るって……」

　でびるちゃんとは愛羅が一番好きな漫画家であり、ライトノベルの表紙なども描いたりしている人気絵師でもある。さらには成人を迎えていないという若さながら業界で大活躍している有名人だ。

「じゃあ別になにか面白そうなやつ探そーっと」

「それがいいだろうね」

　愛羅が漫画を漁あさるその隣で再び本の整理を始めた龍馬だが、すぐに話しかけられてしまう。

「あ！　見てセンパイ『大賢者お兄ちゃんと引きこもり妹』ってこれめっちゃ面白そーじゃない？　絵も綺き麗れいだし」

『邪魔してるつもりはない』。これが愛羅の口癖だが、どこを取ったらそうなるのだろうか。龍馬が不思議に思っていることだ。

「その漫画は星三ついかないくらいだったかな。平均評価だったよ」

「センパイも評価気にする派？　それダメだし」

「え？」

　尖った爪を龍馬の腹部に刺すといきなりダメ出しをする。

「最近特に思うんだけど、みんな自分で決める能力が落ちてない？　とりあえずレビュー見て買う買わない決める的な」

「あぁ……それは否定できないなぁ。俺がその一人だよ」

「気持ちはわかるけど、レビューが効果てきめんなのがわかってるからサクラが活発化するんだよね。それでホントにいい商品が埋もれたりするのは嫌じゃない？　変な業者に手のひらで転がされるってことでもあるし」

　サクラとは、商品の売れ行きが良い雰囲気を作り出したりする者を指す隠語。当て字で書くと『偽客』である。

「確かになぁ……。だから評価には左右されないようにするってことか」

「うんうん。やっぱり人間って感性さまざまだし、合う合わないが絶対あるからさ」

「その通りだね」

　見た目は派手な愛羅だが、クラスで一位を取るだけに頭は回る。

　愛羅との出会いはこの店でのこと。質問されたのが始まりだった。
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『お兄さん、これどこにあるかわかる？』

　突然だった。スマホの液晶に購入したい漫画を映した愛羅が現れたのだ。派手な容姿もあり、口調も崩しており、当時のことは今でも印象に残っている。

『そちらの商品はあちらですね。案内いたしますよ』

『あ、場所わかる系なの？』

『そうですね。一年ほど働かせていただいてますので』

『へえ……、お兄さんって学生さん？』

『はい、大学生です』

『ふーん。ここのバイトって楽しい？』

『そう……ですね。本がお好きでしたらとても楽しいかと』

『そっかそっか。へー、お兄さんは漫画より一般文芸が好きなんだ？』

　店のネームプレートには名前と好きな本、オススメの本を書くことになっている。愛羅はそこを見て好みを判断したのだ。

　この時、やけに話しかけてくるなぁと思いつつ接客を続ける龍馬である。

『漫画もたまに読みますよ。一番最後に読んだ漫画は巨人が出てくるものですね』

『ラブコメ系は？』

『あぁ……高校時代は少し読んでましたけど、いつの間にか読まなくなりましたね』

『漫画読まなくなったのって大学が忙しくなったとか？』

『あはは、それもあるかもしれませんね。時間の使い方も下手なので』

『あー、それアーシも一緒！』

　初対面の相手でもフレンドリーに接してきた愛羅。バイトの中でも特に接客を好んでいる龍馬はお客さんとの会話を楽しんでいた。

『あ、それでこの漫画の場所なんだけど指差しで教えてくれる？　アーシが取りにいくから』

『そうですか？　それでは指を差させていただきますと……あちらですね』

『あんがと。じゃあこれは？』

　スクリーンショットをアルバムに保存しているのだろう。フリックして次の写真を見せてくる。

『それも同じ棚にございますよ』

『最後、これは？』

　再び指差しする龍馬に、もう一度フリックした愛羅。

『あー、そちらはすみません。来週に入荷される予定になってます』

『まだきてないのかぁ……。わかった。あんがとお兄さん』

『いえいえ。もし見つからなかった場合は遠慮なくお教えください』

『うん！』

　なに食わぬ顔で対応していた龍馬だが、一つ意外だったのは愛羅が探していた漫画が全て『お兄ちゃん』系統のラブコメ漫画だったこと。

　それからである。なにを思ったのか愛羅がこの書店に足を運ぶようになり、龍馬にいたずらをするようになり、邪魔をするようになり……。

　今ではバイト日には毎日訪れるようになり、こうして雑談をするほどの仲になっていた。
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「前から思ってたんだけど……愛羅はお兄ちゃんがほしい願望でもあるの？」

　顔は正面。手を動かしながら接客という名の会話をする。

「マ、アーシが買う漫画って全部そんな系統だから予想はつくよね」

　そんな系統というのは、会話の通り『お兄ちゃんモノ』である。

「アーシって一人っ子だからさ、ちょっとは甘えられる存在がほしいっていうか羨んでる感じだから。ママもパパも仕事で帰ってくるの遅いし。ってか帰ってこない日の方が多いから構ってももらえないし」

「それなら両親に頑張ってもらうとか……どう？」

「オトコが生まれたとしてもアーシの弟になるっつーの。ってかそれちょっとセクハラ入ってるかんね」

「あはは、悪い悪い」

　そんな軽口を言い合えるのもお互いの距離感を理解しているから。少し拗すねた様子を見せた愛羅の気を紛らわせるには適した対応だろう。

「逆にセンパイはお兄ちゃんほしいとか思わないの？　あ、センパイの場合はお姉ちゃんか」

「言ってなかったっけ？　俺は姉と二人きょうだいだよ」

「ハッ!?　それズルいんだけど！　じゃあお姉ちゃんいてよかったって思うっしょ？」

「んー、小学校中学校まではいい思いはしなかったけど、高校になってからいてくれてよかったって本当に思うよ。こんなことは姉に伝えたことないけどね」

「高校の友達もみんないうんだよね。マジでお兄ちゃん羨ましい」

「まぁ、俺は妹か弟がほしいかな……。どんな感じなのか気になりはするから」

　姉がいれば年下の家族に興味が自然と湧くもの。この好奇心にはなかなか勝てないだろう。

「センパイは妹ほしいんだ？」

「弟もだけどね」

「ふぅん……。それならさ、アーシがセンパイの妹になってもいいよ」

「え？　そ、それどういう意味？」

　膝を折り、下で平積みしてある漫画に目を通しながら意味のわからないことを発言する愛羅だ。

「変な話にはなるけどアーシ達って等価交換できるってこと。アーシがセンパイの妹役をして、センパイはアーシのお兄ちゃん役をするって感じで。ほら、そしたらお互いの願望を叶かなえられるじゃん」

「おままごとの進化版みたいな感じだね？」

「そうそう。結構面白そーじゃない？」

「面白そうではあるけど、漫画を買うほど妹がほしいとは思ってはないよ、俺は」

「でも妹がほしくないことはないんでしょ」

「役を演じてまでほしいとも思ってない」

「えー、それだと話が進まないしつまんないんだけど。ウソでもいいから頷うなずいてよ」

　ピンク色の唇を尖らせる愛羅は表情にわかりやすく出しながら半眼をこちらに向けてくる。ギャルの愛羅だがこうしたところは年相応だ。

「愛羅のことだし頷いたら絶対そう進められるからね。あと、演技するのって死ぬほど疲れるんだからね」

　龍馬は代行で思い知らされている。楽しい時間を過ごしているとはいえ、演技をするその難儀さを。高時給の条件がなければやる意味など見み出いだせてはいないだろう。

「それなら演技じゃなくて素でいいよ」

「それでも嫌」

「じゃあどうすればセンパイはアーシのお兄ちゃんになってくれるわけ？」

「いや、どんなことをされてもお兄ちゃん役はしないって。子どもならまだしも俺たちの年じゃ倫理的な問題があるんだから」

　恋人代行というバイトをしている龍馬に言われたくはないだろうが、この事実を知らなければそんな指摘も入ることはない。

「じゃあお金出すって言ったら？」

「あははっ、冗談はそれくらいにしてよ。それじゃさらに酷い問題になるって」

「冗談じゃないっての……」

　──ぼそり。

「え？　なにか言った？」

「なんでもないしっ！」

　軽く流されていると察した愛羅は強制的に話を区切った。この様子では相談を続けても進展はない。そう感じるには十分なのだ。

「えっ、なにか怒ってる……？」

「怒ってるに決まってんじゃん。センパイがわからず屋だから」

「そ、それはごめん？」

「ごめんじゃ絶対許さない。アーシの機嫌を直すには一つしかないから」

　と、そのすぐである。愛羅が両手で差し出してきたのは先ほど気になっていると言っていた『大賢者お兄ちゃんと引きこもり妹』の漫画本だ。

「も、もしかしなくてもそれを奢れと？」

「奢れとは言ってない。ただテストで一位取ったご褒美くれたら嬉しくなるよね」

　ものは言いようだ。結局のところ機嫌取りのために奢れと言ってるわけである。

「あのさ、まさかだけど怒ったフリをしてた？　こうしてご褒美もらう流れに持っていくために……」

「話逸そらさないの。で、ご褒美はどうする？」

　今の今までご褒美の件を保留にしていたのだ。頭の良い愛羅だけに虎こ視し眈たん々たんとそのタイミングを狙っていたのだろう。こうなったのならもうお手上げである。

「わかったよ。その漫画の値段は？」

「んー、四四〇円」

「四四〇円……ね、了解。仕事に空きができたらお金取ってくるよ」

「にしし、ご褒美あんがとねっ」

「どういたしまして」

　お礼を伝えながら小悪魔な笑みを浮かべている愛羅だ。

　年下相手に一杯食わされた龍馬だが、こうも嬉しそうにしているのなら仕方がない……なんて思ってしまう。

　そうして、空き時間にしっかりとご褒美を与えた龍馬は愛羅に苦笑いを返していた。

　漫画一冊だけという基本的に安価な値段の物を要求するところが愛羅の憎めない部分である。




「店長、お疲れさまでした」

「はーい。今日もありがとうね！」

「いえいえ、それでは失礼します」

　時刻は二二時過ぎ。退勤処理も終わり店長と別れの挨拶を交わした龍馬はバイト先の書店をあとにする。

　あのうるさい客、愛羅は漫画を奢られるとすぐに店を出ていった。『早く漫画を読みたい』と言っていたが、これ以上は邪魔をしないようにと気を遣ってくれたのだろう。素直じゃない愛羅である。

「ふー、疲れた……」

　龍馬の自宅は書店から南側に位置している。バイトも終わっているため自宅方向に歩いていくのが普通だが──龍馬には一つ野や暮ぼ用ようが残っていた。足の方向を自宅とは真逆の北に変えて歩みを進めていた。

「今日も寒いなぁ……」

　一一月の中旬を迎える頃。街ではイルミネーションの準備が始まっている。今日の冷え込みは一段と酷く、マフラーをしてもなお冷気が肌を刺してくる寒さだ。ポケットに手を入れ、暖を取りながら目的地に向かっていく。

　歩いて一〇分。その場所に到着する。

　龍馬の瞳が映し出しているのはブランコに滑り台、砂場に木製のベンチ。周りを白のフェンスが囲んだ小さな公園である。

　そこにポツンとした人影が一つ。予想していた通り木製のベンチに座っている金髪の女の子がいたのだ。

　後ろ姿しか見えていないが、その人物が誰であるのかは予想するまでもない。龍馬はこれのためにバイト終わりに毎回確認にきているのだ。

「はぁ……」

　白くなるため息を吐きながらフェンスを回り、入り口から公園内に入る龍馬はベンチに向かって距離を縮めていった。




「今日もいるよ……夜遊びギャルさんが」

「ん、別に遊んでたわけじゃないけどね。バイトお疲れさま、センパイ」

「お疲れじゃないって。そんなところにいたら風邪引くでしょ。寒くないの？」

「ふつーに寒い。マフラーちょうだいセンパイ」

「はいはい」

　龍馬がくることを確信していたのだろう、愛羅は当たり前にマフラーをねだってくる。

　愛羅はバイト先で見た服装となにも変わってはいない。高校の制服のまま。この寒さであるにもかかわらず膝よりも上のスカートを穿はきむちっとした足を出している。

「はい、マフラーどうぞ」

「んー、そこはセンパイからアーシに巻くとこだよ？　首を絞めないくらい優しくね」

「全く世話が焼けるんだから……」

「あれ、いうこと聞いてくれるんだ？　断られるかと思った」

「ああだこうだやり取りしてたらもっと愛羅の体が冷えるでしょ。風邪でも引かれたりしたら困るんだって」

「にしし……。そっかそっか。今のはオトコポイント高いかも」

「そんなのはどうでもいいですよっと……」

　愛羅の後ろに回り長いマフラーを首に巻いていく龍馬だ。さすがにここでイタズラはしない。首が苦しくならないように緩く調節しながらも冷気が入り込まないように隙間を埋める。

「わっ、めっちゃあったかじゃんっ」

「さっきまで俺が巻いてたから……って匂い嗅ぐんじゃない！」

「いい匂いだから平気。クサくないクサくない」

「そ、そういう問題じゃないって。普通は抵抗とかあるもんじゃない？　男の俺がさっきまで巻いてたやつなんだから」

「アーシ、センパイのこといい感じで見てるからそんなのはないよ。ってか抵抗あるオトコからは借りたりしないって。気があるとか思われても困るしさ」

「なんか今のは愛羅の常じよう套とう句くのように思えるけどなぁ。印象良く操作するための」

「なわけないじゃん。信じてもらんないかもだけど、これでもちゃんと相手は選んでるからね」

「つまり厄介なＪＫに目をつけられたってことなんだね……俺は」

「厄介とか言ってるけど、センパイはめっちゃひねくれてるかんね？　あとはケチだし、カッコつけてるし」

「なんで三倍で返すんだよ……。せめて悪口は一つ」

「じゃ、フォローを入れるとしてアーシはそんなセンパイは嫌いじゃないけどね」

「あはは、それはどうも」

　バイト時には雑な対応をされ、今で言えば悪口を出す愛羅だが、龍馬のことを気に入っていなければここまで構ってくることはないだろう。

「……で、愛羅。俺の上着も羽織る？　まだ寒いだろうし」

「マジで今日はどしたん？　優しいことばっかすんじゃん」

「俺はいつも優しいって。今日だってご褒美に漫画をあげたんだから。で、上は着る？」

　体が冷えている状態のまま、なにもしないなんてことはできない龍馬だ。見過ごしたのなら負い目を感じる。こればかりは相手が誰だって一緒である。

「ううん、もうあったかいから平気。それにセンパイのその上着はクサそうだからやめとく」

「ならマフラー返せ。それも臭いだろうから」

「これ服じゃないからクサくない」

「屁へ理り屈くつすぎる……」

　龍馬の善意を一蹴していく愛羅ではあるが、これは一つの気遣いである。マフラーを貸してもらっている分、これ以上龍馬を寒くさせないように……そんな想おもいを持っているわけである。

「あ、センパイ。これ面白かったよ。やっぱ人の評価は当てにしない方がいいね」

　バッグの中をガサガサ漁あさり、中から取り出してきたのは龍馬がご褒美に購入した『大賢者お兄ちゃんと引きこもり妹』である。

「どんなところが面白かった？」

「お兄ちゃんが妹をめっちゃ構ってたとこ」

「う、うん……？　まぁ愛羅にとって趣味の合う漫画ならよかったよ。買った側としてつまらないとか感想出されるよりは嬉しいからね」

「センパイも見る？」

「いや、やめとくよ」

　漫画を手に取れば最後まで読まなければ気が済まなくなる龍馬なのだ。今日は……いや、今日も公園でのんびりと過ごすためにここに足を運んだわけではない。

「これって二巻はいつ出るの？」

「二巻までなら出てたはずだけど」

「え？　売り場に二巻なかったよ？」

「なら別のお客さんが購入していったんだろうなぁ。店長に二巻を仕入れるように言っとくよ」

「あんがと。そうしてくれると助かる」

「了解。それじゃ愛羅、そろそろ俺の本題に入らせてもらうけど──」

「嫌だ。絶対帰れって言うもん」

「未成年だからいうんだよ。二三時以降は補導される時間なんだから」

「センパイが隣にいれば大丈夫じゃん？」

「なんで俺が付き合わなきゃいけないんだか……」

　龍馬は一ヶ月前、偶然この現場を見つけたのだ。

　バイト終わりに親友の雪ゆき也やから『一緒に飯食い行こう』との連絡を受け、待ち合わせ場所に向かっていた時に。

　その日もすでに二二時を超えていた。

　プライベートでの関係がなかったとしてもよく関わる常連客なのだ。夜遅くにこのような現場を見つけた以上、放置するわけにはいかない。それが今もなお続いているのである。

「だってウチ帰ってもつまんないし、パパもママもいないし」

「両親は忙しいんだったよね？」

「そ、社長だから。特にこの時期は忙しいらしくてさ、アーシに構えない代わりにお金だけ置いていく。罪悪感だか知らないけど別にいらないっての」

「でも、両親を安心させるためには早く帰らないとだめでしょ」

「安心したいならあっちが帰ってくればいいじゃん……」

　空に浮かぶ星々を見ながら口を尖らせる愛羅。

　未成年のうちに両親が他界したという龍馬の複雑な家庭もそうだが、愛羅も愛羅で複雑な環境がある。

「……センパイだけだよ。アーシのパパが社長だって知ってもふつーに接してくれんの。中にはアーシに奢ってもらおうとかそんな下心でくるヤツいるしサイテーじゃない？」

「下心で近づいてくるやつは最低だなぁ。俺は愛羅と接する時に目の中お金のマークに変えてるけど」

「うっわー。最後の言葉なければアーシの好感度上がってたのに」

「あーあ、それは残念」

「ぜんっぜん感情こもってないじゃんっ。少しは残念がれし！」

　肘で軽く突き軽いボディータッチをしてくる愛羅だが冗談だとは理解しているようだ。八重歯を見せた笑顔を向けてくる。

「センパイってなんだかんだで下心ないでしょ？　アーシが悪いことしたらちゃんと注意してくれるし、頑張ったらわがまま聞いてくれるし」

「それって当たり前のことじゃない？」

「アーシにとっては当たり前じゃないんだって。だからそんな貴重な人材のセンパイは絶対に逃がさないかんねーってことを今のうちに言っとく」

「ストーカーだ」

「スト女ジヨーつってね」

「よし、マフラー返せ。犯罪者に貸すものはない」

「嫌だねーっ」

　マフラーに向かって手を伸ばし引っ張ろうとする龍馬だがそれよりも先に危険を察したのだろう。両手でマフラーをぎゅっと握りしめた愛羅は完全防御態勢を取る。

「にしし、渡さなーい」

　そして、翡翠の目を挑発的に細めると笑声を漏らした。

「……全く」

「でもさ、センパイはＪＫに構ってもらえて嬉しいっしょ？　アーシってこれでもガッコで人気あるし、この前もコクられたくらいだし」

「見る目ないなぁ……告白してきた男子は。愛羅と付き合ったらストーカーされるのに」

「ま、まだ引きずってるし！　弁明させてもらうけどアーシは人が嫌がることしないかんね？　できるだけ敵は作りたくないしさ」

「俺にはとことん嫌がることをしてるくせに……」

「センパイはもっと特別なとこにいるからその枠に入ってないってこと」

「ただただ迷惑なんだけど……」

「それはごめんって」

　話も盛り上がっていることで楽しげな雰囲気に包まれる。足をプラプラとさせてご機嫌そうな愛羅だ。

「んー！　少しだけスッキリしたかも。ゆっくりセンパイと話せてさ」

「じゃあそろそろ家に帰ろうか。ここら辺は治安がいいとはいえ、絶対に絡まれないわけじゃないんだから」

「用事済んだら帰る」

「ま、まだ済んでないの？」

　ポケットからスマホを取り出した龍馬は時間を確認する。液晶に映ってるのは『22：31』の数字。補導時間まで残り三〇分を切っている。

「このままだと絶対時間伸ばされるから早めに釘くぎ刺しとくけど、二三時になったら問答無用で帰るからね、俺」

「そ、そんな急せかさなくても言うって！」

「じゃあ早く」

「せっかちなんだから……」

　この瞬間、今までの楽しげな空気を切り裂くような冷風が一吹きする。無言から静寂が訪れた。

「……」

「……」

　本題を話すに当たって勇気を出すための準備があるのだろう、数秒の間を空けて大きく深呼吸をした愛羅はゆっくりと口を動かし始める。

「あ、あのさ……今日、センパイのバイト先でした話あったでしょ？　あの話、真剣に考えてほしい……んだけど」

「ごめん、その話ってのは？」

「だ、だから……あれだって。ア、アーシのお兄ちゃんになってってやつ……」

「はぁ……。もうその冗談はいいって。それで本題は？」

「こ、これが本題なんだって。こんなことで冗談とか言わない。アーシはマジで言ってるから」

　恥ずかしさを隠すように左手でマフラーを押さえて顔の下半分を完全に隠している愛羅。口元から感情を読み取ることはできないが、口調と目が本気だと訴えていた。気づけば冷気よりも肌をひりつかせるほどの真剣な空気が流れていた。

「あ、愛羅……とりあえず冷静になろうか。そうじゃないと話が進まないから」

「冷静だって。今のアーシを見ればわかるでしょ」

　確かに表情や態度はいつも通りで声を荒らげたりもしていない。それでも内容がおかしなことには違いない。『お兄ちゃんになって』といきなり要求されてなにも聞かずに頷く人間など絶対にいないのだから。

「アーシはもう決めてるから。センパイをお兄ちゃんにするって」

「そんなわがままが通るわけないでしょ……。演技をしてまでほしいわけじゃないんだから、俺は。愛羅のいう等価交換はできないよ」

「……マ、断られることくらい予想してたけどさ。センパイにメリットはないようなもんだし」

「じゃあ──」

「だからちゃんとアーシなりに考えてきた。センパイに頷うなずいてもらう方法を」

「頷かせるだって？」

「ん」

　一言だけ返事する愛羅は再び学生カバンを漁り始める。頷いてもらう方法がその中に入っているのだろうか──。
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「愛羅には悪いけど頷くことはないよ。常識的な話じゃないんだから」

　恋人代行のバイトをしている龍馬にとってはブーメラン発言だが、これは未成年の愛羅を思ってのこと。断りの言葉で早めに諦めさせようとしたその時、龍馬は信じられないものを目にすることになる。

「はい、これでどう？」

「は、はあっ!?」

　静かな夜の街で大声を出してしまう龍馬。それはカバンから愛羅が取り出したものが全ての原因。

　愛羅の細い手先には茶封筒が握られ、開け口からは札の半分が顔を出していたのだ。パッと見、一〇枚以上の数が出ている。

「迷惑費とか全部含めて一五万入れてる。これで一ヶ月の契約を結んでよ。この金額なら悪い条件じゃないでしょ？」

「な、な……」

　お金を使った交渉に言葉が出ない龍馬だ。愛羅がポンと出した金額は二ヶ月間働かなければ稼ぐことのできない金額。このお金さえあれば学費がかなり楽になる。カヤの負担が多少なりとも取とり除のぞける。それでも未成年の愛羅からお金を受け取るというのは非常識だ。天使と悪魔のささやきが左右から聞こえてくる。

「そんな固まってないで早く返事聞かせて」

「ちょ、ちょっと待って。第一に高校生が持ち歩く金額じゃないって、一五万は……」

「話逸らすなし。これでも足りないならコンビニでもっとお金下ろしてくるけど。カードも持ってきてるから」

「足りないわけじゃないから！　そういうことじゃないって！」

　一五万円という金額。これが足りないと思う者はごく少数派だろう。このお金があれば一ヶ月は優に生活ができるのだから。

「じゃ、アーシのお兄ちゃんになってくれる？」

「冗談じゃないってのはわかった。わかったけどさ……、このお金があれば遊びにいくなり漫画買うなりゲーム買うなり好きなようにできるでしょ？　お金を出してまでどうしてお兄ちゃんにこだわるのか教えてよ。そこが引っかかってるから」

　愛羅は賢い。そんな大金を使ってまで仮のお兄ちゃんを作ろうとしている理由がきっとあるはずだ。

「それ言って断られたらなんにも意味ないじゃん……。センパイはただ頷けばいいんだって」

「内容が内容なんだからお金を出されただけじゃ呑のめないよ。そもそもお金を使ってまで頼もうとしてるのがおかしいんだから」

「…………」

　成人を迎えている龍馬は思考も大人であり目先のことだけでは動かない。大人の対応に強く口を閉じた愛羅は大金の入った封筒を太ももに下ろす。

　先ほどと同じような無言。重苦しい空気が二人を包み込んだ。

「ほら、ゆっくりでいいから愛羅の言えそうなタイミングで教えて」

「……それで笑ったりしたら急所蹴る。マジで」

「その時は好きなようにしていいよ。この空気じゃどんな面白いことを言われたって笑うことはできないから」

　嘘偽りない言葉。どんなにツボの浅い人間でも龍馬のような回答に至るだろう。ジョークも飛ばせないくらいに殺伐とした雰囲気だ。

　静寂は五分が続きようやく心の準備ができたのか愛羅は固執している理由を話し始める。

「ア、アーシ……さ」

「うん」

「アーシ、ずっと我慢してるんだって……。でも、もう限界……なんだし」

　これだけでは要領が掴めない。『なにが限界なの？』と龍馬が聞く寸前、俯きながらか細い声で言葉を紡ぐ愛羅。

「朝起きても一人。ガッコから帰っても一人。ご飯を買いにいくのも食べるのも全部一人……。パパママは忙しいからテストでいい点取っても教えらんない……。こんなの寂しいに決まってんじゃん……。なんでアーシだけこんな環境でさ、みんなズルいって……」

「愛羅……」

　いつも明るい愛羅はそこにはいない。顔に影を差しながらも心の底を打ち明けたそんな様子。そこで初めて龍馬は理解する。

　なぜ愛羅が龍馬がいる日に限って来店するのか。褒めるように要求してくるのか。流して褒めてもなお嬉しそうにするのか。邪魔をするように構ってくるのか。軽口の言い合いを嬉しそうにするのか──。

　それは寂しい日々を過ごしているからこその行動だったのだと。悲しい気持ちを誤ご魔ま化かすためにしていたこと、それにも限界がきたからこその願いなのだと。

「もうこんな年だし、寂しいとか誰にも言えっこない……。お金だけ渡されてもなんの意味もないんだって……」

　愛羅の両親は社長の立場にある。『仕事に影響がでないように』と家族に打ち明けることもできないのだろう。そして。家庭環境を伝えることで友達に同情されることも嫌だったのだろう。

　龍馬だってその気持ちは痛いほどわかる。成人を迎える前に両親が他界したという家庭環境は親友の雪也にさえ話していないのだから。

　龍馬と愛羅の決定的な違いは『きょうだい』がいるかどうか。龍馬には姉のカヤがいる。話し相手であり相談相手であり、構ってもくれる身近な存在。

　だが、愛羅は一人っ子だ。

　話し相手も構ってくれる相手もいない。独りぼっちな時が多く、鬱憤を晴らすことも難しい。愛羅はまだ高校二年生であり、両親の支えが必要な時期。親の代用を必死に探していた。その代わりとなるものとして見つけたのがお兄ちゃんという存在だったのだ。

「あのねぇ……もっと早く相談してよ。そんな悩みは」

　面白半分でお兄ちゃんを作りたかったわけではない。寂しさを埋めるためにお兄ちゃんを作りたかった愛羅なのだ。前者と後者では曲折するように捉え方は変わる。龍馬が出した結論はただ一つ。『見過ごすことができない』だった。

「……うん、気が変わった。その契約結ぶよ」

「っ!?」

　大きく頷いた龍馬は愛羅の手から茶封筒を奪い取った。言葉だけでなく自ら行動で示したのだ。

「よくよく考えたら一ヶ月一五万円は破格だし、これを受けないなんてどうかしてる」

　一五という札を数えることなく茶封筒に戻したのは龍馬なりに愛羅を信頼している証あかし。

「同情すんなっての……。それが一番嫌なんだし……」

「いや、してないけど」

「同情した顔してんじゃん。ウソつくなし……」

「その言い分なら俺は常に同情した顔をしてるんだけど」

　龍馬は本当に同情なんてしていない。同情されたくない気持ちは知っているのだから。

　ただ、普通よりも優しい顔をしているのは間違いないだろう。愛羅の心情を理解すれば当然のことだ。

「それに愛羅に同情してたらお金は受け取らないって。俺の利益になると思ったから受けただけ。そこは間違えないでよ」

　というものの、お金を受け取った理由は同情していないと示すためではない。契約を交わした状況を作ることにより愛羅に気を遣わせないため。

　この現状なのだ。契約金を受け取ったがこれをどう扱うのかは決まっているようなもの。

「その言い方ウザいし……。じゃあなんで理由とか聞いたし……」

「だから気が変わったんだって」

「ウソばっかり」

「……まぁ、お金をもらった分の契約はちゃんと守るから安心してよ。契約を結ぼうとしたってことはなにをしたいかは考えてるんでしょ？」

「考えてる、けど……」

「じゃあ次はその考えたことをするとして、本題も終わっただろうしそろそろ帰るよ？　もうすぐ補導の時間になるから」

　再度、スマホの時計に目を通した龍馬はベンチから立ち上がり愛羅を促す。

「今日も送ってくれんの……？」

「夜遅いんだから一人で帰させるのは心配なんだって」

「あんがと……センパイ」

「あっその代わりというのはなんだけど今日のことは全部秘密にしてくれる？　いろんな人にバレたらお互いに不都合があるだろうから」

「アーシから頼んだんだから秘密にするって。この関係を崩したくないしさ」

　どこか恥ずかしがるように金髪に手を伸ばす愛羅だ。それでも表情がいつも通りに戻っている。それだけで救われた気分だった。

「って、ほら早く帰るよ。早くベンチから立ち上がって」

「んー、センパイがアーシの手掴んで立たせてくれないと動くスイッチ入んないかも」

「え……？」

　お金を受け取った時点で契約の開始。今までにはなかった甘え方を見せてくる愛羅だ。

「わ、わかったよ……。ただ、愛羅と違って手を繋ぐとかあんまり慣れてないからそこは突っ込まないでよ？」

「アーシもおんなじだから一緒」

「はいはい、信じられない」

「あー、もしかして嫉妬してる？　アーシの手をそんな独占したかったんだ？」

「俺に手を握るように要求してきたのはどっちなんだか」

　呆れたように近づく龍馬は、差し出された愛羅の手を掴んでベンチから立ち上がらせた。

　愛羅の手はしなやかで熱を帯びたように温かい。思いっきり力を加えようものなら折れそうなほどに細い指先でもあった。

「って、センパイ慣れてないとか言いつつ、ためらいなく握ってきやがるじゃん……」

「握ってきやがるってなんだよ。愛羅から頼んできたんだからこうなるって」

「それでもふつーに慣れてるでしょ。センパイ照れもしなかったし」

「迷惑客相手に照れたりする要素はない」

「ハーッ!?　もういい、絶対照れさせてやるし！」

「はいはい期待してます」

「ウッザ！　煽あおんなし！」

「はははっ、それはごめん」

「笑うなし！　謝るなしっ！」

　龍馬の煽りにますますヒートアップする愛羅だが、本気になっているわけではない。場を明るくするためのもの。

　相談時のような空気はもうない。バイト先であるような騒がしさがある。




　その帰り際である。

「……ね、お兄ちゃん。さっきのあれ、アーシの本心ぽいやつもセンパイを落とす作戦だったとか言ったら……怒る？」

「涙出そうな目をしてた時点でありえない」

「そ、そそそそんなのしてないし」

「はい嘘つき」

　毎度毎度バイト先で邪魔をしてくる愛羅だからだろうか、この下手に強がった姿を見てちょっかいを出したくなる龍馬だった。

「──ッ!?　ちょ!!」

「ん？」

「ん？　じゃないし！　い、いきなり頭触ってくんなしっ！」

「こーんなにも立派な兄に対して嘘をつくからでしょ？」

　隣に並びながらポンポンと愛羅の頭に優しく手を置く龍馬は、安心させるように冗談を交えながら微笑んだ。

　そんな表情で一瞬目が合えば愛羅の勢いはすぐに収まる。

「べ、別にウソとかそんなんじゃないっての……バカ。バカお兄ちゃん」

「はいはい」

　悪口を連発で飛ばされるが、それ以上の抵抗はなく頭を撫なでられながら顔を下に向けた姿を見れば誰だってわかるだろう。これが愛羅なりの照れ隠しだと。そしてもう一つ、愛羅が呼び方を変えていたのは気にしない龍馬である。

　今日という日を境に、二人の関係に変化が生じたのは間違いないだろう。
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「ただいまー」

　誰もいない家。パパママは帰ってきてない。挨拶が返されないこともわかってるけどちゃんと言うのがアーシの日常。

　挨拶しなかったら少し気分が下がる気するし。

　玄関で靴を脱いでアーシは二階にある自室に向かう。もう十数年と住んでる家。明かりがなくても感覚でわかる。

『ガチャ』

　部屋のドアの取っ手を引いて明かりのスイッチを押すとすぐに明かりがともる。

　アーシはバッグを床に置いて──。

「今日大収穫したしーっ！」

　そのままベッドにダイブした。

　布団に顔が擦れて少し痛いけど、センパイに送ってもらった時からずっとニヤニヤしてたからちょうどいい。

「どんだけ嬉しがってるんだっての、アーシは！」

　念願のお兄ちゃん作れたとかマジでヤバい。嬉しいし、恥ずかしいことめっちゃ言ったし顔から火が出そう……。足をジタバタさせちゃうくらい今の気持ちを抑えらんない。

　アーシは体を反転させて顔を触ってみる。でも、まだニヤけてる。でもさ、こればっかりはどうしようもないって。

　ずっとほしかった存在捕まえちゃったわけだし。それもセンパイがお兄ちゃん役してくれるとか宝くじで一等当てるくらいの運を使ってると思う。帰り際に連絡先も交換できたし嬉しいことだらけ。寂しくなった時とか、構ってほしい時はいつでもメールができるってことだしさ！

　最初にセンパイがこのマフラー貸してくれて助かった。顔を隠せるものがなかったらセンパイにからかわれてたから。『なにニヤけてんだよ』みたいにさ。

「……あんがとね。センパイに変な目で見られずに済んだよ」

　メルヘン的になっちゃうけど、アーシは首に巻いたマフラーを取って言う。

「あっ!?」

　そこで気づくよね。アーシがそのままセンパイのマフラーを持って帰ってきてること。マフラーを返してなかったことに。

　しかも、タグ見てビックリした。

「これブランド品じゃん……」

　あったかかった理由がやっとわかった。多分だけどこれ、値段にしたら二万くらいするやつ。でも、センパイってケチだしこんなブランド品買わないはずなんだけど……。

　ってなったら誰かにプレゼントされたとか？

　正直、可能性はめっちゃあるんだよね。センパイってケチだしひねくれてるけど妙に大人っぽいし。一応、顔とか性格も悪くないし。

「んー」

　なんかモヤモヤする。女の匂いがするっていうか。

　マ、お姉ちゃんがいるって言ってたからそっちの可能性もないことはないんだけど。……ってかセンパイ、なんでマフラー返してって言わなかったんだろ。

　マフラー返されてないことには気づいてたはず。

　確信があるってわけじゃないけど、あのセンパイって貸し借りのことは絶対覚えてる人だから。ケチだから自分が損することは忘れない性格だし、特にこれ高いマフラーだし。じゃあなに？

「今日はこのマフラーで寂しさ紛らわしとけ的……な？」

　な、なんとなくそんな気がする。なんかそう考えたら思い通りに動かされてるようでウザいけど……あるに越したことはないんだよね。

「うん、棚からぼた餅ってことにしてあげる」

　思いついたことわざ。

　思いがけない好運を得ること。労せずして良いものを得ること。今の状況だとピッタリ。

「くんくん……。マフラー巻いた時から思ってたけど、めっちゃいい匂いするよねこれ。どんな洗剤と柔軟剤組み合わせてんだろ。それともセンパイの家に置いてる芳香剤とか？」

　アーシはマフラーを畳んで、もうちょっとだけ匂いを嗅ぐ。

　センパイの服がクサいとか言っちゃったけどそんなことない。実際はめっちゃいい匂い。匂いに気を遣ってるのがわかるくらい。

　女かって感じだけど、そんなところに手を回してるからモテてる感じもする。なんかそうなるとアーシも手を打つしかないんだけどさ、お兄ちゃんには手を出すな的なやつを。
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　だって契約したのに『今日は他のオンナとデートだから』みたいに断られるのは最悪だし。

「マ、今日はこれ渡してくれたから大目に見るけど。……とりあえずアーシの匂いだけはつけとこ」

　貸してくれたってことは自由に使っていいってことだしね。ならいろんなことに使っちゃう。この匂いがあればすぐ寝られそうでもあるし。

　アーシの匂いがついてるって気づいた時が楽しみ。センパイどんな感じに怒ってくるんだろってね。

「にしし、お兄ちゃんかぁ」

　今になって実感が湧いてくる。アーシは無意識にベッド棚の中からとある漫画を取り出した。

『寂さみしがり屋やの妹わたしは恋愛感情ヌキ!?　なのでお姉ちゃんの彼氏に甘えます！』

　題名で引き寄せたい感満載だけど、これはアーシが初めて買った漫画。お兄ちゃんがほしくなった理由になった漫画。

　アーシが大ファンなんだけど、ラノベの絵も描いてラブコメ漫画も描いてる漫画家のでびるちゃんがいいねを押してた本。アーシのツイットのアカウントにまで流れてきたやつ。

　四コマの試し読みして続きが気になったからすぐに買った。

　内容はタイトルの通り、寂しがり屋の妹ちゃんがお姉ちゃんの彼氏に甘える話。妹ちゃんはその彼氏をお兄ちゃん呼びで、本当のお兄ちゃんみたいに甘えてんの。

　その度にお姉ちゃんは嫉妬したり、怒ったりする。

　妹ちゃんが甘える理由は、お姉ちゃんが彼氏を作ったことで前のように構ってもらえなくなったから。現実なら妹ちゃんはサイテーなことしてるけど、フィクションだから違和感なく読み進められた。

　妹ちゃんは好き勝手し放題。

　なにかと理由をつけてお姉ちゃんの彼氏とお出かけにいったり、膝枕を要求したり。姉の気持ちになってみたらモヤモヤするかもだけど、アーシは妹ちゃんに感情移入してたんだよね。妹を応援してた。

　アーシも寂しい思いをしてる一人だから。構ってほしいって気持ちは痛いほどわかるから。面白くてすぐに二巻、三巻って買って気づけばあと一巻で最新刊に追いついてた。勉強もサボりそうになるくらいにどハマり。気持ち悪わるって思うかもだけど、学校でも妄想してたくらい。

　その漫画のせいでお兄ちゃんの存在がどんどん羨ましくなった。

　だからさ、ホントビックリしたんだよね。

　最新刊の漫画を買おうとしてあの書店に寄った時、その漫画に出てくる姉の彼氏がいた……じゃなくって、それくらいに似た書店員がいたから。

　髪のセットの仕方も一緒だし、身長もおんなじくらいだったし。

　その書店員がセンパイになるわけだけど、アーシの思考がおかしいのは承知でこの人とかかわってみたいって思った。

　もしかしたら漫画に出てくる妹のように構ってくれるんじゃないかって。

　だからアーシはどうにかしてセンパイと関係を作りたかった。仲良くなりたかった。

　仲良くなるには会話する以外にないから、ネットからお兄ちゃんモノを適当に調べてセンパイに質問しにいったわけ。これで自然と会話ができるじゃん？　お兄ちゃんモノばっかり選んだ理由はできるだけセンパイの印象に残るようにってね。

　その書店で見たこともない店員だったから新人だと思った。

『その漫画はどこにあるかなぁ』なんてセンパイの声を期待して『じゃ一緒に探してくれる？』なんて共有した時間を作るためのセリフを考えてたけど、あのセンパイはスラスラと答えやがったんだよね。一年も働いてるからって言われたらそれまでだけど、センパイめっちゃ仕事できる人で、めっちゃ丁寧な接客をしてくれた。

　でもね、それはそれでちょっと残念だった。漫画に出てくる彼氏の性格が全然違ったから。

　顔とか体格が似てるだけで偶然すぎるんだけど、やっぱ漫画の通りの性格じゃなかった。

　だけどね、だけど……センパイが素を出した時にわかったわけ。性格まで似てるってさ。

　ウザそーにするけど、なんだかんだお願いを叶えてくれる。めんどくさそーにするけど、なんだかんだ優しくしてくれる。

　漫画の妹のつもりはないけど、アーシの中でお兄ちゃんはこの人しかいないって思った。

　最初はかかわれたらいいなって思ってたけど、いつの間にかこう考えてた。

　だから本当に嬉しい。狙ってたセンパイ落とせたしさ。

　一五万は使ったけど、アーシにとっては妥当な金額。

　パパは言ってた。『お金は自分を守るためにある』って。『だから貯金しときなさい』って。

　今までお金を使うものがなかったから意味わからなかったけど、その通りだった。

　センパイはお金がなかったらアーシのお兄ちゃんにはならなかっただろうから。でもそれが普通。対価もなしに要求を呑むのは漫画の中の勇者くらい。そんな都合のいい話があるのはフィクションの世界だけ。

　現実はそう甘くない。甘くないけどセンパイがアーシのお兄ちゃんをしてくれるだけでチョロくなった感じもする。

　頑張ったことがあれば褒めてくれる。悪いことしたら𠮟ってくれる。お喋り相手にもなってくれるとか最高。

　これで毎日が寂しいわけじゃなくなる。それどころか、センパイにいっぱい甘えられる。

「どうしよ……なにしてもらおっかなー。やっぱ膝枕とか？　あ、おんぶとだっこもしてほしーけど」

　フィクションとかいってもリアルを参考にして漫画は描くって言うくらいだし、世の中の妹はお兄ちゃんにこんな感じで甘えてるはず。変な要求じゃないよね。

　でも……おんぶとかだっこって普通に胸が当たりそうだけど、どうするんだろ。

　アーシは胸に手を当てる。自慢じゃないけど周りのクラスメイトと比べたら成長早い方なんだよね。

　やっぱり漫画みたいに押しつけるもんなの？　ってか、押しつけなくても当たると思うけど。心臓の音バレないならなんでもいいんだけど……マ、漫画の通りにすればいっかな。

　兄妹の教科書と言えば漫画だし。

　あー……。アーシ、これからセンパイにいっぱい甘えられるんだ。やっば、めっちゃ恥ずくなるし緊張ヤバ……。

　妄想しただけなのに心臓めっちゃ速く動いてる。

「センパイ……」

　アーシはセンパイのマフラーに顔を埋めてベッドに寝転がる。

　早くセンパイに会いたい。とりあえず今日はマフラーで我慢するけどめっちゃ甘えたい。

　でも、センパイに甘えよーとか考えるとめっちゃ顔が熱い……。今耳まで赤くなってる気がするし。

　なんかラブコメの世界に入り込んだみたい──。

「あっ！」

　ラブコメで思い出した。今日はでびるちゃんの新作漫画がツイットに投稿される日だってこと！

　漫画をベッドの上に置いてすぐにスマホに触る。でびるちゃんのアカウントに移れば二時間前に出されてた。

　すぐにタップして内容に目を通す。

「ん？　『ほんとのことかもしれない』が題名？　なにこれ。でびるちゃんのリアルを元にしてるってこと？」

　マ、そんなことを気にすることはないけどね。フィクションでもノンフィクションでもでびるちゃんの漫画はホントに面白いし。二時間前なのにいいねがもう二万を超えてる。アーシは画面をタップしてすぐに読んでいく。

「うっわ、この設定スゴ……」

　簡単に説明すればカップルがイチャイチャデートする内容なんだけど、そんな単純な話じゃない。ヒロインが会社を通じて彼氏役の男を買ってるんだよね、お金で。

　なんかアーシと似たようなことしてる……。

「って、えっ!?　この服装って……」

　一人でいるのに声が出るくらいに驚いたことがある。ヒロインが買った彼氏役、今日センパイが着てた服と一緒なんだけど……。

　最後まで漫画を読めば、ツーショットの写真を撮ったところで終わってた。

『ほんとのことかもしれない（一）』って書いてるから続きがあると思うけどかなりリアリティーがあった。

　なんか内容だけ見れば本当っぽい。リプにもそんなの多く書かれてるし……。って、さすがにアーシみたいにセンパイを買ってる人はいないか！

　とりあえずいいねを押して『満足！』ってにっこり絵文字と一緒にしてでびるちゃんにコメントを残す。

「さてっと。でびるちゃんの漫画も堪能したし、お風呂に入って早く寝よっと」

　スマホとマフラーをベッドに置いてアーシは立ち上がる。

「にしし、とりあえず明日はこのマフラーつけてガッコいこ」

　バレたら怒られるだろうけど、寒かったからって伝えたらイチコロだしね、センパイは。

　そんな性格だからアーシみたいなのに絡まれたりするって気づかないの本当バカ……つってね。
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「ハッ!?　もう三回も代行しただと!?　っていうか龍りよう馬まあのバイトやってんのかよ！　オレそんな話聞いてねぇぞ!?」

「今まで雪ゆき也やに聞かれてなかったし、人に言えるような話でもないでしょ……？」

「た、確かにその通りだわ」

　雪也に代行のバイトを紹介されてから三週間が過ぎている。

　龍馬は一週間に一回、日曜日に指名依頼を受けていた。その相手は龍馬が初めて恋人代行をした人物、柏かしわ木ぎ姫乃である。

　未いまだ一人にしか依頼をされていない龍馬だが、新人にしてはかなり多い回数をこなしていると会社から褒められたほど。

「って、三回代行したってことは三人とデートしたってことだろ？　モテモテだなぁお前は」

「それが実は一人なんだよね。ありがたいことにその女の子が指名してくれてるって感じで……」

「いやいや、それもそれですげぇことだぞお前。しょっぱなから指名されるってのは。んでその依頼者の歳としは？　龍馬より年上なのは間違いないだろうが」

「それが俺よりも年下なんだよね。大学一年生って言ってたから」

「年下!?　おいおい大学一年ってことはオレの彼女とタメじゃねぇか。そんな歳から依頼するとか随分とマセてんなぁ……」

「俺も最初はそう思ったんだけど、今までデートしたことがない子らしくて」

「なんかオレの予想がめちゃめちゃ外れてんだが……。じゃあ依頼してきた女の子が可か愛わいくないってのも間違ってる系か？」

「う、うん。両手で数えるくらい告白されたことがあるらしい」

「おいおい、さすがにその回数は嘘うそだって。サバ読んでるに違いねぇよ」

「聞くだけじゃそう思うだろうけど、多分本当だと思う。隣を一緒に歩いてたらすれ違う人に嫉妬されるくらいだし……」

「マ、マジカヨ」

「うん。着てる服も可愛かったよ。ゴシック系のファッションっていうのかな、あれは」

　細部にまでこだわった造りをしていたあのワンピース。オーダーメイドで作っているのだろうか、姫乃のファッションは今でも脳裏に焼き付いている。

「それまた特殊な格好してんだなぁ……。一般的にそんな服着てるってめっちゃロリじゃねぇの？」

「正直にいうと……うん。童顔で身長が一五〇センチあるかないかだったから」

「ガッチガチじゃねぇか！　ひぃー、そんな可愛い子とデートできて金までもらえるとか羨ましすぎるぜ」

「あーあ。雪也が彼女さんに怒られる」

「まー、冗談だがな？　冗談！　……ははは、マジで秘密な」

　ベシベシ龍馬の肩を叩たたく雪也は口元を引きつらせたまま空笑いをする。そして、真顔のマジトーンで言葉を添える。

「そ、それで性格はどうだったんだよ！　そのロリ依頼者ってのは」

　あからさまな話題変換だが、ここで雪也の彼女の件にツッコミを入れても話は進まないだろう。龍馬は素直に乗ることにした。

「ちょっと無口ではあったけど接しやすいよ。ちゃんと目を見て話してくれるし、話題も振ってもらえるし。こんな関係じゃなかったら友達になりたいくらいで」

「ほー、でもよくやるよなぁその依頼者は。大学一年で代行の金を払えるとかそうそうできねぇだろうし経済力ヤバすぎだろ」

　三時間の代行をしたとしても会社の仲介料が発生する。それだけでなく代行中の費用は全て依頼者持ちになる。デート場所によっては一日に三万円を超えたりもするだろう。

「俺もそう思うよ。仕事をしながら大学に通ってるって話なんだけど、なんの仕事をしてるのかは詮索しなかったよ。気になるけど聞かれたくないって雰囲気を出してたから」

「まー、楽しめてんならオレも紹介した甲か斐いがあるってもんだ」

「本当にありがとう。ただ、演技をするからとても疲れるけどね……。素を見せたりしたら嫌われそうだし」

「別に龍馬の素ならなんの問題もねぇだろ。今度その依頼者に言ってみたらどうだ？　『素を出したいんですけど』って」

「そんな勇気ないって！」

「お前は素行不良でもねぇんだし、嫌われることはねぇと思うんだがなぁ」

　そんな代行の話で盛り上がっていた矢先、雪也は眉を上げて頭上に豆電球を浮かべた。

「あのさ、今の話を聞いて思ったんだが」

「ん？」

「その依頼者ってロリリンに特徴が似てんのな。大学一年で可愛い系、無口、ゴスロリファッションって」

「へぇ、ロリリンってそんな感じなんだ？　まぁ……あだ名である程度の容姿は想像できるけど」

「今度見にいってみろよ。仲良くなれたりしたらその依頼者からもっと好かれるように立ち回れるかもだぜ？　マジで特徴似てるし」

「その通りではあるけどやめとくよ。見にいったところでその人と会話できる自信はないから」

「冷めてんのなぁ。可愛い女がいるって情報聞いただけで直行ダッシュしてもおかしくねぇのに」

「客観的に見て直行ダッシュする方がおかしい人だって」

「男として正しい行動をするなら直行ダッシュだろ」

「……ま、まぁ」

　可愛い女性や綺き麗れいな女性を見ればテンションが上がる。思春期真っ盛りの中学や高校時、そんな男子が高割合を占めていただろう。雪也の言っていることはあながち間違ってはいない。

「で、でもさ、もしそのロリリンって人が俺の依頼人だったらって想像すると冷や汗が止まらないよ。どう接していいかもわからないし、このバイトしてるって他の大学生にバレるわけにもいかないし」

「なに言ってんだよ。同じ大学の先輩後輩が～なんてあるはずねぇって。どんな確率なんだよそれは」

「そ、そうだよね」

　この恋人代行のバイトをしていることは、姉であるカヤにすら言えていないのだ。雪也のようにこのバイトを紹介してもらった相手ならまだしも、この大学の在学生にバレると変な噂うわさが立つ可能性がある。もちろん依頼者である姫乃にも。

　また依頼者と代行者が同じ大学に通っているなんてことになれば厄介ごとが必ず発生するだろう。一度、龍馬は姫乃とのデートを姫乃の友達に目撃されている。付き合っていると誤解させたままでもあるのだから。

「まー、安心しろって龍馬。ロリリンはそんなサービス利用するわけねぇから」

「それはどういう意味？」

「ロリリンは彼氏に興味ねぇって公言してるってこった」

「な、なんだよそのオチ！　もっと早く言ってよ！」

　不安の解消で、気を張っていた肩を緩ませる。ほっと安あん堵どの息を吐く龍馬だが一つ忘れていることがある。

　デート時、亜あ美みと風ふう子ことの会話。

『彼氏がいらないとか言ってた理由ってりょうまさんって彼氏がいたからなんだねぇ？』なんて一言を亜美が漏らしていたことを……。
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　龍馬と雪也が話していた数時間後のこと。中東国立大学の昼休憩時間である。

「はぁ、さすがはひめのだ。彼氏の情報を全く公開してくれないしぃ。デート目撃から三週間も経たつのに！」

「秘密主義ここにありって感じだよねー。あたしがアミと協力すれば姫乃っちの頑かたくなさを突破できるとは思うけど」

　経済学科で学ぶ亜美と、流通学科で学ぶ風子は大学のテラスでお弁当を広げていた。

　話題の中心人物である姫乃は昼休憩に入ると同時に、二人からの追及を避けるために避難したのである。

「ふーこの尋問から逃れられる人はいないもんねぇ。粘り勝ちするっていうか」

「あたしのカレシもこの尋問にはお手上げってね」

「まあ男好きのふーこが彼氏に尋問できる立場かねぇーと思うわけですけどねー、ウチは」

「男は好きだけど、彼氏にしたいとかの好きじゃないからね？　二股する気とかさらさらないし」

「それでもふーこの彼氏が可か哀わい想そうー。ひめのを見習ったら？　ひめのは彼氏一人いれば他の男と仲良くする必要はないってタイプだし。そっちの方がふーこの彼氏も安心するでしょ」

　母親に作ってもらったお弁当をパクパク食べ進めながら話を膨らます亜美。お互いにおしゃべり好きなこともあり会話が止まることはない。

「一人じゃ物足りないみたいな言い方なに!?　あたしも彼氏一人いれば十分だって！　ただ、ある程度の男と知り合ってた方がカレシを嫉妬させられるでしょ？　その顔がすっごく可愛いからさー」

「出たよノロケ。早く話変えてくれないとウチがふーこの首に手をかけそう」

「じ、じゃあ話変えるんだけど！　龍馬さんってどこの大学通ってるんだろうね？」

　冷や汗を浮かべる風子はあからさまな話題転換をするが、これは実際に気になっていることでもある。

「少なくともここの大学じゃないでしょ？　もし通ってるならふーこの彼氏みたくカッコいい的な噂が出るだろうし」

「出るだろうしじゃなくて絶対出るって。そもそも姫乃っちのカレシってだけでぶっちぎりの話題性があるんだから。ロリリンって名前を聞いたことない在校生はいないでしょ」

「あー、そうだったそうだった」

「龍馬さんも別の大学で人気者だろうし、姫乃っちも人気者だし、そんな二人がこっそりお付き合いしてるとかお互い背徳感ありありだろうなー」

「それに、あれだけ大事にされてたら幸せだろうねぇひめのは」

「姫乃っちの無表情さはあいかわらずだけどね？」

「あぁ、それがそうでもないよ。同じ学科じゃないからふーこがわからないのは当然だけど」

「え!?」

「少し前なんだけどねぇ、ひめのがスマホの画面を見てニヤニヤしてたわけですよ」

「ほう。それはそれは。で、なにを見てたんですかい？」

　悪人っぽくニヤリと口元を崩す亜美。その表情で面白い話が出されると察したのだろう、風子まで口角を上げている。

「ズバリ！　りょうまさんとのツーショット写真。それも恋人繋つなぎをしながらの写真！」

「ふわぁお！　完全にアツアツじゃん!!」

　恋バナとは楽しいものだ。特に親友が絡んでいるとなればこの盛り上がりも普通である。

「それ見てひめのとふーこがホント羨ましくなったよ。あと一ヶ月後に迫ってるリア充イベントを楽しめそうでさ」

「あー！　あれれ!?　アミはクリボッチなのかな!?　いつメンの中で一人だけクリスマスボッチなのかな!?」

「その煽あおりは効かないよーだ。まだ一ヶ月あるから希望はあるもーん！　ただ最近はイライラしっぱなしでそれどころじゃないけどねッ！」

　握り拳を作った亜美は感情を込めるようにしてテラスの台にドン！　通称、台パンを食らわせる。

「え、なにがあったの？」

「数日前に街中がイルミネーションでライトアップされたじゃん？　クリスマスシーズンに入ったから。あれが原因なんだけど」

「ほう……？　イルミネーションって綺麗なのにイライラするの？」

「そっちじゃなくってその日を境にイチャついたカップルばっかり見るようになったからッ！　なんで非リア充に見せつけるんだろうねぇあそこの連中はッ！　ひめのを見習ってこっそりイチャつけばいいものを!!」

「もう嫉妬しすぎだって……」

「恋人繋ぎならわかるけど、なんで肩抱いて歩いてるんだか！　歩きづらいでしょあれ!!」

「温かくなるし幸せになれる」

「なんで一つの手袋に一緒に手を突っ込んでるんだか！　使い方間違ってるでしょあれ!!」

「温かくなるし幸せになれる」

「なんで一つのマフラーを一緒に巻いてるんだか！　引っ張られて勝手悪いでしょあれ!!」

「温かくなるし幸せになれる」

「ムキぃぃいい!!」

　リア充の風子、全て即答である。

「アミ、あたしは応援してるよ。アミにもカレシができるように」

　そして、温かな目を向けて亜美をあやす。

　普通ならこれに対し『煽るな！』『マウントを取るな！』と返してくる亜美だが、イチャイチャ現場を何度も目撃し心がやられているのだろう。すがってくるような声色で助けを求めていた。

「ウチに彼氏の作り方を教えてよ、ふーこぉ……。このままじゃふーこから教えてもらった恋人代行を使っちゃうことになるよぉ……」

「あっ、それはそれでいいんじゃない？　もしかしたら龍馬さんくらいの男がくるかもだし！」

「気が引けるんだってー！　冷静に考えたら怖いしーっ！　初めての人と会うわけなんだから！」

「あのサービスを利用する人ってかなり肝が据わってるよね」

　この肝が据わっている人物が二人の親友である姫乃だとは思いもしていないだろう。

　そうして、なんだかんだで話に花を咲かせた二人。大学の昼休憩終了まで残り五分弱になる。

　昼食を食べ終えた後、二人は大学の廊下を歩きながら恋バナの余韻を楽しんでいた。

「はぁ……。あんな話してたらますます彼氏がほしくなったよおー。りょうまさんの男友達を誰か紹介してくれないかなぁ。あっ！　これひめのに頼んだらどうにかしてくれそうじゃない!?」

「姫乃っちのことだからカレシに迷惑がかかることは絶対頷うなずかないだろうし、紹介されたら紹介されたで龍馬さんと同等の男が出てくると思うよ？」

「それでいいじゃん！」

「はい贅ぜい沢たくすぎっ！」

　ベチッと亜美のおしりを叩く風子に「それもそっか！」と笑声をこぼす亜美。

　盛り上がりは絶えずに二人で教室に向かっていたその時である。正面を見ながら突然目を見開いた風子。

　──出会いは本当に偶然であり、いきなりである。

「あーっ！　龍馬さんじゃないですかっっ!!」

「え……？　あ、あ──っ!!　りょうまさん、この前ぶりですー！」

　風子の言葉にその人物を二度見。状況を理解した亜美はカッと両目を開くと前髪を下ろしメガネをかけた龍馬に挨拶を飛ばす。亜美もイメチェンした龍馬に気づいたのだ。

「おっ！　二人ともお久しぶりだね」

「そういえば龍馬さん今日はワックスつけてないんですね!?　しかもメガネかけてるし！　って、イヨンで会った時とめっちゃキャラ違うじゃないですか!!」

「別人みたい……」

「あはは、毎日となるとめんどくさくてね……。大学の時は基本こんな感じで溶け込んでるよ」

「なんか……なんかもったいないですよ!?　姫乃っちとデートしてた時みたいにしてた方が絶対いいですって！　ね、アミ！」

「う、うん。絶対そっちの方がいいですよっ！　それか前髪を切ってみるとか！」

「そう言われると悪い気はしないなぁ。アドバイスありがとうね……っと、ごめん。講義があるからもういかなきゃ」

　学生の身、時間に追われる日々を過ごしている。遅れるわけにはいかないため強引に話を切る龍馬だ。

「それじゃあまた。お互いに講義頑張ろうね」

「ありがとうございますー！」

「がんばりまーす！」

　自然に、ナチュラルに会話を終わらせ、そのまま背を向ける龍馬と二人。

　廊下を数歩進み、少しの距離が開いたところでとある違和感に気づくのだ。

「え？」

「あ？」

「へ？」

　右から順に、龍馬、亜美、風子。

　三者三様の声が同じタイミングで発され、歩みを止める。非現実的な世界に迷い込んだようにゆっくりと振り返る。そして一対二で絡み合う視線。

『……』

　全員が頓とん狂きような顔をしながら口を閉ざす。そのまま三秒から四秒が経ち、脳裏で状況を理解した瞬間である。

「なっ、な、なぁぁあああ!!!!」

「ぇぇぇええええええええ!!!!」

「なんでぇぇぇぇええええ!!!!」

　ミーティングをしたかのように同じタイミングで三人が指差す。『なんでここにいる!?』なんて言うまでもないリアクション。

　なんの前触れもなく互いの大学を知ってしまう事態。龍馬にとっても姫乃にとっても厄介ごとを生む最悪の出会いを、ここにて果たしていたのだ。
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　三限の講義中である。

「……」

　姫乃は感じ取っていた。

　ゴゴゴゴゴッッ！　なんて漫画で表現されるような重圧を。

　なにかを訴えたくてたまらない、そんなギロギロとした亜美の熱視線を。

　講義中だからであろう、喋しやべりかけてはこないが休憩時間になれば必ずなにかを言われると確信していた。

　心当たりがないからこそ、本題を掴つかめないからこそ怖いのだ。

　一応は知らんぷりを続けながらノートにシャープペンシルを走らせる姫乃。普段からまるっこくて小さめの字。女の子らしい字が今では波線で書いたような文字になってしまっている。そう、指先が震えているのだ。

　姫乃はまばたきを数十回とする。気持ちを切り替えるように、勇気を振り絞るようにして、チラッと隣席に座る亜美に視線を送った。──そこから返ってくるのはこれ。

「えへぇ」

「……っ!?」

　亜美本人のものだとは思えない重低声。巨人が人間を見つけた時に見せる恐怖の微笑ほほえみ。姫乃は風を生み出す勢いで顔を逸そらした。

『逃げなきゃ……』

　体中から避難警報が鳴る。嫌な予感しかなかったのだ。

　恐怖に耐えること数十分。やっとのことで大学のチャイムが鳴り講義が終了する。

　姫乃はそそくさと筆記用具を片づけ、すぐに教室を出ようとする──が、ずっと監視していた亜美から逃げられるはずがない。

「ひめのぉー。いきなり逃げようとするだなんてちょっと酷ひどくなぁい？」

「……用事、あるだけ」

　逃亡を予期していたかのようにパシッと姫乃の手首を掴んだ亜美。

　姫乃はこの大学でも上位を争う小柄な体型。なおかつ運動経験は小中高で行われていた体育だけ。それに加え現在進行形のインドア派。筋肉量は平均より少なく全体的にぷにぷにとした体をしている。

　その一方で体を動かすことが大好きな亜美は程良い筋肉がついている。身長差だってあり、身体的な能力だって違う。

「んっ……」

　振ふり解ほどこうと片腕を揺らす姫乃だがビクともしない。そう、亜美に腕を掴まれた時点で姫乃の敗北は決まっているのだ。

　今の姫乃を例えるならば、体が反転して起き上がれなくなった亀。ゴキちゃんほいほいにかかってしまったゴキちゃん。その場から動くことも逃げ出すこともほぼ不可能な状態にあるということ。

「……」

　姫乃は抵抗をやめる。無言のまま、とぼとぼとした足取りで座っていた席に戻って腰を下ろした。

「な、なに、亜美」

　そうして、刺激を与えないように自ら話題を振る。

「大したことじゃないけど、ひめのに一つ文句言いたくってねー？」

「……」

『文句』のワードを聞いた瞬間、萎い縮しゆくしてしまう姫乃は紫のまあるい瞳を潤うるませる。こんなにも可哀想な状態を気にもしない亜美は止まらない。

「あのさぁーひめの」

「ん……」

「ひめのってば、あんた……あんた……」

　姫乃を睨にらむように鋭い眼光を向けた亜美は、

「ホンット！　ズルいよぉぉおおおおお！」

　鬼ですら怯ひるむだろう剣けん幕まくで声を上げた。文句とは言うが、嫉妬の割合が大半を占めている。これはもう八つ当たりと判断してもいいだろう。

「……え？」

　その一方であんぐりと口を開ける姫乃。突然こんなことを言われ状況を飲み込める人間はいないだろう。姫乃の反応は当たり前だ。

「チートじゃん。発見チート能力じゃん!!　ワックスつけてメガネ取っただけであそこまで激変する!?　最初りょうまさんだって全然わからなかったんだけど、ウチ！」

「話が、見えない……」

　この話を聞いて全てを理解できるのは同じ現場にいた風子だけだろう。

「あんな隠れイケメン見つける能力があるならウチにも教えてよ！　彼氏ほしいの知ってるでしょ!?」

「亜美、落ち着いて」

「落ち着けるわけないでしょ！　大学とプライベートで容姿変えてるって！　容姿変えてるのはめんどくさいとか言ってたけど女が寄りつかないようにひめのに気遣ってるってことじゃん！　一番いいタイプの彼氏じゃんっ！　なんでひめのはそんな上玉捕まえてるわけッ!?」

「シ……シバの、こと？」

　彼氏のワードを聞いて、なんとかそう汲くみ取とった姫乃だが話の内容は全然理解できていない。

「シバのこと？　じゃなくってそうだよ！　もうバレてるんだからとぼけなくていいって！」

「姫乃、意味わからない……」

「意味わからないじゃないの！　彼女なんだから普段からあんな風に溶け込んでるのは知ってるでしょ!?」

「……ん？」

「はぁ……。まさかりょうまさんがウチ達と同じ大学だったなんてさぁ。そりゃあどこで出会ったとか付き合ってることを内緒にするわけだよ！」

「お、同じ……同じ大学……？　シバと……？」

「だーかーら！　ホントにもうとぼけなくていいって！　ウチとふーこ、さっきりょうまさんと廊下で会ったんだから！」

「あ、会った……」

　姫乃にとってこれはとぼけているわけでもなんでもない。素の反応である。亜美の発言を信じられるはずがないのだから。

「りょうまさんはどこの大学に通ってるんだろうって噂してたらまさか本人から答えが返ってくるとは。なんだろこの興奮と共にある羨ましい気持ちは……」

「…………」

　大きなため息を吐いている亜美を見ながら、姫乃は無表情のまま頭の中で会話を整理していた。

　亜美と風子が廊下ですれ違った。龍馬と。それはつまり大学が同じだから。

　姫乃の胸は騒ざわつく。それでも簡単に信じられるはずがない。代行者と同じ大学に通っているなんてことは……。

「姫乃をからかわないで」

「こんなことに嘘ついても意味ないでしょ！　確かにふーこが考えつきそうなイタズラではあるけど！」

「亜美もそのいたずらに乗ってる」

「ホントだって！　会って喋りもしたから！　っていつまでとぼけるつもり!?　もう証拠あるし！　いや、証拠出せないけど間違いなく話したし!!」

「……うそ」

　脳裏ではもう答えが出ている。亜美の反応をここまで見れば真実を述べていると。

　しかし、姫乃は受け止めたくなかったのだ。この現実を。

　厄介な問題が降りかかってくるのは予想するまでもないのだから。

「そもそもひめのが驚いてる理由がさっぱりなんだけど！　付き合ってるなら普通に知ってることでしょ!?」

「っ!!」

「んん？」

　ヒートアップした亜美は面食らった表情をする姫乃に怪しみの視線を向けていた。

　それはそうだ。一般的に彼女であれば彼氏の大学を知らないはずがない。知らないはずがないのにこのような態度を取ってしまえば違和感を与えるのは当然のこと。

「ねぇ、今のはどういうこと!?　付き合ってないわけじゃないんだし、よくよく考えればおかしいんだけど」

　追及が始まり危機感が積もっていく。龍馬が恋人の代行者であることは隠し通さなければならないこと。必死に頭を働かせる姫乃が口に出したのは……誤ご魔ま化かすことに特化したもの。

「て、照れ隠し……」

「照れ隠し!?　照れ隠しであんなにとぼけてたの!?　って顔赤ッ!!」

「み、見ないで……」

　内容が内容。普段なら逃亡しているほどの耐性のない話なのだ。姫乃は顔に手を当ててミノムシのようになる。

「ははぁん。ひめのってばそーんなにりょうまさんのこと好きなんだ？」

「つ、付き合ってるから、当たり前……」

「ラブラブだねぇ。大好きなんだぁ？」

「……」

「え、なにその無言！　嫌いなの!?　りょうまさんに言っちゃうよ!?」

「す、好き……に、決まってる……」

　ウブな反応こそ信しん憑ぴよう性せいを高める。一瞬で信じてもらうことに成功したが、その代償として亜美のおもちゃにされてしまっている姫乃だった。

「ひめのってば素直じゃないんだから。今日のお昼だって実はこっそりりょうまさんと会ってたんでしょー？」

「してない」

「そうなの？　りょうまさん一人で歩いてたからそうなんだと思ってたけど」

「一人……」

「あ、ちょっと安心した？　別の女の人と一緒に歩いてなくってさ？」

「なんでそうなる」

「だって今嬉うれしそうな顔してたじゃん。ちょっと目が大きくなってたし」

「なってない」

　亜美が言うことに間違いはない。実際には嬉しかった姫乃である。

「まあまあ、自慢の彼氏が狙われるかもーって心配はわかるけど、りょうまさんって上手に容姿を隠してるから大学じゃ平気だって」

「そ、そんなに違う？」

「彼女になるとそこにも気づけなくなるんだねぇ。ウチはふーこに言われて気づいたくらいだよ。言葉は悪くなるけど服装は地味で前髪は目にかかってたし、それでメガネもしてて……正直、近寄りがたい感じ」

「そう……」

　姫乃は気になっていた。大学の龍馬がどのような格好をしているのか。こうして自然な流れで聞き出すことができていた。

「姫乃が地味な格好をするように言ったわけじゃないんだよね？」

「ん、姫乃そんなこと言わない」

「それならなおさらりょうまさんを大切にしなきゃね。他の女子が寄りつかないようにあんな格好をしてるってホントいい彼氏じゃん！」

「あ、当たり前……」

　大学とプライベートで龍馬の容姿が違うのは恋人代行のバイトをしているから。身バレからのトラブルを発生させないように工夫していると依頼者なりの答えを導き出す姫乃だが、ここは亜美に便乗である。

「あっ、それでね!?　そんな自慢の彼氏を持つひめのに一つお願いがあるんだけどー！」

「なに？」

「ウチに男友達を紹介するようにりょうまさんに伝えてくれないかな!?」

「だめ」

「お願いー！　ひめののお願いならりょうまさんは絶対頷うなずいてくれるだろうし！」

「やだ」

　間を空けることなく拒否する。小首を左右に振って絶対に頷かない姫乃だ。

　そんな押し問答を続けること追加で五回。この光景を偶然目撃していた亜美の男友達が面白そうに首を突っこんでくる。

「おいおい亜美ちゃん、また男を集めて遊びいくのかよー。あいかわらず大学生活楽しんでるなぁ」

「またじゃないわ！　そんなの一回もできてないわ！」

　姫乃はこの大学の有名人だが、亜美もまた友達が多いことで有名な一年生である。周りからのサークルからの勧誘も多く受けている。

「はははっ、俺はいつでも空いてるから誘ってくれよな。ロリリンもくるんでしょ？」

「はぁん、あんたの狙いはひめのか！」

「どうだろうね？」

「……」

「んちょ!?　ロリリンからめっちゃ睨まれてるんだけどなんでなの亜美ちゃん!?」

「あんたみたいな出会い厨ちゆうは嫌なんだって。ね、ひめの？」

「ん」

　姫乃が彼氏持ちと勘違いしている亜美はフォローをして男友達にダメージを与える。特に姫乃の一言肯定はかなり心にくるものだ。

「ち、ちょっと待ってくれよ。俺はそんなんじゃないって。出会い厨なのは亜美ちゃんだろ」

「ウチは誰でもいいわけじゃないですー。さっきしてた話はひめのの彼氏から友達を紹介してもらおうとしただけですー」

「なーんだ。みんなで遊びにいく約束じゃないのか……って、はっ!?　ロリリンの彼氏ってなんだァ!?」

「っ!!」

「あ、ヤバ……」

　軽口を叩き続けていたからだろう。内緒にしておかなければならなかった情報を思わず声に出してしまった亜美だ……。

　すぐに口を押さえるが、言葉は元に戻すことができない。もう取り返すこともできない。

「ちょ、ちょちょ……えぇ!?　ロ、ロリリンに彼氏いんのッッ!?　は、初めて聞いたんだけど!?」

　彼氏に興味がない。それがロリリンこと柏木姫乃の共通認識。それが一気に崩れたからこそのリアクション。

　そして、ここは教室である。雑談をしていた学生は口を閉ざし、スマホをいじっていた学生は手を止め、教材をカバンにしまっていた学生は動きを止め、姫乃に大量の視線を注いでいく……。

　教室全体で生まれる無言は八秒、九秒と時を刻み、次第に状況を確認するような声が広がっていく。

「お、おい。今……姫乃ちゃんに彼氏いるって……」

「わ、我らのロリリンに……彼氏……だと……？」

「嘘に決まってるだろ。嘘に……」

「いや、姫ちゃんの反応はどう考えてもマジだって……」

　教室内の、特に男性陣にショックが広がっていく。その一方で女性陣は興味津々と言わんばかりに目を光らせている。

「ご、ごめんひめの……。うっかり口滑らせちゃった……あはは」

「～～うぅっっ……」

　教室内にいる学生たちの注目を浴びる姫乃。

「ひめの……ホントごめん。許してほしい……な？」

「ば、ばかぁ……っ」

「あっ、ひめのぉおおおおお!!」

　姫乃にとってこんな経験は一度もない。耐えられる空間ではないのだ。

　全ての原因を作った亜美に向かい、弱々しい悪口を吐いた姫乃はカバンを持って教室を飛び出していった。

「ちょっと！　あんたのせいでひめの逃げちゃったじゃん！　責任取ってよ！」

「お、俺のせいじゃないだろ！　これは完全に亜美ちゃんのせいだろ！」

　この一件で大学中に広まってしまったのだ。

　ロリリンこと、柏木姫乃には彼氏がいる……と。




　　　　＊＊＊＊




　時は過ぎ、講義は四限に入っていた。本日、このコマを入れていた姫乃だったが……その教室には足を運んではいなかった。

「うぅぅ……」

　ここは女子トイレの個室。その個室内で顔に両手を当てたまま、三猿の一つである見ざる状態になっていた。

　首元も両耳も顔も火を浴びたように熱を帯び、真っ赤っかである。こんな姿は誰にも見られたくなかった。見せたくなかった。

「ばか……。ばか……」

　もう一五分も前からだろうか、蚊の鳴くような声をずっと出し続けている姫乃。

　四月から一一月の半ばまで出席率一〇〇パーセントだった姫乃が欠席してしまった理由は一つ。大学中に彼氏がいると広まってしまったから。親友の枠だけに収められなくなったから。これは姫乃が想像もしたくない最悪の事態だった。

　暴露した亜美を責めたい姫乃だが、これは見み栄えを張り続けていた結果。蓄積してきた嘘が返ってきただけ。

　言葉にならない思いを感じつつ、底知れない申し訳なさも心いっぱいに抱いている状態だった。

　姫乃に本物の彼氏がいたのなら、代行者の龍馬が同じ大学に通っていなかったのなら、ここまで複雑な事態には陥らなかっただろう。しかし、こんなことを悔いる時間はない。

「シバに説明しなきゃ……。

　謝らなきゃ……」

　ここで問題なのは龍馬が彼氏だと特定され、誤解されること。この情報を広められたなら龍馬に数知れない迷惑がかかる。それも姫乃のせいで……だ。

　代行のルールで龍馬と連絡先を交換できていない姫乃。龍馬がこの大学に通っていても会える可能性はごく僅か。

　確実に会え、謝罪ができる時間を作れるのはあのサービスを利用するしかない。

　姫乃がスマホを取り出し、あの会社に連絡しようとした時──。

「ふうー。今日も講義疲れたね！」

「本当だよ。内容も難しかったし今回のレポートは絶対苦労すると思う」

「っ!?」

　動きを止め、息を止め、バッと顔を上げた姫乃。

　タイミングが悪かった。女子トイレの扉が開いて二人の学生が駄だ弁べりながら入ってきたのだ。

　大学は時間割を自由に組むことができる。既に四限が始まっていることから、この二人は講義を入れていないのだろう。

「って、早く化粧直さないとヤバイヤバイ！　バイトまであと三〇分しかないし！」

「バイトいきたくないなぁ……。どうにかしてサボれたらいいのに」

「分身を作れたらお金を稼ぎながらサボれるんだけどねー。バイトには分身にいかせて本体はカラオケに遊びにいくみたいな」

「さすがにそれは非現実的すぎるって。やっぱりサボるなら忌引きとかじゃない？」

「そんなことしたらバチが当たるよ！」

「まぁ、結局サボることはできないんだけどね。お世話になってる店に迷惑かけられないし」

「だよねー」

　ここで一度会話が途切れる。静かな空間にキュキュッと化粧ポーチを開くチャック音が響いた。

「……」

　そして、姫乃は個室の中で身を潜めた。決して悪いことをしているわけではない姫乃だが、このような状況時に隠れるような行動を取る人間も多いことだろう。姫乃にとっては半ば反射的な行動である。

「っと！　いきなりになりますがここで一つ見せびらかすものがあります！」

「なにそのテンション……。まあいいや。それで見せびらかすものって？」

「じゃじゃーん！　昨日新しく買った口紅でーす！」

「ほー、これまた高そうな口紅……ってそれブランド品じゃない!?」

「うんうん、バイト代で買ったんだぁ！　最初は買おうか迷ったんだけど、どうせならってことでね！」

「その口紅本当いい色だね。私もそろそろなくなるから今度は奮発して買ってみようかな……」

「気に入ったのがあれば後悔しないと思う！」

「だよねー。もうすぐバイト代入るからその時に見にいこっと」

　化粧品の話題で盛り上がるのはよくあること。身を潜める姫乃は二人の会話を聞くことで少し気を紛らわせようとした。

「それなら今度一緒に遊びにいかない!?　その時に化粧品を見にいくってことで！」

「いいじゃんいいじゃん。それじゃあちゃんと予定空けといてね。また連絡入れるから」

「了解！　楽しみなことができたらなんかバイトやる気出てきた！」

　姫乃の心情とは裏腹に声色に明るさを灯ともす二人。どうしても差を感じてしまう。

「やる気を出すのはいいんだけどバイトで変なミスをしないようにね？　あんたはいろいろなところが抜けてるから」

「そんなことないよっ!?」

「そんなことあるでしょー。今日だって財布忘れてるし、まさかの筆記用具も忘れてるし。いつも確認してって言ってるのに」

「あ、あはは……。今日の星座占いが最下位だったからしょうがないしょうがない……っ！」

「出た出たその理論。ただの確認不足なだけなのに……」

「いやぁ、今日は災難災難。……あっ！　多分だけど後輩ちゃんもあたしと同じでおひつじ座だよ！　今日災難に見舞われた一人だし！」

　もう責めないで……！　なんて思ったのだろうか、強引に話題を変える女子である。

「後輩ちゃん？　それって私が知ってる人？」

「この大学に通ってる人がみんな知ってる人！　ってあれ、まだこの話してなかったっけ？　ロリリンについて！」

「あぁ、姫乃ちゃんか」

「……ぅ!?」

　いきなりの名指し。一瞬、頭が真っ白になるも声を漏らさないよう口元を強く押さえる姫乃。

「ん？　今、変な音が聞こえなかった？」

「あたしはなにも聞こえなかったよ？」

「そう……」

「それでそれでロリリンの話に戻るんだけど、モテモテなのに彼氏に興味がないってことで有名でしょ？」

「そうだね。そのせいで女子から嫌われてるっていうか妬ねたまれちゃってるけど。人気者って異性には好かれるけど同性には嫌われる傾向にあるよねー」

「……」

　この悪口を本人に聞かれているなど思いもしないだろう。個室から姫乃が飛び出すような勇気はなく、この話がストップすることもない。

「でもね！　彼氏に興味がないことにはちゃんと理由があったんだよ！　それが今日判明して大盛り上がりなの！」

「ちゃんとした理由って男が嫌いとかそんなのじゃなくって？」

「うんうん！　時間もないから手短に話すんだけど、ロリリンの言う彼氏に興味がないってのは『もう彼氏がいるから他には興味がない』って意味だったらしいの！」

「えぇっ!?　なにその屁へ理り屈くつ……って姫乃ちゃんって彼氏持ちだったの!?　そんな噂は一度もなかったけど」

「あたしもビックリしたんだけど間違いないらしいの。ロリリンのお友達がうっかり口を滑らせてバレちゃったみたいで」

「そ、それは本当に災難じゃん……」

「でも悪いことばかりじゃないとは思うけどね？　これでロリリンももう隠し続けなくていいし、彼氏に興味がないって理由もわかったことで悪いようには言われなくなるだろうし！」

「確かにそのメリットはあるね。デメリットと釣り合ってるのかは微妙なところだけど」

「それにしても、ロリリンは凄すごいよね。自分が悪く言われてることがわかってても彼氏に心配させないようにあんなことを言ってたってことだもん！」

「…………」

　身を縮こませる姫乃だが、その心臓は激しく動いていた。

　彼氏に興味がないと公言すれば言い寄ってくる男は減る。見栄が一人歩きした結果、彼氏を安心させる行動だとの勘違いが発生しているのだ。

「結果的に男からもっと評価が上がりそうじゃない？　『こんなに彼氏を大事にする人なんだ』って」

「うんうん。これで思ったのは人気者も大変ってことだよね。普通はこんな対応する必要ないもん」

「大変なのはここからだって。姫乃ちゃんの彼氏を特定しようとする人が絶対いるでしょ」

「ああ……実際にもう。特定班が動いてるらしいよ」

「正直、呆あきれるよね。こんなことはそっとしておくべきことなのに」

「そ、それが特定しようとする気持ちはわかるんだよね、あたし……あはは」

「えっ？　そこは同調してほしくなかったんだけど……」

「だって！　あの無表情ロリリンが彼氏にベッタベタに惚ほれてるらしいんだもん！　どんな人なのか気になるでしょ!?」

「あ、あの姫乃ちゃんがベタ惚れ!?」

「っっ!?」

　姫乃は片方の女子と一緒になって驚いていた。『ベッタベタに惚れてる』。そんな情報がどこから出てきたのか心当たりはなかったのだから。しかし、話題性のある噂であればあるほど過大に広がっていく。

「ごめん、さっきの言葉訂正するよ。それ言われたら特定したくもなるね……」

「でしょ!?　彼氏さんと会ったロリリンがどんな表情をするのかとか、そんなところにも注目が集まってるらしくて特定班が頑張ってるみたい」

「あの姫乃ちゃんがニヤニヤとかするんだろうかね……？」

「一番予想はぷにっとしたほっぺが緩む！　らしい」

「それは普通にありそう。なんか彼氏の見てないところでほっぺたムニムニして直そうとしたりとか」

「それもありそう！」

　と、微笑ましい会話が続き羞恥を煽られるが、次の瞬間に不吉な内容を聞いてしまうことになる……。

「でも、もし特定されたら彼氏さんが危なそうだよね……。ロリリンは知らないと思うけど、勝手にファンクラブが作られてるでしょ？」

「特定されたら彼氏に圧をかけそうみたいな？」

「うん……」

「絶対かけるでしょ。ファンクラブにとって面白い話じゃないだろうし早く別れろって思うだろうし」

「本当大変だね、有名人って」

「ここまでくると可哀想だよ……」

「…………」

　化粧直しが終わったのだろう、その言葉を最後に二人は女子トイレから去っていった。

　こっそりと聞き耳を立てていた罰だろうか、危機感を抱いていた姫乃にさらなる問題が押しつけられた。

　口を閉ざす姫乃の顔は怖いほどの真顔。早く状況を説明しなければ……と、強い気持ちに包まれている。

「まだシバいるかな……」

　龍馬が四限を受けているのならまだ大学に残っていることになる。一刻も早く事情を説明したい姫乃は代行会社に連絡を取りつつ待ち伏せを考えていた。




　　　　＊＊＊＊




　四限の講義が終わり放課後を迎えた龍馬は軽い足取りで帰宅しようとしていた。そんな本人の耳に不穏な話し声が聞こえてくる。

「え、外雨降ってんじゃん!?」

「お前天気予報見てねぇの？　一六時から降水確率九〇パーセントだったぜ」

「見てねーよ！　朝あんなに晴れてたしよぉ！」

「しょうがねぇから俺が傘入れてやんよ。ジュース一本でな」

「サンキュー！　二本でいいぜ」

「マジかよ！　じゃあ三本な！」

「二本な！」

　雨具がある人間と雨具のない人間の表情は全く違う。勝ち負けがはっきりした顔だ。龍馬は後者であり憂愁の影が全身に射していた。

「今日は濡ぬれて帰ろう……」

　今朝の晴れ具合に左右され、龍馬も天気予報に目を通していなかった。親友の雪也は午前中の講義で大学を抜けている。残念なことに頼れる人物は他にいない。

　せめて小雨で……。そんな願いを込めながら玄関口に向かっていく。

　しかし、その願いにお天道様は応えてくれなかった。今日の講義を乗り切った龍馬にさらなる苦行をぶつけてきたのだ。

「……」

　大学の玄関から外を確認した瞬間である。ザザァアアア──。

　小雨が豪雨に変化した。斜め横に降り注ぎ、地面から跳ねる粒。遠くを見れば霧のようになっているほどの強さ。傘なしでは近場のコンビニにすら足を運ぶことはできないほどに激しい。

「うっそだ……」

　力のない声が口から漏れる。家に帰れるのに帰れない。この状況を辛く感じない人間はいないだろう。

　龍馬は肩を落としながらスマホでこの先の天気予報を調べる。

　ずっと雨が続くのならばびしょ濡れで帰ることも覚悟しなければならない。期待半分に諦め半分で目を通す龍馬だがここで運が向く。

　夕方一八時。降水確率は四〇パーセントに下がり、雨から曇りに変わっていたのだ。二時間ほど待たなければならないが、二時間で止やむとなればまだマシな方だろう。

　スマホゲームなどをしない龍馬にとって時間の潰し方は自習しかない。大学の図書室は自習をする場としても提供されているため行き先はすぐに決まる。

「さて、もう少し勉強頑張ろう……」

　帰宅の気持ちを捨て、勉強スイッチを入れた龍馬が校舎に戻ろうと体を半回転させた途端、

「……」

「……」

　龍馬の目の前にはきらびやかな銀髪の頭がちょこんとあった。ゆっくりと下を向けば龍馬を上目遣いでガン見する見た目中学生の銀髪少女がいたのだ。

　状況把握ができずに固まる龍馬。まばたきすらせず、喋ることもせず、ただただ圧をかけているように凝視している少女を見つめる。

「さ、さてそろそろ向かわないと──」

「──待って」

　白々しい声で校舎に戻ろうとすれば少女が右に一歩ずれて道を塞ぐ。それでも龍馬は無視するように校舎に入ろうとする。

「シバ、待って」

「ちょ!?」

　止める方法はこれしかないと、そう思ったのだろう。正面にいた少女、姫乃は龍馬の袖を掴みストップをかけてきた。

　か弱い力。簡単に振り払うことができるが依頼者という認識が先行し、その行動には移せない。

「ど、どちら様ですかね……」

「シバなのはわかってる」

「……」

「シバなの、わかる」

　しらばっくれる龍馬だが姫乃は見破っていた。断言した口調で言い逃れをさせない二度打ち。姫乃は袖を離すと「逃げないで」とさらにつけ加えた。

　ここまで確信されているのならもう逃げ道は潰されたようなもの。

「よ、よく俺だって気づいたね……。格好が全然違うのに……」

「亜美から教えてもらった。同じ大学ってことも。姫乃びっくりした」

　このセリフを真顔で伝えるあたり姫乃らしいところだろう。

「それは俺だって同じだって。まさか姫乃の友達と会うだなんて思いもしなかったから……」

「すごい偶然」

「本当にね。姫乃はこれから帰るところ？」

「ううん、シバを待ってた」

「俺を？」

「うん。シバとお話しするために」

　いつでも帰ることができた姫乃だったが、あの件を伝えるために九〇分という長い時間を待っていたのだ。龍馬が四限を受けているという僅かな可能性にかけて。どれだけ強い気持ちを宿しているのかは見ての通り。

「お金をあげるから、お話しする」

「今は依頼中じゃないからお金はもらえないよ」

「じゃあ、今依頼する」

「あのサービスを通してご利用ください」

「……じゃあ、わがままだけどシバとお話しする」

「え、えっとね……姫乃さん。少しキツい言い方をしちゃうんだけど、お互いに大学内じゃ関わらない方がいいと思うんだよね。トラブルが起きた時の対処が大変だから」

　恋人代行サービスの依頼者と代行者。そして同じ大学に通っているという偶然。これ以上リアルでかかわれば厄介ごとが発生する可能性は高い。平常に過ごすなら大学ではお互いに知らないフリ、これに尽きるのだ。

「わかってる……。でも、今日だけ……」

「ん？」

　この言い分に引っかかりを覚える。

「ど、どうかしたの？　なにかあった？」

「ん、もう……トラブルがあった……」

「えっ!?」

「だ、だからそのこと、謝りたい。話し合いたい……」

「あ、あの……もしかしてだけど取り返しつかないくらいのやつ？」

「ほんとに、ごめんなさい……」

「そ、そっか。もう起きちゃったかぁ……」

　小さな両手に力をこめ、か細い声で頭を下げた姫乃。心の底からの謝罪であることは龍馬に十分伝わる。ここまで申し訳なさそうにしている姫乃を見て憤りを見せる人間はごく少数だろう。

「じ、じゃあ……人ひと気けのないところで事情を聞くよ。もうこの時間だし空き教室があると思うからね」

「ありが、とう……」

「そんなビクビクしなくてもいいよ。どんな状況になったのかを聞くだけで怒ったりするわけじゃないから」

「ううん、姫乃を怒っていい」

「そ、そこまで覚悟されてるのも怖いなぁ……あはは」

　反省しているからこそ、非を認めているからこその発言。なにをやらかしたのか、その出来事を想像すればするだけ恐怖する龍馬だ。

「と、とりあえず移動しようか。話はしっかりと聞かせてもらうから」

「うん……」

　予想もしていなかった展開に襲われる龍馬は姫乃と距離を置いて歩くことを忘れている。カップルのように肩を並べて廊下を歩いてしまっていた。

　すれ違う学生や、偶然目撃する学生からは当然の注目を浴びることになるが──、

『お、おい！　ロリリンが根暗と絡んでるんだが……あれが彼氏なのか!?』

『いや、あんなヤツがカレシなわけねぇだろ、どう考えても』

『そうだな。あれが彼氏だったらロリリン見る目ないぜ？』

『ヘンなヤツに絡まれるだけっぽいね』

『彼氏は絶対他の大学だって！　探せ探せ！』

　容姿に気を遣ってない今だからこそ、大きな噂になることはなかったのだ。




　　　　＊＊＊＊




「食べて」

「あ、ああ……。ありがとうね」

「チョコも食べる？　クマの形したの。別のポーチにある」

「もう大丈夫だよ。こんな量があるからね」

「ん、わかった」

　空き教室はすぐに見つかり数分後のこと。龍馬は姫乃の独特な雰囲気に呑のまれていた。

　すぐに本題に移ると思いきや、姫乃はキーチェーン付きのハート型ポーチを取り出し、中に入っていたキャンディーとキャラメル、クッキーを机上に置いたのだ。これを食べながら話そうということだろう。

　姫乃は空気を読めないわけではない。本題に移るための心の準備。この時間がどうしても必要であり……姫乃の表情から察する龍馬でもある。

「そういえば姫乃は甘いもの好きだったね。この前の……三回目のデートでいったケーキバイキングもいっぱい食べてたもんね？」

「ん、大好き。まだこのくらいある」

「って、本当にたくさん入ってるんだね。どのくらい入ってるんだろう……」

　ポーチを大きく開いて中身を見せてくる姫乃。机に出しているキャンディーとキャラメル、クッキーがまだまだ詰まっている。

　大学でも食べられるようにこの量を自宅で詰めている姫乃を想像するとなんだか微笑ましくなる。

「数える？」

「……あー、そうだね。それじゃあ姫乃に数えてもらおうかな」

「わかった。一、二、三、四……」

　姫乃はポーチの中に入っているお菓子を本気で数え始める。特段個数が気になっている龍馬ではないが、数えさせるのはもちろん訳があってのこと。

「一五、一六……」

「姫乃、そんなに緊張しないでいいよ。今のままだと話しづらいと思うから」

「っ!!」

　姫乃の手がピタリと止まり、バッとこちらに顔を見せてくる。艶つややかな銀髪が大きく揺れるほどの勢い。動揺が露あらわになっている。

　龍馬にはわかっていた。本題に移ろうと心の準備をしている姫乃が本題に移ることを躊躇ためらっていることを。怖がっていることを。

　今はその気持ちを拭い去るための時間。楽にさせるための行動だった。

「まだ話が聞けてないから詳しいことはわからないんだけど、姫乃が故意に起こしたトラブルではないでしょ？　姫乃はそんなことをする性格じゃないし」

「ん、わざとじゃない。これはほんと……」

「うん。それなら俺が怒ったりはしないから姫乃が言えそうなタイミングで教えてくれる？　急せかしたりしないし、言いづらいことだったらぼんやりとした感じで全然大丈夫だから」

「あ、ありがとうシバ。やっぱり、優しい……」

「あ、あはは……。これは当たり前のことだよ」

　素直なお礼と褒め言葉を伝えてくる姫乃にはどうしても照れてしまう。

「姫乃……今いう」

「了解。それじゃあ聞かせてもらえる？　お菓子を食べながらで全然いいからね」

「ん」

　龍馬の言葉に甘えた姫乃。クッキーの封を開けながら今日あったことをおずおずと話し始めた。

　彼氏がいらないと言い続けていたこと。それでいて初めての代行からずっと龍馬が彼氏だと嘘をつき続けていたこと。今日、友達の亜美にたくさんのことを追及されたこと。追及されていた時に知り合いが交ざり、亜美が彼氏がいると口を滑らせたこと。結果、友達以外にも姫乃に彼氏がいると大学中に誤解されてしまったこと。

　包み隠すことなく、その全てを。

「……え？　今の話を聞く限り姫乃に非はなくない？　むしろ俺に非があると思うんだけど」

「なんで？　姫乃がほんとのこと言ってたら、シバに迷惑かけなかった」

「それでも一回目の代行で姫乃の友達に付き合ってるって誤魔化したのは俺だから。あの件があるから姫乃は本当のことを伝えるのは難しいことだし、俺が勝手に行動しなければってところはあるでしょ？」

「ううん、シバは間違ったことしてない。シバはお仕事をちゃんとこなしただけ」

「姫乃はそう言ってくれるけど俺が悪いよ……。今すぐに説明することはできないけどやっぱりもっと上手うまい対処方法は必ずあったはずだから」

　姫乃は龍馬に責任を押しつけず、自らが悪いと伝えてくるだけ。龍馬も龍馬で自ら非があると自覚している。お互いの性格的に平行線を辿たどるのは目に見えている。

「なんで、シバは姫乃を庇かばう？　シバが迷惑するのに……」

「庇ってるつもりはないけど世話になってる姫乃に無理はさせたくないんだよね。もし姫乃が本当のことを友達に教えたら仲が拗こじれる可能性だってゼロじゃないでしょ？　そんなことになったら大学だって通いにくくなるよ」
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「姫乃だって、シバを無理させたくない……」

「俺は別に無理してるわけじゃないから安心してよ」

「うそ」

「本当だよ。俺がデートをする時の格好と大学に通ってる時の格好って見ての通り別物でしょ？　だから姫乃とデートしている男だって簡単にバレることはないだろうし、バレなければ特に問題はないよ。まぁ、風子さんには見抜かれた点で少しの不安はあるけどね」

「……」

　クッキーを咀そ嚼しやくする口を止める姫乃。真偽を確かめるようにジト目で龍馬を見ていた。

「疑ってるようだけど今の状況ならいくらだって取り返しはつく。だから姫乃はそのままで大丈夫だよ」

「そ、そう……？」

「うん。だから本当のことを友達にいう必要もないから」

　姫乃に彼氏の存在があったとしても、顔さえバレなければ龍馬に厄介事は発生しない。

　もう一つ言うのなら、彼氏がいると周りに知られてしまったばかりに姫乃は恋人代行を定期的に利用しなければならないだろう。友達に見られている以上は相手をコロコロと変えるわけにもいかない。腹黒くはなるがこの件はお金を稼ぎたい龍馬にとって有益に働いているのだ。

「もしも話になるけど、姫乃の彼氏が誰なのか隠しきれなくなったら俺の名前を挙げていいよ。その時はちゃんと一役買うことにするからさ」

「え……」

「このバイトをしてる以上はそれくらい覚悟してるし、姫乃を守れるように動くつもりだから」

「いい、の？」

「もちろん。この形を取っていたら姫乃が俺を指名することがなくなった時、もしくは姫乃に本当の彼氏ができた時に俺たちは別れたって流れを作ることができるし、その方が話に尾ひれがつくこともないだろうからね」

　姫乃がこの大学の有名人、ロリリンだと知っていれば龍馬の提案は変わっていたかもしれない……が、この提案は姫乃にとって心温まるほど嬉しいことだった。守ってもらえるなんて淡い期待を寄せたりはしていなかったのだから。

「姫乃、まだまだシバを指名したい……」

「ありがとう。それならそれで俺も姫乃に付き合うから」

「姫乃こそ、ありがとう」

「どういたしまして。それじゃあこの話は終わりにして、今からは駄弁るような時間にする？　姫乃が出してくれたお菓子もあることだしね」

「お金は、大丈夫？」

「ははっ、そこは心配しなくていいよ。会社を通してるわけじゃないから姫乃が支払う義務はないし俺が受け取る権利もないから」

「わかった。なら、これを代わりにいっぱいあげる……」

「ありがと」

　お金の代用として五つのキャンディーを渡してくる姫乃だ。気を遣ってくれたのか、ぶどう、めろん、いちご、みかん、りんごと全て味は異なっていた。

　龍馬がぶどう味のキャンディーを手に取ったあと、姫乃もぶどう味のキャンディーを手に取っていた。

「お、姫乃もぶどう好き？」

「ん、好き」

　そうして、龍馬よりも先にキャンディーを口に入れた姫乃。口の中が小さいのかキャンディーで白いほっぺたが膨らんでいる。

「シバ」

「ん？」

「今日のこと、許してくれてありがとう……」

「そ、そんな改まって言わなくてもいいのに」

「ちゃんと言いたかった。お礼……」

　キャンディーを口に含みながらだったのは少しでも恥ずかしさを抑えるためだろう。

「シバ」

「どうしたの？」

「ひ、姫乃……シバとお友達になりたい」

　またしても突然の言い分。いつも通りの仮面を被かぶったような姫乃だが、一つだけ変わったところがある。

　勇気を出した発言だったのだろうか、紅葉したように顔を染めていることだ。色白である分、人並み以上に目立っている。

「俺は姫乃のことをもう友達だと思ってたよ？　代行の時はまた変わるけど」

「うそつき。さっき姫乃から逃げようとした」

「あ、あれは状況を上手く飲み込めなかっただけだって」

「なら……シバの連絡先、教えてほしい。今は代行中じゃないから、ルール違反じゃない」

「あ、あはは。確かにルールには違反してないね」

「ん」

「じゃあ連絡先交換しよっか。もしもの時にすぐ連絡できた方が俺たちの関係に不自然さは出ないだろうしね」

「無理を言ってごめんなさい。すごく嬉しい……」

「気にしないで。なにかあった時にはすぐに連絡してくれていいから」

「わかった」

　上手い具合に動かされた気のする龍馬だが、姫乃と連絡先の交換をすることには賛成だった。むしろ嫌な理由はなにもない。代行時のルールがなければすぐにも連絡先を教えていたほど。お互いにスマホを取り出し電源を入れる。

　プラスチック製のシンプルなカバーをしている龍馬とは対照的に、前と同様デカデカとしたサボテンのシリコン製カバーをつけている姫乃。もう見慣れたカバーだが今でも微笑ましくなる。

「シバはツイットしてる？　姫乃これしかない」

「ツイットかぁ……。アカウントは一回作ったんだけど、使い方が全くわからなくてそのまま放置してるんだよね」

「アカウントがあれば大丈夫。姫乃とＤＭできる」

「ダイレクトメッセージってやつだっけ？」

「ん、個別メール。姫乃が使い方教える」

「そうしてもらえると助かるよ。ちょっと待っててね。すぐ立ち上げるから」

　流行はやりに乗ってTwittetツイツトを入れてみただけの龍馬。やり方が難しいだけにずっと放置しているアプリでもあった。

「えっと、これが俺のアカウントになるんだけど……」

　龍馬は開いた画面を姫乃に見せる。

　プロフィール画像などはすべて初期のもの。自己紹介も何も書かれておらずフォロー数もフォロワー数も〇人。できたてほやほやのようなアカウントである。

「まず姫乃のアカウント教える。虫めがねのボタンを押して、検索画面を出す」

「ここだよね？」

「ん、次に……で、でびるって調べて。ひらがな」

「でびる？　え、でびるで合ってる？」

「は、恥ずかしいから……聞き返さないで」

「ご、ごめんごめん」

　龍馬は姫乃に言われた通り『でびる』を検索にかける。すると『でびる』の名前が入っているアカウントが一列に表示される。

「うわ、こんなに同じ名前があるのか……」

「一番上に出てるの、これが姫乃のアカウント」

「一番上だから……これ？　でびるちゃんってアカウント？」

「なっ、名前言わなくていい……っ」

　確認を取るように姫乃に視線を送ったが、ぷいっと顔を背そむけられた。自らつけた名前であるはずなのにどこか羞恥を感じているようだ。

　龍馬がでびるちゃんのアカウントを押すとすぐにホーム画面が現れる。そこには名前や自己紹介文、フォロー数やフォロワー数が表示されている。

「へぇ。これが姫乃のアカウント……って、え？　フォロワーが一、十、百、千、万、十万……ん？　漫画を描いて……え、えええっ!?　姫乃って漫画家さん!?」

　桁数を確認後、自己紹介文を読んで呆ほうけた顔を向ける龍馬。

「な、なに」

「ち、ちちちちょっと待って!?　姫乃ってあのでびるちゃんなの!?　う、嘘でしょ!?」

　思わず素が出てしまう龍馬。書店で働いているだけでなく、愛あい羅らとの話題でも出てくるからこそペンネームには人一倍の理解がある。

「ま、漫画とか出してるよね!?　ラブコメ系」

「……だ、出してない」

「そんな恥ずかしがらなくてもいいのに……」

　姫乃は初めての代行で龍馬に伝えている。『学生だけど稼げてる』と。それは本当だった。

　ＰＮペンネーム、でびるちゃん。ラノベの絵師も担当している有名なラブコメ漫画家だ。

「そもそもなんでシバが知ってるの。このＰＮ」

「俺って書店でもバイトしてるからこの名前を聞くことが多くてね。もっと言えばそこの常連が姫乃の漫画が大好きだから」

「偶然、重なりすぎてる……」

　これだけ有名な漫画家なら知り合いに自慢したくもなるだろうが、その気持ちを抑えて黙々とストイックにこなしているのが姫乃なのだ。

「で、でもまさか姫乃が漫画家さんだったなんて……。凄いなぁ」

「は、早くフォローして。そんなに見るのだめ」

「ごめんごめん。本当ビックリしちゃって」

　驚嘆状態である龍馬の肩をぺちっと叩く姫乃。

　そうして、龍馬がでびるちゃんをフォローした数秒後、すぐにフォローが返される。これで相互フォローの完了である。

　でびるちゃんのフォロー数は二五六〇。その数が二五六一になった。

　フォロワーを三〇万人抱えているでびるちゃんが初期アカウントをフォローした。ファンが見たら『なんで初期アカウントがでびるちゃんにフォローされてんだ!?』なんて感想を持たれるのは避けられないことだろう。

「次に、個別メールのやり方。あとはこの手紙のボタンを押せばメールができる」

「ここか……。試しになにか一つ送ってみてもいい？」

「ん、平気」

　姫乃から了承が出る。

　龍馬は手紙のボタンを押しＤＭ画面に移る。メッセージの入力欄をタップし内容を考えて送信した。

「……っ、ばかシバ」

「あははっ」

　メールの内容を見た後がこれである。

『今日はレクチャーありがとうね、でびるちゃん』

　すぐに悪口を言われるが嫌いや味みは全く感じない。照れ隠しのようなものだろう。

「あっ、姫乃が漫画家さんってことはみんなには秘密にしてた方がいいよね？」

「ん」

「でもこんな情報を俺に教えてよかったの？　俺が言いふらす可能性だってあるのに」

「シバには迷惑かけたから、姫乃の秘密教える」

「いやいや、別に迷惑でもないし迷惑だったとしても釣り合いが取れないと思うけどなぁ……この情報は」

「あと、信頼の証あかし。姫乃はもっとシバと仲良くなりたい……」

「姫乃ってそんなことをサラッていうよね……」

「ん？」

「いや、なんでもないよ」

　龍馬は知る由もない。友達の中で仕事用のアカウントを教えたのは龍馬ただ一人であることを。仕事用のアカウント以外にもリアルアカウントを姫乃は持っていることを。

　姫乃が仕事用のアカウントを教えてくれたことの意味。それは複数ある。

　一つ。仕事用のアカウントの方が運用時間が長いから。

　そのことにより龍馬からの連絡にすぐ気づくことができる。早く返信できるのだ。

　そして二つ。フォロワー数を見せることで名のあることを示したかったから。

　その業界では有名であることを教えれば龍馬に意識してもらえるかもしれない。少しくらいは贔屓してもらえるかもしれない……と、姫乃には密かな思惑もあったのだ。

「シバ、一二月二四日……予定空けられる？」

「一二月二四って……クリスマスイブ!?」

「うん。その日デートしたい」

　龍馬を映す紫水晶の瞳から熱っぽい視線を向ける姫乃だった。
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　それから一週間後のこと。

　ピロン──ピロンピロンピロンピロン。

　騒がしい通知音が龍りよう馬まのスマホを鳴らしていた。大学の課題に取り組んでいた龍馬は手を止めスマホの液晶に目を向ける。そこに映し出されているのは愛羅からのメッセージだった。

『センパーイ、期末テスト終わったから明日デートしよー！　明日のバイトって午前中までっしょ？』

　なんの前触れもなくこの一文とグーパンチのスタンプを三連投もしてきた愛羅。

『いや、晩まである』

『ふーん。じゃあ最後のチャンスあげるからしっかり考えて。明日のバイト午前中まででしょ？』

『正解』

　嘘うそは一回まで。そんな圧がメール越しに感じられる。機嫌を損ねないためにもこれ以上冗談はやめる龍馬である。

『ねえ、契約してるＪＫがデートに誘ってるんだから断ろうとしないでよ。それにアーシってオトコが大好きなＪＫなんだよ？』

『はいはい、そうだね』

『嬉うれしいって素直に言えばいいのに。デートに誘ってくれてーって。センパイもう大学生だからＪＫからデートに誘われることもないっしょ？』

『貴重な体験をありがとうございます愛羅さん』

『にしし、その口調は気持ち悪いけど感謝してくれていいよ？　つってね』

『はいはい』

　こうして軽い対応をしている龍馬だが、愛羅と出かけることに不満もストレスもない。契約を抜きにして楽しみにしているくらいである。

『って、今思ったんだけどなんで愛羅は俺のシフト時間を把握してるの？　テスト期間中はバイト先にもきてなかったのに』

『ぶっちゃけカマかけただけ。さすがにセンパイのシフト時間を考えられるほどテストに余裕あるわけじゃなかったし』

『うわ、それは参った』

『ざぁまぁ』

　そのメールに続くようにアザラシが煽あおったような顔の有料スタンプを送ってくる。なんとも愛羅らしいスタンプを持っているものだ。

『なんだその独特なざまぁは』

『ざまぁより、ざぁまぁの方が可か愛わいくない？』

『ウザさが倍増してる気がするけど。それにしても今日はテンション高くない？　なにかいいことあった？』

『あ、やっぱわかる？　テスト終わったこともあるけど、明日はセンパイとデートできるんだからこうもなるって』

『そんなこと言っても見返りはなにもないからね』

『でも嬉しく感じてるっしょ？』

『嬉しくないって言ったらどうする？』

『嬉しいって言うまでスタンプ連打する』

『悪質すぎる』

『アーシの心を傷つける方が悪質だって。アーシはオンナなんだから大事にしてもらわないとね』

『それは悪かった』

　両親が多忙で構ってもらえていない。寂しい日々を送っている。そんな現状を知っている分、ここでふざけることはできない龍馬なのだ。あんまりしんみりとならないように、それでいて気持ちが伝わるように『ごめんなさい』の軽いスタンプを送る。

『そもそも楽しみにしてなかったらセンパイをデートに誘ったりしないし、契約の話もしないって。じゃ明日はランチから夜までデートね？　バイト終わりだしセンパイお腹なか空いてるだろうから、一緒にご飯いこ』

『バイト終わりはお腹減ってるから助かるよ』

『うん！　そこに気づけるアーシ優しいでしょ？』

『両親に迷惑をかけようとしていない時点で優しいのは知ってる』

『え』

　びっくりした一文字が送られてくる。これを見越して龍馬は肯定をして、メールを続けて送った。

『ただ、俺には優しくないってだけで』

『うーわ！　上げて落とすとかサイテーじゃん。惚ほれかけたのに』

『一つ褒められただけで惚れるやつがいるか』

『ふつーにいるかんね？　オトコはチョロいとかいうけど、オンナも十分チョロいから』

『へー。じゃあ明日は愛羅を褒めて確かめてみようかな』

『それアーシに告白するって伏線？』

『伏線だとしたらどうする？』

『センパイならＯＫ出すよ』

『それ本気で言ってる!?』

『うん、ギリッギリだけどね。妥協して妥協して一週間考えて頷うなずくくらいの』

『屈辱的だ』

『にしし、だから明日はアーシを満足させてよ。そしたらギリじゃなくなるかもだし』

　文面だけでどのような表情で話しているのか想像ができる龍馬だ。間違いなくからかい顔をしている愛羅だろう。

『はいはい。それじゃあ愛羅が楽しめるように努力するよ』

『あんがと。でもセンパイは自然体でいいかんね。そっちの方がアーシは嬉しいからさ』

『よかった。これで暴言を吐きまくれる』

『ふざっけんなー！　マ、とりあえず明日はデートだしエスコートはお願いね』

『お出かけね』

『デートだし！』

『お出かけ』

『デート』

　力技で押してくる愛羅はハートのスタンプを四連投してくる。お出かけとデートは似たようなものだが引く気はないようだ。

『それじゃ、たくさんハートスタンプも送ったしデートも決まったしアーシはお風呂入ってくる』

『浴槽で足を滑らせないように、そこで寝ないように注意すること』

『とか紳士ぶった返信してるけど、今アーシの裸を想像してること知ってるかんねー、えっち』

『軽口言ってないで早く入る』

『わかってるわかってる！　あっ、明日はアーシがセンパイのバイト先にいくから逃げないでよ絶対！』

『もちろん』

『ならいい！　じゃ、明日はデートよろしぃく！』

『ああ。ついでに盗み続けている俺のマフラーを返すように』

　そのメールを送るが既読のマークはつかなかった。意図的に無視したのか、お風呂の準備を始めたのか、それは愛羅にしかわからないこと。

　ただ、知らんぷりを続けるような相手でないことは龍馬が一番にわかっている。

　明日はちゃんとマフラーを持ってきてくれることだろう。

「ふぅ……」

　スマホの電源を落とす龍馬は、頬ほおを掻かきながら机の引き出しをゆっくりと開く。

　整理された引き出し。その奥にある少しシワの入った茶封筒を確認する。これは愛羅との契約金が入った封筒だ。

「明日のデート、どのくらいお金使うんだろうなぁ……」

　と、そのまま引き出しをゆっくり閉めた龍馬だ。

　龍馬は愛羅と契約を交わした後、このお金には一切触れていなかったのだ。それは愛羅がお兄ちゃんを望んでいた理由が理由だから。お互いに複雑な家庭環境で過ごしているからこそ、このお金を使う気持ちにはなれない。契約最終日、全て返そうと心に決めていたのだ。
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「おつおつー！　それでさ、こっちとこっちの服装だとどっちがオトコ受けいいと思う？　あ、今写真送れた」

　五〇分後。お風呂から上がったアーシは約束してた友達に電話をかけた。

　送った写真は明日のデートで着る用の服。今日撮ったカジュアル系とストリート系の二つ。

　明日はセンパイとデート。少しでも褒められるために服装に気をつけたいのは女として当たり前。

『えー、なにその超難問！　どっちも似合ってるから聞かれるの困るって！　本当どっちも似合ってる！』

「そう？」

『嘘はつかないって！　んー、そうだね。愛羅ちん自身、肌を出すか出さないかで迷ってる感じがするけど……違う？』

「そーなんだよね。オトコって肌を見せた方が喜ぶっしょ？」

『夏ならまだしもこの時期は人それぞれだと思うよ!?　寒いから肌を見せない方がいいって意見もあると思うし』

「あ、それはそうかも」

『愛羅ちんとデートするレベルの男子だから絶対優しい性格だと思うんだよね？　だからその男子に気を遣わせないために露出は抑えた方がいいんじゃないかな』

「んー、そっか。アドバイスあんがと。じゃあ明日はコートでいくことにする」

　レベル判断みたいなのしてる友達だけど、実際に当たってるのすごくない？　センパイは体のこと気にしてくれるし、優しいし……。

『あ！　この写真の愛羅ちん髪型とネイル変えてるじゃん！　明日のデート気合い入ってるねー！』

「ちょっとくらいは頑張ってみてもいいかなってね？」

『お団子頭作るの難しいよね。特に愛羅ちんみたいなウェーブのかかってるやつは』

「これ作るのめっちゃ時間かかったよ」

『愛羅ちんって普段から髪結ばないから特に難しいだろうね。でもその髪型の方がギャップ出ていいと思う！　デート相手なら簡単に落とせるんじゃない？』

「からかうなしっ。説明したけどオトコ友達だって」

『それ本当かなぁ。彼氏として見るのも全然ありなんでしょ？』

「なしなし」

『嘘つきー。その人から貸してもらってるマフラーをあんなに大事にしてるのに』

「それは当たり前だって。ブランド物でもあるから雑に使うことはできないしさ」

　最近、学校でめっちゃからかわれるんだよねアーシって。マフラーのことについて。ツッコまれるほどの扱いしてないつもりなんだけどね。ただ汚れないように、傷つかないようにしてるだけ。

『へー』

「なにその全然信じてない返事」

『じゃあマフラーの匂いを嗅いでた時の愛羅ちんの写真、送ってあげよっか？　焼いたチョコみたいに顔溶けてたし、学校でも噂うわさになってるくらいだよ？』

「な、なにその噂！　初めて聞いたんだけど！」

　ちょっとそれいろいろヤバくない？　あ、だから学校で微笑ほほえましい顔向けられてたってこと!?　観察されてたとかマジで恥ずいんだけど！　ってかそんな風になってないし！

『あまりに幸せそうだったからみんなで内緒にしとこうってなってたんだよ。ただ、愛羅ちんを狙ってた男子は崩れ落ちてた』

「まず盗撮すんなし！　そこ問題だかんね!?」

『ごめんごめん。それ冗談だからー！』

「うわ出た。アーシにそんな冗談言うとか肝据わってんね。月曜日はっ倒す！」

　これは冗談じゃ済ませられないレベル。おちょくられただけおちょくり返してやる。

『やめちくりー！　あ、でも顔溶けてたのと男子が崩れ落ちたのは本当だよ』

「え？」

『だから本当に顔が溶けてたんだって。もっとたとえると三歳くらいの子がお気に入りのぬいぐるみに顔を埋めてふにゃ～ってなってたみたいな』

「ま、まだ冗談言ってるよ。高校生にもなってアーシがそんな顔をするはずないじゃん」

『いやぁ自覚がないほどに夢中なんですなぁ！　青春ですなぁ！　明日のデートはさぞお楽しみですなぁ！』

「めっちゃ煽ってくんじゃん！」

　こんな性格の友達に聞いたアーシの選択ミスだけど、煽ってくるのはなんかこんやろーって感じだけど、冷めた感じでやられるよりこっちの方が楽しいよね。

『明日着ていく服の相談に乗ったお礼は明日のデートの感想ね！』

「満足できて自慢したくなったら考えとく」

『うんうん！　それで明日はどこにいくの!?』

「絶対教えない。教えたらどーせ友達と観察しにくる気でしょ」

『勘鋭ど！　ケチー！』

「連れのオトコに惚れられちゃ困るんだってのー。あんたとかあんたとかその友達とか」

　アーシの友達って年上好きばっかりだから一パーセントくらいはあるんだよね。センパイを狙ってくる可能性が。マ、あのひねくれにケチな性格だからいいところはあんまり伝わらないとは思うけど、とことん優しいからそこがバレたらマズいって感じではある。

『え！　デート相手ってそんなにカッコいいの!?　もうもうもう気になるんだけど！　学校でいう誰レベル!?』

「誰レベルってねえ……。ん、アーシとおんなじクラスに一いつ輝きっているじゃん？」

『サッカー部キャプテンの学年一番人気だね!?』

「うん。とりあえずその一輝の顔をもっと大人っぽくして落ち着きと世話焼きをめっちゃつけた感じ。他にもまだまだあるけど想像しやすいのはこんな感じかな」

『そ、それガチやばいじゃん!!　超絶わたしのタイプ!!』

「だからこそ教えないってわけね」

『ケチ！　ケチケチ！　じゃあ愛羅ちんのデート相手がわたし達と同じ学校にいたら一輝くんよりも上になる？』

「年上好きならそうなるんじゃない？　いちお、料理とか家事もできるらしいし」

『ちょっとそんなスキルもあるの!?　愛羅ちんその人本気で譲って！　お願いッ！』

「はいもう電話切る」

『あ──』

　本当に切ってやった。もちろん怒ってるとかじゃなくて友達とのノリのような感じ。

　でも、アーシの機嫌によってはマジ切りされてもおかしくなかったね。あの声は冗談じゃなかったし、とりあえずお灸きゆうをすえるために一〇分くらい電話無視しよ。

　やっぱり料理が作れる男って印象良いもんなんだね。アーシも今のうちになにか作れるようになっとこっかなーなんて思ったり。そうなったらセンパイと一緒にご飯作ったりできるようになるし、アーシの家にあるキッチンも使ってくれそうだし。ってか、センパイの好きな料理とかなんなんだろ──。

「って、なんでアーシがセンパイに合わせようとしてるんだか……」

　なんかあれじゃん。アーシがセンパイの気を無理やり引こうとしてるみたいな。

　あ、あんなひねくれたのを好きになるとか物好きすぎだっての。

　とりあえず友達にはもう一回だけ牽けん制せい入れとこっと。本当はセンパイはアーシのことが好きらしいみたいな捏ねつ造ぞうを。明日着ていく服の相談に乗ってくれたことには感謝してるけどさ。

　アーシは友達に電話をかけ直す。でも、こんな牽制入れたせいで話は本当に盛り上がった。

『愛羅ちんは好きなの!?　その人のこと好きなの!?』とかからかわれたけど、契約してるから、取られるわけにはいかないだけ。本当ただそれだけだし……。

　この電話が終わったのは夜中の三時三〇分だった。
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「ヤ、ヤバいヤバいヤバいヤバい！」

　昼の一二時四〇分。アーシは焦ってた。

　いや、これはヤバい。昨日の電話長引きすぎたし！　そこからデートが楽しみすぎて朝まで寝られなかったし！　起きてメイクに髪のセットにいろいろしてたらもうこんな時間になってたし！　一三時に待ち合わせなのにこれじゃ完全に遅刻だって。

『センパイごめ！　もしかしたら一〇分くらい遅れるかも！』

　スタンプを送る余裕もなかった。アーシはセンパイのマフラーを首に巻いて急いで家を飛び出した。




「はぁ、はぁ……っ、マジごめーん！」

　センパイはもうバイトが終わってた。アーシは書店の前で待ってくれてたセンパイに手を振って近づく。

「久しぶり愛羅。テスト以来だね」

「はぁ……はぁ。う、うん。おひさ。って遅れたのホントごめんっ！」

「たった五分だし別に気にしてないよ、慌てなくていいってメールしたくらいだし」

「え、マジ？　メール見てなくてさ……」

　デートに誘ったのはアーシなのに遅刻するのは本当ありえないでしょ……。デート楽しみにしてて眠れなかったとか、そんな恥ずいことは伝えらんないしマジで申し訳ない。

「愛羅の気持ちもわからないことはないけど、慌てたら慌てるだけ事故に遭ったりするんだから気をつけてよ。愛羅になにかある方が嫌なんだから」

「……」

　本心で言ってくれてる。センパイ嫌な顔なにもしてないし、そんな声かけてくれるとか優しすぎ……。

「な、なんか今日のセンパイがそんなんだと調子狂うんだけど」

「そんなんって？」

「普段より優しいっていうか、そんな感じ」

「これといって優しいとかはないと思うけどなぁ。当たり前のことしか言ってないから」

「これだからセンパイは……」

「え？」

「なんでもないしっ！」

　こっのセンパイ、マジでなにもわかってない。それは当たり前じゃないっての。デートに遅れて怒る人はいっぱいいるんだって。アーシの友達からもそんな話聞くし。

「まぁいいや。それじゃ予定通りに飯食いにいこっか。決めてる場所はある？」

「食べ放題とか考えてるんだけどセンパイはどんな気分？」

「お、それはいいね」

「センパイって体細いからちょっとしか食べないでギブアップしそうだけどね」

「これでも結構食べるよ？　本当に」

「ふぅん。アーシも結構食べる方だから期待していいよ」

「あ、愛羅が……？　それこそ信じられないなぁ。俺より体細いし」

「にしし、バイキングの時に見せたげる」

「見せたげるってなんだよ見せたげるって」

「見せたげるは見せてあげるの略でしょ」

「それは略さないでいい」

　ってか今、体細いって褒めてくれたね。ねだらないと褒めてくんないセンパイだから嬉しいかも。……今日のために髪型とか服装とかネイルとか頑張ったのに、全然ツッコミ入れてくんないのは予想してたけどね。オトコってそんなとこには気づかないとかよく言うし。

「……ん、愛羅の息も整ってきたしそろそろいこうか」

「う、うっわ、そのために話伸ばしてたとはやるじゃんか」

「エスコートするって話だったからちゃんと勉強してきたんだよね？」

「なにその褒めてほしいオーラ。もうポイント下がった」

「あははっ、それは残念」

「……」

　アーシがわかったこと、それはセンパイが間違いなくデート慣れしてるってこと。エスコートの勉強したところで一日くらいじゃ身につかないし、そもそも慣れてる雰囲気出てるし。これだからモテる男はって思うよね。アーシはセンパイの隣を歩きながらちょっと不満顔を作ってみた。──と、こんな時に限って目が合う。

「愛羅」

「な、なに？」

　ヤバッ、遅刻してこの顔はさすがに怒られるかも……。

「伝えるタイミングがなかなか見つけられなかったんだけど、今日は髪型変えてるんだね」

「っ、マ……変えてみたけど」

「それお団子頭っていうんだっけ？　初めて見る髪型だけど愛羅に凄く似合ってると思う」

「……」

「あと服装も似合っていいね。ちゃんと防寒もしてきてるから安心したよ」

「ね、ねえ……そんないきなり褒めんなし……。照れるじゃん……」

　褒められるっていうか、もう触れられないんだろうなってタイミングでこんなこと言ってくるのってずるじゃん。

　アーシの格好、コートに長ズボンだから露出はないけどそれで安心するとか本当おかしいって。男なら残念がるもんでしょ全く……。

「それはごめんって。さっきも言ったけど伝えるタイミングを見つけられなくてね」

[image: ]

「褒めるのはいいけど……もっとムードを大事にした方がいいかんね？　アーシの同級でももっと上手うまくするし」

「愛羅が遅刻してなかったらちゃんと言えてました」

「そ、それ引き出してくるのは反則だって！　アーシの息をあんなに上手に整えさせたんだから褒めるのもおんなじようにしてよ」

「それが当たり前にできたら苦労してないよ。だから褒められるうちに褒めたかった」

「紳士ぶっちゃって。じゃあさ、他に変わったとこあるんだけどその箇所わかる？　当てられたら褒めたげる」

　ってか、なんで髪型変えたって気づいてくれただけでこんな嬉しいんだろ。ニヤけそうだし、ハイテンションになってるし。単純すぎだってのアーシ。

「黒のネイルに変えてるのはすぐに気づいたよ。あとは自信ないんだけど香水も変えてる……？」

「ッ!?　あ、当たってるんだけど!!」

「それはよかった」

「ネイルならまだしも香水に気づくのはヤバすぎでしょ！　アーシのこと見すぎっていうかどんだけ匂い嗅いでんの!?」

「失礼な。バイト中にずっと邪魔してくるから普通に気づくよ」

「それこそ失礼じゃんっ」

　ここで悪口言うとかセンパイらしいよね、本当。デートのために変えたとこ全部気づいてくれたから評価上がってたのに、そこをわざと落としてくるんだから。

「ってか、気づいたならこっちも褒めてよ」

　アーシはネイルしてる両手をセンパイに向ける。

　褒めてって要求するのはあれだけど、気づいたんならなにか一言もらわないと気が済まないし、たくさん褒められたい。そもそもセンパイはアーシのお兄ちゃん役なんだから、アーシのしてることはなにも間違ってない。ほら、早く褒めろ。

「うん。手、綺き麗れいだね」

「そっちじゃなくてネ・イ・ル！」

「ネイルも似合ってるよ」

「それ髪型とかとおんなじ感想じゃん！　もっと他に言葉あるでしょ？」

「……愛羅、そろそろ俺のマフラー返して」

「話逸そらすなし！　え、まさかそれしか褒め言葉ない系？」

「正解。俺自身あんまり褒め慣れてないし、本当に似合ってるから『似合ってる』って言葉しか出てこないんだって」

「それただボキャブラリーがないだけっぽいけど」

「それもあるとは思うけど、本当に美味おいしいものを食べた時に『美味しい』って感想しかでないでしょ？　それと同じ」

「それらしいこというのは得意だよね、センパイって」

「本音だから信じてよ。こんな嘘はつかないから」

「マ、そこは信じるけど」

　信じられないのは『褒め慣れてない』って言ったこと。褒め慣れてない男がイメチェンしたとこに完璧に気づけるはずないし、気づけるってことはデートに余裕があるってことでもあるし。やっぱこのブランドのマフラーも別の女からのプレゼントっぽい。そう思うとまたモヤモヤしてくる。今のうちに聞いてみよっと。

「ねー、センパイ。少し話変わるけどこのマフラーってセンパイが買ったわけ？」

「いや、プレゼントでもらったんだよ」

「プレゼントって……オンナ？」

　無意識に声色が冷たくなる。目も鋭くなってるかも。

「女っていうか誕生日に姉から」

「お、お姉ちゃん？　──ぷっ」

「なんで笑うわけ!?」

「こ、こんなのマジ笑うって……！　でもそっかそっか！　お姉ちゃんからね！」

　アーシはすぐ顔をマフラーに埋める。今のは合格！　知らない女ならあれだけど、お姉ちゃんなら全然いい！　ヤッバい、ニヤけが止まんない……。

「ちょっと！　なんでマフラーに顔くっつけるの!?」

「んー？　ただ匂いつけてるだけ」

「いやいや、なんでそんなことするわけ!?」

「今のうちにマーキングしとこうってね。アーシの匂いをこのマフラーにつけとけば牽制できるしさ」

「残念ながら愛羅が牽制するような相手はどこにもいないよ」

「いなかったらそれでいいけど……とりあえずセンパイ彼女作っちゃダメだかんね？　センパイはアーシと契約してるお兄ちゃんなんだから」

「それって話繋つながりある？」

「だってセンパイが彼女作ったらアーシに構ってくれる時間が減るじゃん？　そんなの絶対嫌だし」

「そんなことね……」

「そんなことねってアーシにとってはそんなことじゃないんだっての。なんせ一五万も払ってるんだし」

「安心していいよ。俺に彼女がほしいって欲はないから」

「それ絶対ウソじゃん。センパイの年なら絶対彼女ほしくなるでしょ」

「いろいろあるんだよ。いろいろ」

「いろいろ？」

「そう、いろいろ」

　いろいろって言われてもピンとくることがなにもない。彼女作ったらだめみたいな罰ゲームしてる感じ？　センパイそんなことしなそうだけど。

　なんだろ、気になるけど踏み込んだらいけないとこっぽい。

「逆に愛羅が彼氏作ればいいんじゃない？　そうしたら俺にお金を払うこともなく、寂しく思うこともない。……っていや、今のセリフは忘れて。俺の収入がうんぬんになるところだった」

「ハァ。センパイってアーシをＡＴＭにするつもり？」

「ちなみに、ＡＴＭの正式名称は現金自動預け払い機らしいよ」

「そんな情報マジでいらないんだけど！」

　今の話聞いてみんなはセンパイが最低なこと言ってるって思うっしょ？　アーシを札にしか見てないって。でもそれは違う。

　センパイはわざと今のセリフを言ったんだよね、わざと。

『お金を払うこともない』『寂しく思うこともない』って解決できるようなこと言ってるし、『収入がー』とかバカ正直につけ加えたりしてるし。

　センパイはアーシに別の解決法を探した方がいいって伝えてきてる。お兄ちゃんを作る以外の方法を。別にそんなの気にしなくていいのに……。

　アーシが意見変えたら大事なお金がもらえなくなるのにわざわざ伝えるとかマジでアホすぎ。お節介すぎ。センパイは意地汚いからムカつくこともあるけど、邪魔者扱いするけど、バカすぎるくらいのお人ひと好よしで優しいんだよね。本当に頼りになるセンパイだよ。

「センパイには言ってなかったけどアーシって高校男子を彼氏にすんのは嫌だから」

「えっ、嫌なの!?　なんで？」

「当たり前じゃん。頼たより甲が斐いないし、ノリだけで嫌なとこからかってくるし、理性のコントロールとかできないっしょ？　だからアーシが彼氏作るとしたら絶対年上。精神年齢が高い方がいい」

「年上でもそんな人は多いと思うけどなぁ」

「でもセンパイは違うじゃん」

「そんなことはないって」

「そんなことなくない。アーシがいうんだから間違いない」

　こればっかりはお世辞抜きの本音。

　だって、アーシの見た目はこんな派手なのに『寂しい』とか言ってもからかったり笑ったりしてこなかったんだよ？

　親身に相談に乗ってくれて、わがままにも付き合ってくれて、嫌だったはずなのに契約もしてくれて。

　現役で高校通ってるからわかるけど、センパイの対応って大人すぎ。気遣いとか考え方もそうだし。やっぱ彼氏にするならセンパイみたいな男がいい。

「とりあえず、センパイはそのままでいてよ。そんなセンパイがアーシはいい」

「まぁ、人間そう簡単に変わるものじゃないからね」

「それならいいんだけど……あ、でも今は変わってくんない？　そうじゃないと元が取れないし」

「元？」

「契約金の一五万」

「えっ、それが今回のデートになるんじゃないの？　あと数回は繰り返すとは思うけど」

「デートだからデートらしいことしないとでしょ。だからセンパイ、手出してよ」

「手……？」

「そ、こっちの手」

　アーシはセンパイの右手の甲を爪でつっつく。

「……もしかして手繋ごうとしてる!?」

「どうだろーね」

「ち、ちょっと待って！　この年の兄妹が手を繋ぐっておかしくない!?」

「そこまで驚かなくてもいいじゃん。そもそもセンパイに拒否権なんてないし」

『漫画の中の兄妹もこんなことしてるし』なんてツッコミ入れたかったけど、話がこじれるからパス。

　その代わりにアーシは必殺の武器を使う。これでセンパイはチェックメイト。

「アーシ、センパイと契約した時に年のことはなにも言ってないかんね？　ただ『お兄ちゃんになって』としか言ってないから」

「……」

「つまり年関係なく兄妹がするようなことはしていいってこと。ほら四歳の妹とかお兄ちゃんに『手を繋ご』とかいうじゃん。だからこんなことはセーフ」

「そ、そんな屁へ理り屈くつを……」

「お金を受け取った以上はしてもらわなきゃ困んの。契約違反した時の話してなかったけど、その時はパパに訴える」

「卑ひ怯きようだ……」

「センパイがお金を必死で稼ごうとしてるのとおんなじなんだって。そのくらいアーシも寂しさ誤ご魔ま化かすために甘えたいの。迷惑だとは思ってるけど、ここがアーシの譲れないとこ」

　アーシだって遠慮って言葉は知ってる。それでもここだけは甘えさせてほしい。センパイとは連絡先交換してるからいつでも会えるわけだけど、そんなことしたらあっちの負担がヤバいだろうし。センパイって大学にも通ってるから学業だって大変だろうし。

　だから決めてる。センパイと会う日は一週間に二回、バイトをしてる木曜日と土曜日にしようって。つまり一ヶ月に八回くらいしかセンパイには会わないって決めてるわけ。

　アーシの家庭は裕福だけど、金銭感覚が狂ってるわけじゃない。アーシが言える立場じゃないけど迷惑料含め八回だけで一五万はやっぱり高いっしょ？　それに今回は期末試験が重なったからその分はパーになってるし。だから屁理屈とか卑怯なことしていかないと元が取れないんだよね。

　マ、お金を受け取った時点でセンパイはもう逃げらんないってことだね。『お金返す』なんてこと言われても絶対頷うなずいてやらないし、アーシにとって逃がすことが一番嫌なことだし。

「早く手出してよセーンーパーイ。アーシが駄だ々だこねてもいいの？　つってね」

「わ、わかったよ……」

「うっしっ！」

　センパイは理解が早くて助かる。街中で駄々こねたりしたらアーシがヤバい人になるし。

「はぁ……」

　深いため息を吐いて手を差し出してきた。不服だろうけどこれは契約だから割り切ってくれないと。あと、アーシはセンパイに勘違いさせてることあるんだよね。

「じゃ、掴つかむよセンパイ」

「いつでもどうぞ」

　センパイはもっと手を近づけてくる。本当センパイってちょろいし甘すぎ。アーシがしたかったのは手繋ぎみたいなしょぼいことじゃないし。

「なら遠慮なく──ういっ」

「んっ、ちょッ愛羅!?」

「にししっ！　これしたかったんだぁ～」

　アーシはセンパイの手じゃなくて腕に飛びついた。センパイの腕に思いっきり抱きついてやった！

「なっ、なななんだよこれ！　それ手繋ぎじゃないって」

「アーシ言ってないし、センパイと手を繋ぐとか一言も。言ったのはただ手を出してってだけ。もちろん腕を掴みやすくするためにねー」

「で、でも手を繋ぐ流れだったでしょ!?」

「それはセンパイが勘違いしただけじゃん」

「なっ、なんだよそれ!?　って、これは兄妹がするようなことじゃ──」

「──義兄と付き合ってる義妹ならするでしょ？　これも一種の兄妹だし」

「は、はぁ!?」

「だから昨日言ったじゃん。デートしようって。今日は義兄と付き合ってる義妹って設定でいるからさ、アーシは」

「き、聞いてないってそんなの……。じゃあ恋人のようにしろってこと……？」

「にしし、そーいうこと。聞かれてなかったから教えなかったわけ」

「なっ……」

　あー、面白い。バカみたいにセンパイ動揺してるって。漫画のお兄ちゃんとおんなじような反応してる。

　どうしよ、めっちゃ楽しいんだけどっ。今センパイ、アーシのこと絶対女って意識してる……！　顔、赤くなってるし！

　いっつも邪魔者扱いしてるのにざぁまぁってね！

「あ、愛羅……。せめて腕の力は抜いてよ……」

「ヤーダ。このままご飯いこ」

「嫌とかそんなんじゃなくって当たってるんだって……」

「ん？　当たってるってなにが？」

「……胸」

「へ？」

　ちっこいけど力のある声でセンパイは言った。なんか、『胸』って……。

「……」

「……」

　アーシはセンパイの顔を見る。センパイの視線がなんかアーシの胸に向いてる気がする。

　視線を辿たどってそこを見る。

　う、うん……？

　胸がセンパイの腕に当たって潰れてた。服の上からでも見ててわかるくらい。アーシの胸……センパイの腕に……当たって……当たって──。

「っっ!?」

　全てに気づいた時、頭が真っ白になる。

「ばっ、バカ！　そんなの指摘するなしっ！　変態ッ！　マジ変態じゃん！」

「な、なら離れればいいでしょ……」

「そ、それは嫌だし！」

「無理することないって。もっと別のやり方でやればいいんだから！」

「も、もういいしっ！　役得なんだから感触楽しめばいいじゃんっ！　お兄ちゃんでもそうするしっ！」

「意味わからないからね!?」

　パニックになって変なこと言っちゃってる……。でも、アーシこんなことに慣れてないから……さ。

　センパイよりアーシの方が絶対顔赤くなってた。だから食べ放題に向かうまでずっと顔逸らしてた。マフラーがあってもバレるくらいだったから……。それでも、センパイの腕は離さなかった。腕を絡めて歩けたのは全然悪くなかったから。
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「ええっ!?」

　最初の目的地であるバイキング内でのこと。

　店内にあるトイレで用を済ませ、食べたい料理を取って席に戻った龍馬はこんな声を上げていた。

「いきなりどしたのセンパイ」

「いや、どしたのじゃなくて……」

「やっぱ食べ放題っていいねー！　好きなものばっかりでさ！」

「……」

　龍馬の目の前には信じられない光景が作られていた。

　大盛りのカレー。大盛りのきのこご飯にお味み噌そ汁しる。ごろごろとした立派な唐揚げが六つに照り焼きチキンも六つ入った大皿が一つ。

　その他、グラタンとピザが半分ずつにわけられた大皿が一つ。バター醤じよう油ゆパスタの大皿が一つ。和風ドレッシングがかかった山盛りのサラダの大皿が一つ。

「う、嘘でしょそれ……」

　そう、これは龍馬のものではない。計六皿。全て愛羅が取ってきたものである。

「あ、ちゃんと配慮はしてるかんね？　独り占めしてないし周りの人も取れるように多いやつを取ったし」

「そ、そういうわけじゃなくて……」

「ん？」

「愛羅、確かにここは食べ放題だけど残し放題っていうわけじゃないから……ね？　お金を払う分、そこは自由って意見もわからなくはないけど残されたら残されただけお店側は心情的ダメージを負うわけだから……その……」

　食べ終わったあとに席を立つのが面倒くさいから。そんな理由でてんこ盛りに取ったのだろうと考えた龍馬は『食べ残さないようにもう少し考えてもいいんじゃない？』と含ませた言い方で愛羅に顔を向ける。

　最近の食べ放題は大量に残した場合に追加料金が発生することもある。この店はそのルールに当てはまっているわけではないが、残さないように取る量を考えるのが店側にとって優しい対応であることは間違いない。

「いや、アーシもったいないことはしない主義だけど」

「じゃあ、それ……その量を食べられるって？」

　グラタンやサラダはどうにかなるかもしれない。しかし、それ以外はかなり重い食べ物。満腹時、食べたくない物ランキング上位に食い込むものばかりだ。

「アーシ言ったでしょ？　結構食べるって」

「そ、それ結構の量じゃないけど……って本当に食べられるの!?」

「うん。これ食べ終わったらデザートもいくつもりだし」

「胃、破裂しない……？」

「アーシって消化早いんだよね。なんか知らないけど」

　愛羅の言葉は信じられるものではないが、嘘を言っている様子はない。まだ序盤ともあって大皿一つしか持ってきていない龍馬との差は歴然である。

「今、愛羅の皿を四度見したお客さんいたけど」

「センパイもビックリっしょ？　こんな食べるＪＫってさ」

「本当ビックリだよ。そんなに食べて太らないって凄くない？　ありとあらゆる方向に喧けん嘩か売ってる体質だと思うよ」

「太る部位はあるけどね？　アーシのここ柔らかかったっしょ？」

　大きな胸に手を当てニンマリする愛羅。

「愛羅、食事中」

「まだ食べてないじゃん！　ってか汚い話じゃないし！」

「気分が害される」

「それ失礼だしっ！」

　柔らかかったと肯定するわけにはいかない龍馬。これは年上としての意地であった。

「まぁ、昼飯にバイキングを選んだ理由はわかったよ。結果的にこっちの方が安くなるからなんだね」

「それもあるけど今はランチタイムっしょ？　忙しい時間にファミレスで六品七品いきなり頼んだらお店パンパンになるし、別で注文してる人を待たせることにもなるからセルフで食べられるとこ選んだわけ」

「……愛羅って年齢を誤魔化してない？」

「どこからどー見てもＪＫでしょ」

　容姿からは想像もつかない気遣い。成人している龍馬でもここまで考えることはできなかった。人は見た目で判断してはいけないとは言うが、まさにその通りである。

「って、喋しやべるのぼちぼちやめて早く食べよー？」

「じゃあそうしよっか」

「うん！　あ、やっちゃった。お箸とか取ってくるの忘れた。取ってくる！」

　ここで龍馬を使おうとせず自ら取りに動くのが愛羅らしいところ。やれることは自分でやるという姿勢が窺える。

「愛羅のも取ってきてあるよ。箸だけだけど」

「お！　さっすがじゃん！　スプーンとフォークも持ってくれたらちょー評価上がってたけど」

「愛羅がそんなに食べる相手だってわかってたら持ってきてたよ」

「でも、お箸あんがと。なんかこれ使ったらめっちゃ美味しく食べられそ」

「気のせいだろうね」

「そんなことないってね！」

　その言葉を最後に、八重歯を覗のぞかせた笑顔を見せる愛羅はスプーンとフォークを取りに向かった。

　お箸を持ってきてもらう。準備してもらう。高校生ならこのくらいのことは親に甘えるだろう。だが、愛羅は違う。

　両親が仕事の関係で家には帰ってこない分、いつも一人でご飯の用意をしているのだ。

　今日はその久々の体験をしたからこそ本当に嬉しそうにしている愛羅なのだった。




　食事を始め三〇分が過ぎた。

　この段階で大皿を四つ空にしている愛羅だが食べるペースは一向に落ちていない。目の前でフードファイトをされているような気分の龍馬だ。

「それにしても美味しそうに食べるなぁ、愛羅は」

　驚きは未いまだ隠せない。それでも幸せそうに料理を頬ほお張ばっている愛羅を見るのは気持ちの良いことだった。初めて知った愛羅の一面に微笑ましくなる。

「……こんなに食べるとこ見せたの、パパママを除いたらセンパイが初めて」

「初めて？」

「そ。やっぱいいね、隠さないのって。めっちゃ気が楽っていうか」

「今の言い分だと学校の昼飯とかもたくさん食べてるわけじゃないの？」

「うん、友達に合わせて加減して食べてる感じ。満腹にならないから午後の授業で眠くなることはあんまないけどね」

「いっぱい食べることってそこまで隠すことじゃないと思うけどなぁ。確かに驚かれるだろうけど、ただそのくらいだって」

「センパイならそう言ってくれるって思ってた」

　サラダを食べていた手を止めた愛羅はティッシュで口を拭きながら目元を和なごませた。

「センパイはそういうけどさ、ふつーは引くっしょ？　ガッコでアーシだけこんな量食べてたらさ」

「……まぁ、愛羅を知らない相手ならそうなるかも」

「うっわ、そこ同意してくるのは傷つくんだけど」

「偽った返事をする方が愛羅は傷つくでしょ？　そのくらいわかるよ」

　龍馬は人を虐いじめたりするような鬼の子ではない。一度はフォローも入れようと考えたが、それは愛羅のためにならないと判断したのだ。

「い、いきなり大人ぶんなっての。アホ」

「あははっ、そんなつもりはないけれどね。大人ぶるもなにも一応は成人してるし」

「あっ、センパイってもう二〇歳だっけ？」

「そう。四月に誕生日があったから」

「じゃあもうお酒飲める歳としじゃん。羨まし」

「愛羅が俺にお酒買ってきてみたいな要求をしたらすぐに両親に報告するからね」

「さすがにそんなことしないって。こんな見た目だけどちゃんと法律は守るって決めてるから」

「愛羅のことだからいつかはハメ外しそうなんだよな。ずっと我慢を続ける性格だし」

「センパイは心配しすぎだって。親かっての」

「お兄ちゃんだけどね、今は」

「出たよその言い換え。じゃ、そんなカッコつけてるお兄ちゃんにいうのもなんだけど、アーシはお兄ちゃんにさえ引かれなければなんの問題もないから。こんなに食べることについて」

　氷が浮いた冷水を口に運んだ愛羅は、音がしないようにテーブルに戻して『嬉しいでしょ？』なんて顔を見せてくる。だが、龍馬が注目するポイントはそこではなかった。

「ふーん。俺にさえ引かれなければ、ね」

「……」

「俺にさえ引かれなければ……ね？」

「はー！　な、なんか暑いねこの店！　暖房効きすぎ！」

「自分で言ってなんで照れてるんだか」

「べ、別に照れてるわけじゃないしっ！　勘違いすんなっての」

　両手でバタバタと顔に風を当てながら反論してくる愛羅。これ以上に説得力のない言動はないだろう。

　少し呆あきれた顔を作る龍馬だが、ここで愛羅に意見したいことがあった。

「愛羅、食べながらでいいから聞いてくれる？」

『コク』

　照れ隠しだろうか。すぐに口に料理を入れた愛羅はもぐもぐ口を動かしながら頭を縦に振る。

「さっきの話を蒸し返すつもりはないんだけど、俺にさえ引かれなければいいってのはちょっと意識を変えてほしいなって思ってるよ」

「……？」

　まだ口の中に食べ物が残っている愛羅は、首を傾けて『なんで？』とジェスチャーを送る。

「いっぱい食べることは別に悪いことじゃないし、そこまで隠すことじゃないと思うから。俺、家では料理を作るって話をしたと思うけど姉がかなりの少食でね。こればっかりは文句のつけようもないんだけど、実際こうした環境だからたくさん食べてくれる人の方がいいっていうか」

「……」

　もぐもぐしていた口が止まる愛羅。

「学食で料理を作ってる人はもちろん、友達ならそんなことを気にしたりはしないって。むしろ俺みたいに好意的に捉える人もいるはずだよ」

「……」

『ごっくん』

　そのまま飲み込み、無言で飲み物を含む愛羅。

「まぁ、愛羅のいう通りに引く人もいるだろうけど、それは全員が全員好意を持ってくれるわけじゃないのと同じだと思う。個性を隠すってのは辛いと思うし、愛羅の友達ならきっと理解してくれるよ。愛羅の友達に悪い人はいないでしょ？」

「…………」

「え、えっと……だから俺が伝えたいのは無理はしないようにってこと。我慢をし続けてパンクしたりしたら元も子もないんだからさ」

　真まっ直すぐな意見を伝えるのは恥ずかしいもの。鼻先を掻きながら「あはは」と笑みを作る龍馬だった。

『そ。やっぱいいね、隠さないのって。めっちゃ気が楽っていうか』

　その言葉を吐き出した時の愛羅のスッキリとした表情。それは周りに合わせるのがどれだけつらいかを物語っていた。追加して愛羅が我慢し続けている家庭環境もある。我慢強い愛羅だが、いつか耐えられない日がやってきてもおかしくない。

　こんな関係になった以上は一つでも良い方向に環境を改善させたいとの想おもいがあり、それが今の言葉に繋がっている。

「セ、センパイお節介すぎ……。マジでさ」

「そんなにお節介かな？」

「ふつーに！　ホント呆れるって」

　大きなため息を漏らす愛羅だが、嬉しさを我慢しているように口角が一瞬だけ上がる。

「でも、愛羅のこと心配してるのは本当だから。心配してるから俺の考えを言わせてもらったよ」

「ふーん」

「だから他に困ったことがあればなんでも教えてよ。できる限り力になるから」

「またそうやって紳士ぶる……。さっきまでアーシの胸を堪能してたくせに」

「はいはい、押しつけてきたのはどっちなんだか」

「センパイでしょ。腕を押し当ててきたし」

「……」

「……」

　意見の食い違いでいきなり睨にらみ合あう二人だ。食事中にくだらない争いが勃ぼつ発ぱつしているが、第三者から見れば仲の良さが窺うかがえるやり取りでしかないだろう。

「ここで素直になれば愛羅は可愛いのに」

「ハァ!?　な、なにそれ！　ふつーにアーシ可愛いし！　センパイがそう褒めてるし」

「じゃあもっと可愛くなる」

「も、もっと可愛いとか……うっさいし……」

　視線をキョロキョロと動かしながら顔をどんどん赤くしていく愛羅。

「……まぁ、俺は普段通りの愛羅の方が好きだけどね。なにより接しやすいし」

「ッ!?」

　なにげない一言が愛羅を沸ふつ騰とうさせる決め手。ガバッといきなり立ち上がる愛羅は猫目をぐるぐると回転させていた。両耳を真っ赤にして慌てながら声を騒がしくする。

「バ、バカ！　う、うううウソいうなし！」

「え？　本当だけど。俺は普通の愛羅の方が好きだよ」

「だ、だからっ……もぉぉっ！　ち、ちょっとトイレッ！」

「えっ!?」

　なんの前触れもなくと言っていいだろう、不満を露あらわにしたように声を荒らげた愛羅は急いでトイレに駆けていった。いや、逃げていった。

　龍馬からの言葉が嬉しかった。照れた顔を見せたくなかった。そんな乙女らしい理由で……。

　しかし、そんな状態を理解していない人間が一人。龍馬は難しい顔を作ったまま固まっていた。それからどのくらいの分数が経っただろうか、トイレから帰ってきた愛羅の耳は朱色に染まったままだった。




　その後、食べ放題の制限時間を迎えた二人は真正面に立つ大型商業施設イヨンを訪れていた。

「ハァ……。誰かさんのせいでデザート食べられなかったんだけどー」

「わ、悪かったって愛羅。本当ごめん」

「ソフトクリームと杏あん仁にん豆どう腐ふとスイートポテト食べるつもりだったのに」

　話の通り、愛羅が拗すねている理由はデザートを食べ損ねたから。愛羅がトイレから戻ってきたのは制限時間の三〇分前。最初に取ってきた料理を完食したと同時に終了時間の一〇〇分が過ぎてしまった。この結果、愛羅はデザートを食べられなかったわけである。

　普通ならトイレにいく時間を取った愛羅が悪いとの票が集まるだろうが、龍馬が照れさせなければトイレに逃げることもなかった。愛羅の言い分は一応の筋は通っている。それでいて取ってきた料理を残してデザートに移るという選択をしなかったのは本当に偉いことだろう。『もったいないことはしない主義』を見事に行動で示した愛羅だ。

「って、あの量食べてまだ入るんだ」

「当たり前じゃん。だからデザートの責任取ってよ」

「それは……今言ったデザートを全部奢おごれと？」

「センパイがあんなこというからトイレいくしかなかったんだし……。それで時間ロスしたんだし」

　龍馬は追及したいことが一つある。それは、『あんなことをいうから』の詳細である。謝ってはいるものの原因に辿り着けていないのが現状なのだ……が、今はそのツッコミを入れられる雰囲気ではない。素直に頷く以外に取れる行動はなかった。

「わ、わかったよ。それを奢るから許してくれる？」

「……約束だかんね？」

「もちろん」

「なら許す……」

「ありがとう」

　こうした軽い口喧嘩をするもののお互いの肩が当たるくらいに距離は近い。側から見れば二人はカップルも同然であり、すれ違う同性から龍馬は恨めしい視線を浴びせられていた。肌を見せていない愛羅だが、その点を抜きにしても際立つ容姿をしているのだ。

「……センパイ」

「ん？」

　注目されることに慣れているのだろう、愛羅は気にすることなく龍馬に話しかけてくる。

「さっきは拗ねてごめん。もう切り替えるから」

「あははっ、そんなこと言わなくていいのに。気をつかってくれてありがとうね」

　すぐに気持ちを切り替えてくれるのは龍馬にとって助かる以外にない。すかさずお礼を挟んだ龍馬だったが……これが間違っていることにすぐ気づくことになる。

「じゃあ仲直りの印にしよっか」

「なにを？」

「今度はホントの手を繋ぐこと。つってね」

「これ……」

　愛羅が差し出してきたのは黒のネイルを施した傷一つない左手。

　室内でもマフラーを巻いている愛羅は、鼻上まで生地を上げ顔の下半分を隠しながら手を近づけてくる。

　この瞬間に手のひらで転がされたと確信する龍馬である。

「うわぁ、なるほどね。拗ねたフリしてこの展開を狙ってたわけか。愛羅がしそうなことだよ」

「にしし、どーだろね？」

　疑問符を浮かべる愛羅だが隠すつもりもないらしい。いつも通りの声色で返事をしながら面白そうにニマニマしている。

『この野郎』なんて悔しさを抱く龍馬は要求通りにしっかりと愛羅の手を握った。

　温かく細やかな肌。強い力を入れたのなら壊れてしまいそうな、そんな手先。

「ねえ、夜の公園で手を握られた時も思ったんだけど、センパイの手ゴツゴツしすぎ。ちょっとキモいかも」

「それ大半の男を敵に回すことになるからね？　男の手って角ばってるもんなんだから」

「それは知ってるけど変な感触すぎて鳥肌立ちそー」

　なんてどうしようもない文句を放っている愛羅だが、繋がれた手は振り子のように揺れている。満足げに愛羅が力を加えているのだ。

　照明が当たっている黒のネイルは今の感情を示しているように明るく光っている。

「ってか、やっぱりセンパイってオンナと手繋ぐの慣れてんね。今もさらっと握ってきたし」

「慣れてるわけじゃないって」

　その言葉に嘘はない。ここまで冷静に立ち回れている風なのは恋人代行を経験しているおかげ。姫ひめ乃のと手を繋いでいる時と同様に演技をしているだけ。

「そっか。慣れてないならこのマフラーをアーシにちょうだい」

「その言い分は全く意味がわからない」

「じゃあふつーにちょうだい？」

「そのマフラーはあげられないよ。たとえお金を用意されてもね」

「それは絶対ウソでしょ。センパイにお金が効かないとか」

「その物珍しげな反応は失礼だなぁ。俺のために選んでくれたプレゼントなんだからそうもなるって。こっちの気持ちを考えてくれた物ならどんな大金にも勝るもんだよ」

　子どもが親宛に書いた感謝の手紙。その手紙の金銭的価値はゼロだが、手紙をもらった側にとっては値段をつけることができないほどの一生の宝物になる。それと同じこと。

「じゃあ億出されたとしても断るわけ？」

「いやーさすがに億出されたらすぐあげるよ」

「ハァ!?　もうそれサイッテーじゃん。さっきの話と矛盾してるし！」

「まぁ、そんな非現実的なことが起きない限りこのマフラーは渡さないってこと」

「渡せないじゃなくて渡さない……ね。そこまでいうなら引き下がるしかないじゃん……」

「ありがとうね」

「ううん、平気。むしろセンパイらしくていいと思った」

　愛羅はふっと顔を背そむけクスッとした顔をひとりでに浮かべていた。

　贈り物のマフラー一つに億単位の値段を出せる人間は一パーセントもいないだろう。結局のところあげるつもりはさらさらないのだと龍馬の気持ちを悟った愛羅だったのだ。

「じゃあアーシの家に着くまではこれ巻いてていい？」

「それくらいならいいけどちゃんと返してよ？」

「わかってるって。あんがとね」

　売られているマフラーではなく、このマフラーがほしい。どうしてもほしい愛羅だが我慢した。我慢することができた。

『こっちの気持ちを考えてくれたんならどんな大金にも勝るもんだよ』と、この龍馬の言葉に共感したおかげで。

「で、愛羅。早速だけどまずはどこにいく？」

「それなんだけどセンパイにアーシの服を選んでほしくってね。いつもお世話になってる店があるからそこで買おうと思ってる」

「俺、服の合わせ方とか苦手なんだけど大丈夫……？」

「平気平気。アーシってほとんどの服が似合うから」

「へぇ、そこまでいうなら似合わない服を意地でも見つけるよ」

「それはそれで面白いかも。マ、折れるのはセンパイの方だろうけど。アーシに似合わない服を見つけらんなくてね」

　そんな二人らしいやり取りをしながら愛羅に誘導されるようにとあるアパレルショップに進んでいく。

　──にぎにぎ、にぎにぎ。

　歩いて六分間、力の強弱を使って龍馬の手の感触を確かめ続けていた愛羅。物珍しい感触に、マフラーで隠れている口元はだらしなく緩んでいた。

　そんなことがありながら愛羅が世話になっているというショップに到着する。

「あっ、愛羅ちゃんこんにちはー！」

「佐さ藤とうさんこんちー！　今日も服買いにきたよ」

「それはどうもありがとうございます。今日は彼氏さんとおデートですか？」

「そんな感じ。どお？　カッコいいでしょ」

「ふふっ、お似合いのカップルですね」

「にしし、あんがと」

　二人で盛り上がっているが、店員と愛羅が知り合いだと知らなかった龍馬である。置いてけぼりの状況に気き後おくれしながらもなんとか挨拶を交わす。

「ど、どうも初めまして。愛羅がお世話になってます」

「いえいえ、こちらこそお世話になっております。いきなりであれですが愛羅ちゃんが商品を万引きしましたらすぐに教えてくださいね」

「えっ、万引きですか!?」

「もー、いきなりそのブラックジョークはダメだって言ってるじゃん！　アーシの友達もすぐからかってくるんだよ？」

「それはすみません。緊張をほぐそうかと思いまして」

「逆に緊張するって言ってるじゃん！　それに緊張をほぐすのはアーシの役割なんだからさ。……それじゃ佐藤さん、そろそろ服見させてもらうね」

「はい。ごゆっくりどうぞ」

「センパイ早くいこ」

「う、うん……」

　呆あつ気けに取られていた龍馬だが愛羅に手を引かれたことで我に返る。

　気を利かせてくれたのか店の奥に足を運ぶことで二人っきりの空間が作られた。聞きたいことを聞けるタイミングでもある。

「愛羅とあの店員さんは一体どんな関係なの？　かなり親しかったけど」

「佐藤さんはママと同級なんだよね。だから服を買うときはこの店でお世話になってんの」

「同級生って……え!?　愛羅はそんな人に俺を彼氏だって誤解させたわけ!?」

「そういうこと。めっちゃヒヤヒヤしたって」

「と、とりあえずお母さんに彼氏いるって情報がいっても責任は取らないからね？　俺は」

「それは困るんだけど……ホントに」

「自業自得」

「イジワル」

「それはどっちなんだか」

　助けの手を期待していたのだろう愛羅を振り払い、なんとなく売り場に出ている服に目を通していく龍馬だ。

「それにしても可愛い服がいっぱい揃そろえられてるなぁ、このお店って」

「でしょ？　お店の人気も高いらしくてアーシも気に入ってるんだよね。レディースしかないからセンパイは肩身狭いと思うけど」

「やっぱり周りのお客さんから見られちゃうよね……。場所が場所だから周りから煙たがられてなければいいんだけど」

「一人できてるならまだしもアーシの付き添いだってわかってるはずだから大丈夫だって。悪い目で見られてるわけじゃないしさ」

「それはわからないでしょ？」

「オンナだからアーシはわかるよ。なんで見てるのかセンパイには教えてやんないけどね、絶対調子に乗るから」

「調子に乗る理由も見つからないよ……」

　龍馬が再び服に目を向けたその瞬間である。

　視線が逸れたことを利用し、愛羅はすぐさま目つきを変える。刃物のような鋭い眼光でこちらを見てくる相手を睨んだのだ。

『この人はアーシのだから見んなっての』。そんな圧のある牽制をするように……。

　愛羅の間接的な攻撃にすぐに引っ込む客。それを確認した愛羅はすぐに顔を戻すと、なにごともなかったように龍馬の肩をポンポンと叩たたくのだ。

「マ、とりあえずセンパイはアーシだけを見ててよ。悪いことなんてしてないんだから」

「そ、そうだよね。最悪なにかあったら店員さんが助けてくれると思うし」

「その前にアーシが助けるから安心して。オンナ相手には負ける気ないから」

「さすがギャル」

「にしし、その代わりセンパイは可愛い服選んでよね？」

「あれ、似合わない服を見つけるんじゃなかったっけ」

「それマジでやめてね？　センパイが選んだ服をそのまま買うつもりだから」

「はははっ、冗談だよ。それなら愛羅って普段どんな服を着てるか聞いていい？」

「とりあえずどこかしらの肌は見せてるって感じ。寒いのは我慢してるけど結局慣れるから途中からは平気だし。マ、今日は防寒してきたけどアーシにしてはホント珍しい方」

「……そうか」

「なにか問題あった？」

「俺が選びたい服も肌を見せないようなやつなんだけど……大丈夫？」

「全然平気だけど、オトコって肌が見えた方が嬉しくなんない？」

「他人ならまだしもかかわりのある相手にはあんまり肌を見せてほしくはないかなぁ。夏ならまだしも冬の時期だし、オシャレとはいっても寒さを我慢するようなことはしてほしくないよね。絡まれる確率だって上がったりするだろうし」

　真剣な顔で、その雰囲気をまといながら龍馬は服の一着一着に目を通していく。全ては愛羅のことを思って決めているのだ。

「まぁ最悪、愛羅が風邪を引いたら看病にいくつもりだから少しは楽にさせられるとは思うけど」

「え！　アーシが風邪になったらセンパイが看病してくれんの!?」

「看病って言っても男の俺を家に入れるのは好ましくないからお見舞い品を持っていくくらいだけどね。ゼリーとかプリンとか食べられそうなものを。契約があると言っても無理やり中に入るようなことはしないから」

「じゃあアーシが看病してって言ったらしてくれる……？」

「愛羅が俺を家に入れてもいいならね」

「そ、そか。そかそか！」

　コクコクと連続で頷うなずいている愛羅。ウェーブのかかった髪が揺れ、柑かん橘きつ系けいの匂いが漂う。翡ひ翠すいの瞳は輝いているように見えた。

「意外そうな顔してるけど、愛羅のことだから熱を出しても親に連絡したりしないでしょ？　一人で熱と戦うつもりだろうから俺なりにサポートできればって思ってるよ」

「へえ……」

「今どうやったら風邪を引けるかみたいな考えしてたでしょ？」

「そ、そんなバカな考えしないし！　ってか風邪引こうとして引ける人間いないって」

「それはそうだけど、愛羅は風邪を引く原因を持ってるからなぁ。肌を見せて体を冷やすってやつ……。だからとりあえず制服のスカートも長いものに変えたりしない？　そっちの方が俺は安心するんだけど」

「それは嫌ー。どうしても寒い時にはタイツ穿はくから平気」

　服を見ながら雑談をする。そんな単調な時間の使い方だが二人の顔には笑みが浮かんでいた。知り合いの店ともあって長居することに対してもあまり抵抗はない。広い店内をゆっくり一周し終わる。

「で、アーシの服は決まった？」

「うーん。一通り見てだけど、これとかこれはどう？」

　龍馬が取ったのはグレーのパーカーに白のロングスカート。金髪の愛羅だからこそ地味目な色をチョイスした龍馬だ。

「かなり王道めのファッションを取ったね」

「正直、レディースものの合わせ方は本当にわからないからさ。姉の服を思い出して参考にしてるよ」

「でもなんでこれ選んだの？　言っちゃなんだけどワンピースとかもっと可愛いのあるじゃん？」

「パーカーも十分可愛くない？」

「アーシはどお？　可愛い？」

「愛羅も可愛いよ」

「っ！」

「それで、話を戻すけど──」

「ちょっとなにその軽い流し！　今はデート中なんだけど！」

「さっき俺を手のひらで転がしたんだからその仕返しね。実際に話繋がってなかったし」

「大人げないオトコってモテないかんね？　今のとこに気持ちこめてくれたらアーシ惚れてたのにさー」

「それはもったいないことをしたなー」

「だから気持ち込めろしっ！」

　二度の棒読みに反撃するように肩パンチを食らわせる愛羅だが、その力はちょっぴり痛みを感じる程度に加減されたもの。

　雑な対応をしているようにも思える龍馬だが、今の今まで時間をかけ一生懸命に愛羅の服を選んでいたのだ。それが愛羅に届いているからこそ怒ることはしないのだ。

「まぁ、それでこの服を選んだ理由なんだけど愛羅って一人で買い物に出かけることも多いだろうから気軽に着れる服の方がいいんじゃないかって思ってね。こういう系の服はいくつあっても損にはならないでしょ？」

「そっか。アーシのことちゃんと考えてくれたわけね」

「愛羅の服を選んでるわけだから当然だって。それに俺がオシャレな服を選んだとしても愛羅の合わせ方には絶対勝てないからこれにしたよ。変に俺が出張って愛羅の魅力を下げるわけにもいかないしさ」

　この店に来る前までは『似合わない服を選ぶ』なんて口に出していた龍馬であるが、そんなお金の無駄遣いは絶対にしないのだ。

「な、なにその気遣い。魅力がどうのこうのって……」

「大事な妹なんだから当たり前」

「き、きききキモっ！　センパイ恥ずっ！」

「はいはい、早く試着してくる。その間に別の服も選んどくから」

「ちょ、押すなしっ！　ってセンパイ力強っ!!」

　愛羅の背中を利き手で押し、そっぽを向きながら試着室に押し込んでいく龍馬。指摘される以前に、自らの恥ずかしさを隠すための行動だった。

　こうして墓穴を掘ってしまうくらいには龍馬もデートを楽しんでいたのだ。
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「にしし、手を繋いでお店出るとかやるじゃんセンパイ。佐藤さんに見せつけたね？」

　いつもお世話になってるアパレルショップを出た後、アーシはセンパイにニマ顔を作った。返ってくる反応はもうわかってるけどね。

「先に手を繋いできたのはどっちなんだか……」

「センパイでしょ？　アーシに手を近づけてきたし、それって手を繋ぎたいって合図じゃん」

「隣に並べば自然と手は近づくと思うんだけど」

「そんなことないでしょ」

「そんなことあるでしょ」

　センパイの言う通り先に手を繋いだのはアーシ。あのお店にいく前からずっと繋いでたからなんか物足りなく感じたんだよね。

　ほら、手を繋いでる時ってあったかいけど、離した瞬間には冷たく感じるじゃん？

　センパイが真剣に服選んでくれてたから、その間は手を繋ぐことはしなかったけどずっと我慢してた。我慢の限界だったからすぐに繋いだって感じ。

「愛羅。手を強く握ってきてるけど……大丈夫？」

「大丈夫って？　もしかしてセンパイ痛い？」

「いや、痛くはないけどもうちょっと緩めた方が疲れないんじゃないかって思って」

「平気。こっちの方が繋いでるって感じがするんだよね」

「そ、それならいいけど」

　本当、男の手ってなんでこんなゴツゴツしてるんだろ。太いし大きいし硬いし。アーシの手とは全然違う。気持ち悪い気もするのに安心するっていうか、また繋ぎたくなるってのも不思議。

「ね、センパイ。服を買う前にデザート奢ってもらうって約束したの覚えてる？」

「もちろん覚えてるよ。その代わりにこの服を奢るってなったわけだけど」

「めっちゃ図ずう々ずうしいんだけど、もう一個センパイに買ってほしいのあるんだよね。ガッコとか外に持っていけるやつ」

　アーシのお金を使ってほしいものを買うのと、センパイのお金で買ってもらうのとじゃ価値も違うし嬉しさも違う。だからプレゼントしてほしい。

「了解。今日は甘えてもらっていいからね。あんまり高すぎるの選ばれたら困るけど」

「あんがと！　ってさすがにそんながめつくいかないって」

　センパイにはランチも奢ってもらってるし、服も買ってもらってる。一五万のお金を渡してるけどこれからもデートするわけで、ちゃんと残るようにしないと可か哀わい想そうって思いもあるから値段も優しいやつにする。そもそもプレゼントって金額が全てじゃないしさ。

「それじゃ、ついてきて」

　センパイからも手を繋ぎたいって行動取ってくれたら嬉しいけど、やっぱりそんな上手くはいかないよね。でも、手を繋ぐこと自体は嫌がってないからそれだけで十分。

　さっきのお店からアーシのいきたい場所は本当近い。エスカレーターに乗って二階に上がればすぐ。

「じゃこの中から一つ選んでよ。アーシのプレゼント」

　アーシがセンパイの手を引いてきた場所。そこは──。

「ガ、ガチャッポ？」

「なんで引いてんの？　ガチャッポなめんなし」

　ガチャッポの森っていうカプセルトイの専門店。

　フロアの中にはカプセルトイがたくさん置いてある。その数はざっと一〇〇以上。ここでしか見られないラインナップもあるお店。アーシの学校でも結構人気になってるとこ。

　センパイを見てみればなんか意外そうな顔してアーシを見てた。

「愛羅、カプセルトイって高くても五〇〇円くらいだよね？　そんなに遠慮されると俺が困るっていうか……」

「ん？」

　この時はまだ意味わかんなかった。ケチなセンパイがいきなりこんなこと言ってきたから。その口ぶりだともっと高いもの選べって言ってるようなもんだし、頭ぶつけた？　とか思うくらいに今のセンパイがおかしくなってる。失礼だけど。

「遠慮するのは大事だけど、俺相手に遠慮はしなくていいって。他に好きなものとか買いたいものがあるでしょ？」

「あー、なるほどね」

　ここでやっとセンパイの言いたいことがわかった。

「ホントにこれがほしいし遠慮してないって」

「いやいや、どう考えても俺の財布事情を考えてここを選んでるとしか思えないんだけど……。もちろんその気持ちは嬉しいけど」

「センパイ、それマジ違うって。そもそもアーシは一五万で契約してるんだよ？　元取りたくていろんなことしてるんだし今さら遠慮するわけないじゃん」

「そ、そう言われたらそうだけど……じゃあなんでカプセルトイって安いものを選んだわけ？　正直、俺に『契約』って言葉を出せばそれなりのものを買ってもらえることはわかってるでしょ？　賢い愛羅がそこに気づいてないわけがないし」

「えー、それアーシに言っちゃダメなやつでしょ。絶対」

　本当、センパイはマジもんのバカ。お人好しすぎ……。今の口に出したらアーシにたかられても文句言えなくなるんだよ？　自分から損になるようなこというとかバカじゃん。

「それでも愛羅はわかってたんでしょ？」

「マ、ぶっちゃけそうだけど……」

「ほらやっぱり。だからあえて安価な物を選んだ理由を聞かせてくれる？　責めるわけじゃないけど俺の中じゃ遠慮してるって理由しか見つからないから」

「……」

　ケチなセンパイはお金使いたくないはずなのに、アーシが遠慮してるって思ったら『それは間違ってる』的な感じでお金を使おうとする。

　そんな矛盾した行動されるとこっちが弱っちゃうんだって……。アーシのことを優先して考えてくれてるってことだ。

　あーあ、落ち着いてきたのにまたドキドキしてきた。なんなのこれ……。

「ほら、遠慮してないってならその理由を教えてよ」

「た、ただセンパイが言ったことに共感したから。ただそれだけなんだって」

「俺が言ったこと？」

「そ。正確にいうと『こっちの気持ちを考えてくれた物ならどんな大金にも勝るもんだよ』ってやつ」

「あ、あはは……。そ、それかぁ……」

　センパイ恥ずかしそうにしてるけどもっと堂々としてればいいのに。だってセンパイは値段を気にせずにプレゼントを大切にしてるってことでしょ？　当たり前のことかもだけど、贈る側としたらそんな風にしてくれるのは嬉しいし、ポイント高いし。

「ってか、ふつーは手を繋いでる状況の方がまだ恥ずかしいと思うけど」

「どっちも同じくらい恥ずかしいって」

「手を繋いだぐらいで照れるとかウブすぎ。アーシのガッコだったら笑われるよ？」

「マジか……。でも愛羅が慣れてる感じするから実際そうなんだろうなぁ」

　センパイ、手を繋ぐの慣れてるはずだけどなんか今は恥ずかしがってる気がする。

　ってか、今マフラー巻いてて本当よかった。顔隠せてなかったらセンパイにバレてたはずだしさ。アーシがウブだってこと。

　男と手を繋ぐとか恥ずかしくないわけないじゃん……。さっきから顔に熱がこもりっぱなしだし。

「……それで話戻すけど、センパイの意見に賛成だったからガチャッポにしたわけ。こんなたくさんあるガチャッポの中でアーシにどんなモノを選んでくれるのかってね。だから遠慮してるわけじゃないでしょ？」

「ごめん愛羅、俺の勘違いだったよ」

「気にしてないない。『こっちの気持ちを考えてくれた物ならどんな大金にも勝るもんだよ』ってセリフも気に入ったし」

「ちょ、もうわかったからそのセリフは禁止」

「照れてるセンパイもなかなかいいね」

「よくない！」

　攻撃したらさらに照れてるセンパイ。狙い通りにできてホント助かった。

　アーシに気を向けられでもしたら『顔赤くね？』とか指摘されそうだったし。この容姿してんのに男に全然慣れてないとかバレるわけにはいかないっての。

「じゃ、場所に案内し終わったしセンパイが選び終わるまで外で待っとくから」

　決めたあとに呼んでもらってドーンって見せられる方が絶対いいよね。そっちの方がなにを選ぶのかなーとかワクワクできるし。一旦、センパイと距離を置くためにアーシはセンパイの手を離した。でも──。

「いや、一緒に見て回ろう」

「ひっ!?」

　いきなりぎゅって手を掴まれた！　大きな声上げちゃったじゃん!!

「俺をここに連れてきたってことは愛羅もこの店に多少なりとも興味があると思うから」

「そ、そだけど……そだけど……」

　アーシはそれどころじゃないってのぉ。いきなり握られたりするのは反則じゃん……。

「ん？　あ、愛羅。なんか顔赤いけど……大丈夫？」

「セ、セクハラされたからだしッ！」

「セクハラ!?　ど、どこが!?」

「手！」

「手っ!?　いやなんでっ!?」

　動揺したセンパイ。そこでようやく手が離れた。

　はぁもう……。汗かきそうなくらい体が熱い……。なんでアーシこんなドキドキしてんのさ。もー訳わかんない。

「そ、それじゃ椅子に座ってるから選び終わったら呼びにきて！　じゃね！」

　あとは全部センパイに任せてアーシはガチャッポの森から飛び出した。確かにセンパイと見て回るのは絶対楽しいだろうけど、あのままだったら絶対ヤバかった。手を握るのと握られるのとじゃ全然感覚違うじゃん。こんなこと初めて知ったし……。

　センパイがいつ呼びにくるのかはわかんないけど、とりあえずここで落ち着く時間は十分に取れる。

　アーシは近くにある椅子に座ってすぐにスマホの電源を入れる。とりあえず動物の写真見て気持ちを切り替えようとした。

　一人になって一五分くらい。ようやく落ち着きを取り戻したそんな矢先、マジで最悪なことが起きた。

「やあ、お嬢ちゃん、今一人かな？」

「暇ならオレ達とカラオケとかどう？」

「……ハァ」

　なんでよりによってアーシに目をつけてくんのかな。チャラそうな二人組に声をかけられる。見るからにナンパ師。街中ならまだしもこんなところでされるとは本当思わなかった。

「アーシ暇じゃないから。ナンパなら他当たってよ」

「ナンパじゃなくってお嬢ちゃんと知り合いたいだけだよ。可愛いからさ」

「とりあえず連絡先交換しようよ」

「それをナンパっていうんじゃないの？　ってかなんで交換しないといけないんだか」

　胸とか脚とかそんなとこ見ながら頼んでもＯＫされるわけないでしょ。ただ気持ち悪いだけだし。

　とりあえず絡まれた場所が人がいっぱいいるとこで助かった。なにかされたらすぐに助け呼べるってことだし。この条件だからアーシはホント強く出られる。

　センパイが呼びに来る前にさっさと諦めさせよ。こんなことは慣れてるし。

「えー、じゃあカフェだけでもどう？　なんでも奢るよ」

「甘いもの好きでしょ？」

「さっき彼氏と食べてきたんで」

「それは嘘でしょう？　こんなところで一人で休憩してるわけなんだからさぁ。暇そうにしてたから声かけたんだけど」

「勝手に想像すんのやめてくんない。ってか彼氏トイレだからすぐ戻ってくるし」

「信じられないなー」

「そこ信じてもらわないと話進まないんだけど」

　マジで気分悪い。連絡先の交換を断った時点で察しろっての。いくらなんでもしつこすぎ。

「もういい。じゃあ彼氏呼んでくるからそこで待っててよ。こんなことに時間使うとかマジでバカらしいし」

「おっと、そうやって逃げる気じゃない？」

「ね、お願いだから連絡先だけ交換しようよ」

「……」

　立ち上がった瞬間に前に立って進路を塞いでくる二人。言葉通じないし、意地でも逃がさないつもりだし。よくもまあこんなに人目があるところでなんでそんなことができるんだか。恥ずかしくないわけ？

　せっかくデートだったのにもう我慢の限界。

　ここでセンパイ使うのは可哀想だし、なにより申し訳ないし……注目集めるけど適当に大声あげて逃げるしかない。

　恥ずい気持ちを我慢してアーシは息を吸い込む。お腹なかに力を入れて──。

「──あの、すみません。これ俺の連れなんでこれ以上絡むのはやめてもらえますかね。周りにも迷惑ですから」

「えっ……」

　いきなり手首を掴まれる感触。見上げたらセンパイがアーシの手を握って……あのナンパ師を怖い顔で睨んでた。

「え、ああ……」

「か、彼氏さんいたのね」

「いるって言われてましたよね。そのやり取り聞きましたけど、どういうことですか」

「……」

「俺がどうこう言える立場じゃないですけど、そんなにしつこくするのはやめたほうがいいですよ。見るからに嫌がってたのがわかりませんか？　周りも気分悪くなりますし」

「えっと……あ、あはは」

「まぁ……その……」

「わかってくれたらそれでいいですけど」

　なにしても怒らないセンパイが、いつも優しいセンパイが、眉間にシワ寄せて怒ってる。こんな高圧的な姿を見たのは初めて……。

　あのグイグイきてたナンパ師はもういない。苦笑いしてたり、めっちゃ焦ってたり、もう蛇に睨まれたカエルみたいに弱ってる。それを見られたのはめっちゃスカッとした。

「ほら、愛羅いくよ」

「う、うん……」

　アーシにだけはトゲのない声をかけてくれる。……綱引きかってくらいにすっごい力でアーシは引っ張られるけど。でも、センパイは助けてくれたんだよね。ラブコメ漫画で飽きるくらいに見たことのある展開。

　もうちょっと別のシチュエーション考えたらいいのにとか上から目線の感想抱いてたりもしたけど、もうそれは撤回する。

　こんなにドキドキするなんて思わなかった。

　いつもアーシのことバカにしてくるセンパイがこんな男らしいとこ見せてきて……料理も掃除もできるしそれはモテるに決まってるよね。

　こんな頼り甲斐があるセンパイの背中を見ながら惚れそうになる。

「……ぁ」

　救われて安心した。落ち着けたからここで気づけた。……握ってるセンパイの手が小刻みに震えてることに。強く握られてるからプルプルしてんのめっちゃわかる。

「…………」

　なにこれ。あんな怖い顔して相手ビビらせてたのに、一番ビビってたのセンパイじゃん……。客観的に見たら絶対ダサいやつ。

　それでも、アーシのためにめっちゃ勇気出してくれたってことだよね。……全く、これだからこんのセンパイは厄介なんだし。

　センパイも人目についてる場所だから強く出られたんだろうけど、みんなからしてこんなに震えてんのはダサいかもしれないけど、アーシからしたらめっちゃカッコいいと思う。

　本当、一五万じゃ足りないくらいの男捕まえちゃった……。

「あんがとね、助けてくれて」

　アーシがこう口にしたのはガチャッポの中。あのナンパ師の目線が切れた場所。

「おいおいなんで愛羅が絡まれてるわけっ！　なんだアイツら！　普通に怖かったんだけど！」

「相手から絡んできたんだからどうしようもないでしょ？　ってか、そこでそんな慌てるのはダサすぎだって。追っかけてきてないんだからクールな顔してたら良かったのに。そしたらカッコ良かったのに」

「そんな顔できるわけないって！　逆に愛羅が凄すぎ……。普通に立ち向かってたし」

「自慢じゃないけど今までにもやられてるからさ。でも、今回の相手はめっちゃ粘着質だったからセンパイがいて助かったよ。ホント救われた」

「ビビってたけどねぇ……俺は」

「相手もビビってたよ？　センパイがめっちゃ怖い顔で睨んでたから。人間ってあんなにも眉間にシワが寄るもんなんだね」

「人の容姿をイジるのはやめようか……」

　後頭部を掻き掻きして下を向くセンパイ。さっきの怖い顔と今の照れてる顔のギャップってどうにかなんないのかね。なんかたまらなくなるんだけど……。

「マ、最後にこれだけ。センパイはカッコ悪くはなかったかな、アーシ的には」

「お世辞をどうも……」

「そ、それでさ！　話変わるんだけどアーシを呼びにきたってことはガチャッポどれか決めたってことだよね!?」

「うん。迷ったけどちゃんと決めたよ」

「どれ!?　どれにした!?」

　そう！　一番楽しみにしてたのはこれ！　服も一生懸命選んでくれてたしアーシにとって嬉しいカプセルトイを選んでくれてる。もう飛び跳ねたいくらいに楽しみ。

「これなんだけど」

「どれ!!」

　センパイはとあるカプセルトイを指差す。ワクワクしながらその方を振り向いた──けど、その選んだものを見た瞬間、

「ハ？」

　今度はアーシが眉間にシワを寄せていた。

　……だってセンパイが選んだのは手のひらサイズの大きさ、体を丸められるとか、リアルさで有名になったダンゴムシの模型だったから。なに……これって嫌がらせ？

「いちお聞いとくけどふざけてる？」

「本気で選んだよ」

「本気ってウソでしょ！　これって少し前に流行はやったからって適当に選んだだけじゃん！」

「ち、違うって！」

「じゃあガチャッポの中で値段高いやつ選んだだけじゃん！　なんかそれっぽく見せるためにさ！」

「値段的にはそうなるかもだけど本当に違うって！」

「じゃあどうしてこれ選んだわけ!?　ダンゴムシをけなすわけじゃないけど、もっといいやつあるでしょ！　なんでアーシのこと考えて選んだものがダンゴムシになるし!!」

　しつこく繰り返すけど、アーシのこと考えて選んだガチャがダンゴムシだよダンゴムシ。アーシの反応間違ってないっしょ。勝手だけどもうちょっといいの選んでくれるって想像してたし……。

　さっきのことがあるから落差がハンパない。なんか冷めてくる……。

「理由聞かせてマジで！　納得いかないから」

「り、理由は二つあって……」

「早く」

「まず愛羅の容姿とダンゴムシの組み合わせってかなりインパクトが凄いでしょ？」

「マジでなに言ってんの」

「え、えっと、この二つの構図はなかなか面白いかなって思ったんだけど……」

「やっぱふざけてんよね」

「ふざけてないって！」

「出任せばっかり。アーシのために選んでって言ったのに、ビジュアルとか面白さを追求してどーすんの？　そこからおかしいことに気づいてる？」

　イライラが積もっていくのがわかる。

　不満が表に出るのはアーシが大人になりきれてないからだけど、ここでふざけたりすんのは違うでしょ。

『こっちの気持ちを考えてくれた物ならどんな大金にも勝るもんだよ』って言ったのはセンパイじゃん。それがこんな理由で選ばれたんなら、怒りたくもなるっての……。

「もういい、あと一つの理由はなに」

　最初でこんな理由なら次は期待できないし、しない。もう呆れ切ってるぐらいだし。でも、アーシのことを考えて選んでくれたから聞かないと筋は通らない。

「……」

「ほら、黙ってないで早く言ってよ」

　出任せだからもう言葉ないんだろうけどさ。

「え、えっと愛羅は言ってたでしょ。家じゃいつも一人だって。寂しいって」

「だからなに？」

「だ、だからこのラインナップの中で一番存在感のあるものを選んだんだよ。目立つものだったら今日のこと思い出したりする機会も増えるだろうし、少しくらいは気が紛れるんじゃないかって」

「……え？」

「それに愛羅のキャラならこれを学校に持っていっても特に問題ないだろうし、そうなれば友達からのツッコミが入ると思うんだよ。そうなれば会話の話題も量も増えて学校ももっと楽しくなるかなって、両親が帰ってきた時の話の種になると思った」

「……」

　センパイがダンゴムシを選んだ理由……それだったの？　アーシの環境を少しでも改善しようとして？

　ハ？　マジでふざけんなっての……。なんでそれを後出しで言うわけ？　最初の言い方を変えてくれたらアーシも怒ることなかったのに……。

「明るい雰囲気でツッコミを入れてくれるには、そこから楽しく会話するには、インパクトと面白さが大事だなって考えたんだ。可愛いストラップよりもこうした系統の方が友達も話に触れやすいと思った。愛羅とこんな関係になったからには今の状況を少しでも改善したい。だからこれを選んだ」

「…………」

　こんなの卑ひ怯きようすぎだって。ふざけてるとか、そんなんじゃなかった。センパイはアーシのこと本気で考えてくれてんじゃん。それなのにアーシは早とちりして……。

　そうだよ、センパイって悪ふざけするような人間じゃないのに……。

「でも、ごめん愛羅。俺にデリカシーがなかったよ。どんな理由であっても贈り物にダンゴムシはないよなぁ……。本当にごめん。反省してる」

　センパイが目を伏せながら謝ってきた。人目があるから小さく頭を下げて、罪悪感を滲にじませて。センパイはなにも悪いことしてないのにアーシがあんな反応しちゃったから……。一生懸命考えてくれたんだから謝る必要はないのに。センパイは一番嬉しいこと考えてくれてた。悪いのは全部アーシだって……。

「き、気にしないで……よ」

「え？」

「アーシ、やっぱりこれが……いい……」

　なんだろ、声が震えてる。なんでか、視界が歪ゆがんでる。なんか、頬に垂れてくる。

「ちょ、愛羅!?　泣いてる……!?　そ、そこまで無理することないからさっ！　本当ごめん！　ダンゴムシは嫌だよね！　ち、違うの選ぶから本当にごめん！」

「泣いてなんか、ないし……っ」

　こんな顔、見せられないし見られたくない。反射的にセンパイのマフラーで涙を隠した。

　ヤバい、どうしよ、全然止まらないって……。

「ど、どうしよ。え、えっと……と、とりあえず隅に移動しよう……？　そうじゃないとあれだし……」

「……ぅん」

　店の外に出たら数百人って人に泣き顔を見られる。そこを気にしてくれたセンパイはアーシの手を引いて店の端まで案内してくれた。アーシの前に立って周りの視線を遮ってくれた。胸元を貸してくれた。

「落ち着いたら二人っきりになれるところに移動するから」

「ぐすっ、ん」

　アーシどんだけ恥ずいとこセンパイに見せてんだか……。もうデートとかそんな問題じゃない。

　アーシのことこんなに考えてくれるとか、こんなことしてくれるとかもうだめだって。

　──好きに、なっちゃうじゃん……。




　　　　＊＊＊＊




　二人が大型商業施設を出たのは二〇時四〇分。

　施設内にある回かい転てん寿ず司し屋やで夕食を食べ終えたあと、寒空の下に出ていた。デートも終盤、やることといえば愛羅を送るだけとなっていた。

「にしし、ごちそうさまセンパイ」

「回転寿司で四〇皿も重ねるなんて思わなかったよ……。税抜き四〇〇〇円なんだけど」

「アーシが質より量のタイプで良かったじゃん。マ、デザートを五皿いったから五〇〇〇円になるけどねん。めっちゃ食べても変に見ない人がいてくれるってホント楽だった」

「なんで安さがウリの回転寿司で一人で五〇〇〇円を越すんだよ……。店員さんもビックリしてたし」

　昼にバイキングレストラン、夜には回転寿司と外食ざんまい、遊びざんまいの今日。愛羅の出費はゼロ。全部龍馬持ちである。

「ってかどうしてセンパイはお寿司奢ってくれたの？　お昼は奢ってもらったからアーシふつーにセンパイの分まで払う気だったんだけど。今お金渡してもいいくらいだし」

「昼奢って夜奢らないのはカッコ悪いと思ったから」

「なにそのプライド。そんなのアーシ気にしないって」

「俺が気にするんだよ」

「思ったんだけど、そのプライドを持ってるから貯たまるお金も貯まらないんじゃない？　奢らなかったらかなりお金浮いてたのに」

「そんなことはわかってるって」

　お金を貯めるために、出してもらうところは出してもらった方がいいなんてことは小学生でもわかること。ただ、龍馬は後輩に奢ってもらうことが嫌なのだ。そこだけは男として引けないラインである。

「じゃあなんで捨てないの？」

「簡単に捨てられるプライドならもう捨ててるよ」

「ふぅん。マ、今日の分はアーシがいろいろと返す予定でいるからさ。今日は投資ってことで許してよ」

「……投資？」

　深いため息が白い息となって宙に浮く。どこか不機嫌そうに龍馬は頭を掻いた。

「え？　アーシ呆れさせるようなこと言った？」

「俺は利益を得る目的で愛羅に奢ったわけじゃないよ。大事なお金を使ってそう思われるのは機嫌が悪くなるんだけど」

「カ、カッコつけちゃって、マジで……。目の前にお金ぶら下げたらすぐ取るくせに」

「目の前に餌が出されたらそれは飛び出すでしょ。それにぶら下げるってことは挑発してるんだから取られても文句は言えない」

　大人な対応を決めた龍馬ではあるが、すぐに幼稚な回答をしてしまう。だが、これも少し空気をよくするためのもの。

「もし取ったあとに文句言われたら？」

「もちろん逃げるよ」

「完全な犯罪じゃんそれ。ハァ、なんでアーシはこんなオトコに惚れちゃったんだか……」

「ん？」

　小声で漏らしたその声は龍馬には聞こえてはいなかった。

「マ、冗談だろうし別にいいけどさ。……それよりセンパイ、ちょっと中腰になってくんない？」

「なんで？　外だし、そんなことしたら目立つんだけど」

「いいからいいから。一〇秒だけ」

「わ、わかったよ……」

　頭にハテナを作りながら指示通りに中腰になる龍馬。そのまま首を上げ愛羅を見上げた時である。首元が柔らかな生地に包まれた。

　今現在、龍馬が見ているものは愛羅がマフラーを巻こうとしている、そんな光景。

「えっと、ここをこう巻いて、こう？　こうしてこうして……うん、はい完璧！」

「……愛羅、なにこれ」

　一〇秒後、愛羅と龍馬の首をマフラーが繋いでいる、そんな構図ができた。愛羅は八重歯を覗かせて満面の笑みを浮かべている。

「なにってマフラー巻いただけ。センパイも寒いだろうしさ」

「え、もしかしてこれで歩くつもり？」

「にしし、そのつもり。街ってイルミネーションも出てるし、こうした方がめっちゃカップルっぽくもあるでしょ？」

「まぁ……それはそうだけど」
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「こんなに甘えちゃってセンパイには悪いけど我慢してよ。今日のデートはこれで最後になるんだし」

「そんな悲しそうな顔で言われたら断れないんだけど……」

「べっ、別に悲しいとかそんなわけないしっ！」

「正直にいう」

「だ、だから悲しくないって！」

「本当は？」

「ハァ……。そうやって後輩イジメるからセンパイはモテないんだし。バーカ」

「あははっ、それは残念だ」

　素直に言わせたかった龍馬であるが逆に暴言が飛ばされる。それでも愛羅の顔に嫌悪は浮かんでいない。『悲しい』についての反論が三度目で出なかった辺り、そう言うことだ。

「じゃ、このまま帰ろ。とりあえずマフラー解ほどいたりしたら許さないから」

「わかってるって」

　そんな会話のあと、二人は肩を並べながらイルミネーションが作り出す幻想的な街並みをゆっくり歩いていく。甘い雰囲気に包まれながら愛羅の自宅まで送る龍馬だった。




　自然石の張材塀で囲まれた二階建ての鉄骨造住宅。入り口にはシャッターゲートがあり、監視カメラ等のセキュリティー対策もされている。一目見れば裕福だとわかるここが愛羅の自宅だ。

「今日はホントにあんがと。ホントに」

　愛羅はマフラーを解いて龍馬に手渡しながらお礼を述べる。

「別にお礼を言われるようなことはしてないけどね。俺も十分楽しかったから」

「にしし、可愛いＪＫとデートできてよかった的な？」

「そこで調子に乗らない」

「最後なんだからそこは便乗してくれたっていいじゃん」

「その『最後だから』って手に二度も乗るような俺じゃないからね」

「出たその厳しいやつ。センパイってつくづくもったいないことするよねー。そこ乗ってたらもうアーシセンパイにコクッてたかもなのに」

「そんな冗談はあんまり言わない方がいいからね？　それにこんなにケチでがめつい俺に告白をするような愛羅じゃないだろうに」

「そう思うんだ。……マ、今日のとこはセンパイの思う通りにするけどさ」

「はいはい、それじゃあ帰りなさいな」

　その話の流れで手で追い払うように愛羅を自宅に帰らせようとする。現在の気温は六度。息も白くなり、冷えで手先の動きも不自由になる。

　口には出さない龍馬だが、体を冷やさないために愛羅を早く家に帰したいとの思いがあったのだ。

「ね、ねえ。一つだけ忠告するけどそのマフラーにアーシの匂いついてるから変なことに使わないでよ。な、涙もついてるからすぐ洗濯して」

「変なことってナニに使うんだか」

「ッ！　知った口でそれ言わせようとするとかセクハラじゃん！　マジでサイテー」

　お互いの距離感を掴んでいるからこその下ネタを含んだやり取りができる。そして、相手が傷つかないような冗談も言える。

「人の匂いで興奮する俺じゃないから安心していいよ。いい匂いならまだしも」

「それアーシがクサいって言ってんの!?　めっちゃ失礼じゃん！　ってか全然クサくないし!!」

「それはどうだかー」

「ウッザ！　マジウッザ！　オンナにそんなこというとかマジ死刑ッ！」

「ほら怒ったところでもう帰る。外は寒いんだから風邪引くよ」

「ハァ……」

　再び手を振った龍馬に愛羅は不満げ。

「あ、最後に俺が買った服とダンゴムシは大事にするように」

「そんなこと言われなくても大事にするし！　するに決まってるし！」

「それならいいけど。なんせ俺の大事なお金がかかってるんだから」

「あとは気持ちもかかってるんじゃなかったっけ？　恥ずかしがらずに言えばいいのに」

「気乗りしなかっただーけ。それじゃあまた来週ね愛羅。暇な時はいつでもメールしてくれていいから」

「じゃ、ウチ帰ったらすぐ連絡する」

「その前にお風呂に入るように。体を温めてから連絡をすること」

「ホント保護者かっての。……マ、センパイがそういうならそうする。そっちの方がセンパイも安心するだろうしさ」

「ありがとう。じゃ、またね」

「うん、今日はホントにあんがと」

　そして、別れの挨拶を交わす二人。

　軽自動車が一台過ぎ去り、吹き上がるような冷たい風が横切る。

「「……」」

　そのままお互いが見つめ合いまばたきをしながら──一〇秒。

「いや、なにしてるんだよ。早く家に入って」

「ハ？　ここはどう考えてもセンパイを見送るところっしょ」

「俺はお子ちゃまに見送られても全然嬉しくない」

「そうやってわざと失礼なこと言ってアーシを怒らせようとしてるのはわかってるかんね。アーシを早く家に帰らせるためにさ」

「ひどい妄想だなぁ」

「さっき『外は寒いんだから風邪引くよ』って本音漏らしてたけどそれはどう説明するつもり？」

「それは幻聴」

「うっわ、便利な言葉使ってるし」

　実際のところ口を滑らせてしまったことに気づいていた龍馬は内心焦っていた。特にバレても問題はないことだが少しばかり気恥ずかしい思いがあったのだ。

「マ、アーシもここは引けないとこだから。今日はホントに楽しかったし感謝もしてる。バイト終わりなのに夜まで遊んでくれたり、さ。お礼言っても足りないからここは見送りさせてよ」

「嫌」

「させて」

「嫌」

「じ、じゃあ……もぅ。そ、その……み、見送りさせて……させて……ください……」

「っ!?」

　それは龍馬が初めて聞いた愛羅の丁寧な言葉遣い。視線を少しだけ逸らしてモジモジと手を動かしている。どうしてもお見送りしてやる。愛羅の強固な意志が伝わってくる。

「もー、わかったわかった。けど振り返ったりしないからすぐに帰ってよ？」

「失礼なセンパイだからそんなことわかってるし。マ、センパイの気持ち汲くみ取とって早くウチに入るからさ。……ほら、外は寒いし風邪引くから早く帰れっての」

「後輩なのに上から目線か」

「にしし」

「変な笑い方だよ全く」

　別れはもうすぐ。話の流れからそうわかっているはずなのに今までにないくらいの明るい笑顔を見せてくれる愛羅。

　それだけで今日、愛羅と出かけてよかったと感じる龍馬だ。

「じゃ、今度こそまたね愛羅」

「ん、また──」

　小さく手を上げた龍馬は愛羅に背を向け、マフラーを巻きながら足を進めた。

「──またね、りょーまセンパイ」

　最後、その声を本人が聞くのは次に会う時である。
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　この世は便利である。

　ネットが普及しソーシャル・ネットワーキング・サービス、通称ＳＮＳを使うことで漫画や絵、小説、ブログなどを多くの人間に見てもらい、さらには感想をもらうことができるようになった。

　姫ひめ乃のはその内の一つ、Twittetツイツトを使い漫画を投稿することで知名度を上げている。そのアカウント、でびるちゃんのフォロワーは三〇万人を越え、漫画を投稿して数十分でたくさんのいいねがつく。傍はたから見れば順調に見えるだろうが……ここまで成長してもなお姫乃には最近まで解決できない悩みがあった。それは仕事の一つである漫画に関すること。




　一ヶ月前、姫乃はラブコメの新作漫画をTwittetツイツトに投稿していた。

　両りよう想おもいの幼おさな馴な染じみが部屋でゲームをし、負けた方が勝った方の言うことをなんでも聞くという王道の展開の４コマを。

　ヒロインが得意とするゲームで自信満々にプレイをしていたが、室内にクモが出現。虫嫌いのヒロインが操作ミス。結果、主人公が勝ってしまう。

　納得がいかないヒロインは主人公の胸ぐらを掴み『もう一回！』と体を前後に揺らす。

　その勢いに耐えきれなくなった主人公はヒロインに押し倒されてしまう。

『……』

　目と鼻の距離で見つめ合い、先に口を開くのはヒロインである。

『ば、罰ゲーム決めるまでこのままだから……』

『ええっ!?』

『あんたの気持ち、バレバレなんだから早く告白しろって言ってるのよ……』

『なっ……』

　命令をされた内容。罰ゲームとは言い難にくいがこの日、主人公はヒロインが好きなことを初めて伝えた。顔を真っ赤にするヒロインは口を尖とがらせながら震えた声を出す。

『ちゃんと幸せにしてくれるんでしょうね』

『もちろんそのつもりだよ……』

『な、なら好きにしていいんじゃない？　知らないけど！』

　ヒロインが照れ隠しをしながら付き合うことを了承。告白を成功させて〆しめた漫画。

　いいね数は五万もつき反響を呼んだ。フォロワーも増え知名度も上がった。

『尊死！』『まじ好き！』『絵も上手うまい！』『続きはどこで読めますかぁ!?』

　作者に嬉うれしい感想が大量にある中、こんなメッセージも届いていた。

『絵も上手いけど惜しい。ヒロインがその時どう思っているのかもう少し出すべき』

『それわかる！　なんか『ドキドキ』とか画面いっぱいに使って誤ご魔ま化かしてるよね』

『体験したことがないからわからないんじゃないの？　ドキドキする場所違うよね』

『展開が強引だよな』

　自称評論家と呼ばれるアカウント。漫画を投稿したら必ず現れる。

　本来ならこのようなものは無視していいもの。してもいいのだが、姫乃にとっては無視できるものではなかった。

　この感想こそ──核心を突いているのだから。

　描いている最中、その指摘通りに姫乃は誤魔化していた。ぼかしていた。

　リアリティーに寄った漫画を描いているからこそ違和感が出る。これは漫画の編集者からも指摘されていたこと。

『一度でも体験できたらもっと違った描き方ができるとは思うんだけどねぇ。とりあえず恋愛小説を読んでみましょうか』

『わかりました』

　彼氏がいた経験がない分、このように展開を広げた時に心情に食い違いが出るなどの問題にぶち当たってしまう。

　理解しているのならすぐに修正していかなければならない。こう感じる読者は増えていくのだから。それは人気の減少に繋つながることでもあり、いずれは収入にも関わってくる。

　生活するお金がなくなれば本末転倒。姫乃は電子書籍をすぐに購入し読書という名の勉強をしていた。

　頭ナデナデ、壁ドン、ハグ、お姫様抱っこなど。姫乃には現実味がないありとあらゆるシチュエーションがある。

　リアリティーもしっかりある。こんなことされたら、こう思うんだろうと胸が高鳴る。羨ましくなる。

　姫乃の作品にはその高揚感があるのか。羨ましく思わせることができるのか。その問いをされた時、姫乃は首を縦には動かせないだろう。

　誤魔化す時点でリアリティーで負けているのだから。レベルの違いは一瞬でわかる。

『まだまだ未熟』

　商業化している姫乃でも謙けん遜そんなしに思うこと。

　漫画家には人それぞれの持ち味があり、その武器を最大限活用して素敵な物語を描いている。姫乃にはその武器が他の漫画家と比べて劣っている部分があった。編集者に多大な力を借りていると言っても過言ではなかった。

　しかし、最近はその悩みは解消されつつあった。

『姫乃さんっ！　これはなにがあったんですか!?』

　これは商業用の原稿を見せた時、その編集者に言われた言葉。

『この手を繋ぐ描写、心情がリアルに描けていますし緊張もしっかりと伝わってきます。素晴らしいです！』

　これは姫乃が初めて褒められた描写だが、実は打ち合わせをする前から自信があったこと。そう、姫乃は体験したことをそのまま絵に表したのだから……。

『このまま進めましょう！　まずは姫乃さんが思うように描いてみてください！』

　編集者からアドバイスをされることもなく『任せる』と促されたことも初めてだった。

　このようになれた理由はただ一つ。恋人代行というサービスを利用したから。その経験を漫画に生かしているから。




「全部、シバのおかげ……」

　仕事をしているだけの龍りよう馬まだが、姫乃にとっては救われていることだらけ。

　今までの悩みを解消しただけでなく、成長できたのは龍馬のおかげなのだ。

「……見直し確認、大丈夫」

　今日は『ほんとのことかもしれない』を投稿する日。シバと三回目のデートのお話。

　一話目はいいねが一〇万。二話目が八万。このままいけばこの漫画も商業化できるラインにまできていた。そして最近では評論家からの意見も優しいものに変わっているほど。絶好調な姫乃はどんな反応がくるのか、それを楽しみに描いた漫画をツイットに投稿した。

「っ！」

　時間にして三秒。すぐに通知が届いた。

　確認した姫乃は、口をＯの形にして大きくまばたきをする。一番早くいいねを押してくれたその人物は姫乃が知ってる人だったのだ。

「……愛あい羅らさん、だ」

　こんなにフォロワーを抱える姫乃だが愛羅のことは認識していた。一度だけであるがプロフィール画面も覗のぞきにいったことがある。

　それは半年前からずっといいねとコメントをしてくれている人物だから。応援してくれるユーザーはたくさんいる姫乃だが、中でも記憶に残っているのが愛羅であり……その理由はプロフィール画面を覗いて近場に住んでいる女子高生だと知ったから。それも姫乃の自宅からは高校が二〇分ほど。そしてプロフィールに設定してある写真を見てとても綺き麗れいな女の人との印象があったから。

　そこから三分後、その愛羅から感想がくる。『大満足！　続き楽しみにしてるよ！』のメッセージと共にニッコリの絵文字が。

「ふふ、よかった」

　絵文字のニッコリ度には負けるが、口角を少し上げ素足をぷらぷらとさせながら姫乃はメッセージにいいねを押した。

　そうして時間が経たてば経つほどたくさんの応援メッセージが届いてくるが、その間、姫乃はとある人物とメールをやり取りしていた。

『姫乃、今日出してた漫画見たよ』

『面白かった？』

『たくさん応援もらっている通り面白いよ。でも俺としては少しむず痒がゆい気持ちかなぁ』

『デート振り返ってるみたい？』

『そうそう。しかも絵で表現されてるから想像しやすくって。もちろん姫乃の力になれるのは嬉しいからそのまま続けていいからね』

『ありがとう』

『締め切りとかが大変だろうけど頑張ってね。もしなにかあったらいつでも相談してよ』

『ん、わかった』

　龍馬は姫乃の正体を知ってもなお普段通りに接していた。それが嬉しくもあり、少し残念にも思う姫乃。

『シバ、あの約束覚えてる？』

『クリスマスイブにデートの約束でしょ？』

『ん』

『今はスケジュールを調整中だけど必ず空けるようにするよ』

『空けられたら姫乃に連絡してほしい』

『わかった。すぐに姫乃に教えるよ』

『嬉しい』

『それじゃあ俺は家事をしなきゃだから、そろそろいってくるね』

『頑張って』

『もちろん』

　軽いメールだったけど、やり取りできるだけで姫乃は嬉しかった。

「早くデートしたいな……」

　想いを吐と露ろした途端、白いほっぺはさくらんぼのように色づく。

　顔に伝う熱。今どんな風になってしまっているのか、それは姫乃が一番わかっていた。

　無意識に足の指に力を入れた姫乃は、そのメールを見返しながら細い脚をご機嫌に動かしていた。

　白い壁にかけられたカレンダーには一二月二四日の枠の中に、『シバとデートができますように』そんな想いが記されていたのだ。







　あとがき




　この度は『恋人代行のバイトをはじめた俺、なぜか美少女の指名依頼が入ってくる』をお買い上げいただきありがとうございます！

　ここまでお付き合いいただき大変嬉しく思っております。

　こちらの作品はわたしのデビュー作品で慣れない作業でたくさんのご迷惑をおかけしたのですが、的確でわかりやすい指示をいただきました編集の佐々木様、丁寧なお仕事をしてくださった校正者様にお力添えをいただいたおかげでなんとか乗り切ることができました！

　また、美麗な絵を描かれますイラストレーターのふーみ様が担当されると教えていただいた際は『えっ!?』とビックリして石のように固まりまして……本書のイラストを送ってくださるごとに元気をいただきました！

　かかわってくださった方々の素早いサポートもあり、満足に作業に集中できましたこと誠にありがとうございます。

　最後に改めて本文を読んでくださった皆様、本当にありがとうございました！

　寒い日が続きますのでくれぐれもご自愛くださいませっ！
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